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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















　ＣＯＮＴＥＮＴＳ




Ⅰ　殺戮者、首都の闇に跳梁する

Ⅱ　幻影の魔神、蝶のように舞う

Ⅲ　死の島の悪魔、過去より発掘される

Ⅳ　契約者たち、死者の辻にて剣戟を交わす

Ⅴ　赤眸の少年、双角の少女に兄妹再会を約す
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「いかなるジャンルにせよ、熟練者の技術ってのは見事なもんだな」

　練習場の奥の方、背の低い壁かべにもたれている少年──エルバ・ナイトロンドは、打ち合いから目を離はなさないままに言った。

「いやまったく。これもまた一種の芸術と呼んで構わないだろうね」

　応じたのはそばに立つ人物、ルナ・ルガだった。エルバとは壁を挟はさんだ反対側から身を乗り出し、打ち合いを凝ぎよう視ししている。

　夕刻の赤い日の光に包まれながら、二体の巨きよ人じんが剣けん戟げきを打ち鳴らしていた。

　身長は約二・五メートル、半はん裸らで、身体からだを覆おおうのはごくシンプルな作りの腰こし巻まきのみ。盛り上がった筋肉は鋼鉄のよう、四し肢しはそれぞれ丸太のように太い。ただし顔面は人間とはほど遠く、眉まゆが不気味なくらいにせり出て両目は奥に引っ込み、鼻はほとんど真っ平らも同然、口からは巨大な牙きばが生えているという異い貌ぼうだった。

　その腕わん力りよくをもって振ふるわれる剣も、普ふ通つうの大きさではない。刃は渡わたりは二メートル近くになろうとし、幅はばも広く、そして厚い。練習用の剣なので、刃先は潰つぶされているが、それでもクリーンヒットを食くらえば常人の骨など一いち撃げきで粉々になりそうな重さがあった。

　ギガスという名で呼ばれる二体の悪あく魔まは、力任せに剣を振るっているようにも見えるが、その実は技術に裏打ちされた打ち合いだった。西側に立つギガスが大きく上段から剣を振り下ろせば、東側に立つギガスは小さく引いてかわした後に大きく踏ふみ込み、突つき返しを放つ。西方ギガスはそれを受け流し、逆ぎやく襲しゆうに転じるが、その時には東方ギガスは大きくすさって距きよ離りを置いている。熟練の二者による打ち合いは、既すでに五分以上続いていた。

「芸術？」

　ルナの声に応じ、エルバは首をひねる。そこにいるのは、右目を眼帯で覆った「人物」だった。見た目にはその人物が男性なのか女性なのか判断しがたい。身体の線、表情、声、どれをとっても中性的で、決定的な外見的特とく徴ちようがほとんどなかった。

「ルナにも、芸術を理解する心があるってのか？」

「当然さ」

　ルナはにっこりと笑って見せた。

「芸術という言葉を形にした存在であるところのこの僕に、そんなことを聞くのかい」

「どこがだ」エルバは呆あきれた。「とりあえず、そのファッションセンスをどうにかしてから出直してこい」

　ジャケットのようなコートのような黒い上着を羽織り、黒ズボンを着用したルナの姿は、遠目からでもかなり目立つ。しかしそれは、かっこいいから人の目を引く、という性質のものではない。広場だろうが室内だろうが草原だろうが、どのような場所にあっても周囲にまったくとけ込まない、という限りなく違い和わ感に近い存在感を常に発揮している。

　ルナは、エルバが着ている全身白タイツを指さした。

「今の君は、ファッションセンスをどうこう言える立場じゃないと思うけど」

「これは防護服だ！　次に練習場に出るんだ、仕方ねえだろ」

　身体を守るための練習用胴どう衣いである。これをして「ファッションセンスが疑わしい」という指し摘てきは心外極きわまりない。

「あと、前から気になっているのはその足だ。靴くつはけよ」

　なぜだか、ルナはいつでも裸足はだしだった。ズボンの裾すそが長いので、よく近づかないとわかりにくいが。

「いやいや。これは悪魔の掟おきてだから仕方ないんだよ」

「初めて聞いたぞ」

「だって、本来悪魔たるもの、全裸が基本なんだよ？　人間社会の中で生きていく以上、裸はだかでいると猛もう烈れつに目立つから、妥だ協きようしているだけさ。彼らも世間体ていに配はい慮りよして、腰布を巻いているんだよ」

　ルナは剣戟を交かわす、腰布を巻いた二体の悪魔を指さした。

「……本当かよ」

「本当だって」

　ギガス同士の戦いは永遠に続くかとも思われたが──二体の悪魔が急に接近したかと思うと、鈍にぶい音がした。直後、一方の悪魔が悲鳴を上げて片かた膝ひざをつく。

　突とつ然ぜんの決着だった。

「……何が起きたんだ？」

　エルバは疑問を口にした。一いつ瞬しゆんのことで、彼の目には何も見えなかった。

「西方のギガスが、東方のギガスの突きを跳はね上げると同時に、みぞおちに突き返したのさ。一瞬の隙すきをついた、見事な一撃だったね」

「おまえ、よくわかったな。お目々が一個しかないのに」

「君こそ、なんで見えなかったんだい？　お目々が二個ちゃんとあるのに」

　ルナは手を伸のばし、エルバの右目に触さわろうとした。

「触るな」

　ぺちっとエルバはルナの手を叩たたき落とし、自分の右みぎ目ま蓋ぶたを撫なでた。そこには、額から頰ほお骨ぼねに至る長さの刀傷がある。右目の視力にはなんら影えい響きようを与あたえていない、皮ひ膚ふだけの傷きず跡あとだが。

　練習場の二体の悪魔の姿が、不意にぼやけた。輪りん郭かくが曖あい昧まいになり、その身体は霧きり状じようになっていく。やがて霧は風に流されるように去りゆき、その下から現れたのは──二人の男性、ごく普通の人間だった。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　勝利した方の男性が手を差し伸べると、敗北した男の方がその手を取り、立ち上がる。お互たがいの健けん闘とうをたたえるように肩かたを叩き合いながら、二人はエルバのいる控ひかえの場に戻もどってきた。

「やあ、どうだった？　今の」

　東方のギガスを喚よんでいた男が、ルナに尋たずねる。

「なかなか良かったよ。ただ、最後の突きはいただけないね。狙ねらいが外れていた上に、勢いも弱かった。スタミナ切れかな」

「そうだな」男はルナの指摘を認めた。「もう少し体力をつけないと、こいつには勝てないな」

　言って、西方のギガスを喚んでいた男の肩を叩く。

　この道場において、ルナは練習生達から一目置かれる存在だった。当初は、エルバが剣けん術じゆつの訓練をはじめたことに興味を持ち、見学してみたいとついてきただけだった。ところが、ルナの興味は見学だけには留とどまらなかった。練習生達の剣さばきをじっくり観察しては、その優すぐれた点と欠点とを指摘し始めたのである。

　はじめのうち、練習生達は「変な格好をした奴やつが変なこと言ってるぜ」程度にしか思っていなかったのだが、そのうちルナの言っていることが当を得ているとわかってくると、全員がルナに尊敬の眼まな差ざしを向け始めた。その中には、ここの道場の主あるじであるマイニングの目もあった。「あんた、暇ひまな時でいいからうちに来て、練習生どもを指導してくれよ」と頼たのみ込むほどで、結果気をよくしたルナは臨時指導員として道場に出向くようになっていた。

「変な格好をした奴」という評価自体は変わってはいないが、練習生は誰だれ一人として細かいことは気にしないタチだったので、ルナが何者であるか訝いぶかる者はいなかった。エルバとしてはありがたい話である。

　肩を叩かれた男は、エルバに目を向けた。

「さ、次はおまえの番だぜ」

「了りよう解かい」

　言われてエルバは壁かべを離はなれ、姿勢を正して立ち上がった。白い防護服に身を包んだエルバは、左手で面を取り、右手にはサーベル──ごく普ふ通つうのサイズのサーベルを手に取り、練習場の真ん中へと進み出ていく。

　エルバの相手として進み出てきた男は、防護服を着用してはいなかった。代わりに、右手にギガスの円盤レンズを握にぎっている。

「エルバ君」

　審しん判ぱん役を務める道場主、アマンド・マイニングがエルバに声をかけた。

「しかし、本当にいいのか？　悪あく魔ま相手に生身で戦うなんて。よくやるなあ」

「いいんです。やらなきゃならないんですよ、俺は」

　真剣に答えつつ、エルバは面を被かぶり、右手でサーベルを構えた。

「ま、悪魔剣術だけじゃなく、生身の人間の剣術指導もしているから、私は構わんがね。怪け我がしないでくれよ」

　マイニングはそう呟つぶやき、エルバの相手に視線を投げた。

　エルバの相手は、マルコという男だった。エルバの防護服を上から下までじっくり眺ながめてから、

「やるってんなら、俺は本気でやるぜ？　構わないんだな？」

　確かく認にんの質問を投げた。

「構わねえよ。むしろ、本気でやってくれなきゃ困るぜ」

　エルバが答えると、マルコは楽しそうに笑い、悪魔の円盤を持ち上げた。

「よく言った！　召喚コンタクト！」

　かけ声とともに、マルコの手の中の円盤が宙に飛んだ。円盤は空中で二枚に分かれ、一直線に飛んでマルコの両目にはまる。

　空気が輝かがやきを放ち始めた。マルコの周囲を霧のようなものが取り囲んだかと思うと、身体からだにまとわりつき新たなる肉体をなす。

　霧が晴れた時、マルコの姿はギガスに成り変わっていた。

　ギガスは練習場に突つき立てられている巨きよ大だいなサーベルを持ち上げると、エルバに対して切っ先を向けた。

「……やっぱり、でかいな」

　面の外に出ないよう、エルバは小さな声で呟いた。自分の二倍くらいも巨大な相手が構える剣は、大だい迫はく力りよくをもってエルバの視界に迫せまってきた。悪魔が振ふるうためにしつらえられた大剣である。当たり所が悪ければ大怪我は間ま違ちがいない。自分の握るサーベルが、ただの枯かれ枝のようにも思えてくる。

「頑がん張ばって～！　死んだら骨は拾ってあげるよ～！」

　ルナが声を投げてきた。

「うるせえなあ！　ってえかおまえ、俺が死んだら──」

　おまえもこの世から消えるだろうが、と言いかけて、エルバは口をつぐんだ。それは第三者に聞かせるようなことではない。それより目の前の敵だ、とギガスに向き直る。

　見るからに、圧あつ倒とう的不利な戦いだった。だが、これは自ら望んだことだ。やらなきゃならない──エルバは内心で決意を固める。これから後、エルバが生き残るためには、悪魔と生身で渡わたり合う術すべを身につけなければならないのだ。

　エルバはサーベルを持ち上げ、切っ先を相手のサーベルと軽く重ねた。

「はじめ！」

　マイニングのかけ声とともに、ギガスは仕し掛かけてきた。大きくサーベルを振り上げて、エルバの頭上を狙ねらう。

　エルバはサーベルを頭上に斜ななめに構かまえて受けた。直後、強きよう烈れつな衝しよう撃げきが両手を襲おそった。

「おおっ……!?」

　想像以上の強さだった。うまく勢いを流すことには成功したが、両手がしびれる。そこを我が慢まんして、エルバはサーベルを打ち返した。脇わき腹ばらの高さを狙って薙なぐような一撃を放つ──が、巨人にとっては膝ひざのチョイ上という高さだった。足を引いて直撃をかわすと、逆に剣けん先さきを突き込んでくる。

　エルバは剣を跳はね上げようとした。敵のサーベルの重さを考え、力ちから一いつ杯ぱい下から打ち上げる。と、ギガスのサーベルはエルバの頭上の空気を突いた。エルバは踏ふみ込んでギガスの膝を狙う──が、ヒットしたのはサーベルの先っぽだった。

「うおっと」

　ギガスの声は、しかし痛みを訴うつたえるものではなかった。巨体に似合わぬ軽かろやかさで後方に引くと、剣先が当たったあたりを気にかける。軽く手でもんだのち、体重をかけてダメージの具合を確かめる。特に問題は無さそうだ。

「クソッ」

　エルバは毒づいた。会心の一撃のつもりだったのに、敵は少しも痛がっていない。

「なんともねえとは、化け物か！」

「まあ、化け物だわな」ギガスはマルコの声を発した。「こちとら悪魔なんだし。まだ続けるな？」

　エルバは即そく応おうし、

「当然だ！」

　思い切り突っ込んでいった。

　カウンター気味に、ギガスはサーベルを突き込んでくる。さっきとまったく同じ形だ、と思いつつ、エルバはまったく同じ格好でサーベルを跳ね上げた。ギガスのサーベルは宙に浮うき、その反動でエルバはもう一度ギガスの膝を狙う。

「ここだ──!!」

　さっきの反省を踏まえ、エルバは思い切り身体を乗り出した。一撃必殺、外せば手ひどい反撃を食くらうだろうと覚かく悟ごを決めて。

　エルバのサーベルの刀身が、ギガスの膝に襲いかかる。だがその寸前──

　ギガスは足を思い切り振り上げ、エルバの顔面を蹴け飛とばした。

「ブゲラッ!?」

　足そのものが飛んでくることを、エルバは全然想定していなかった。ギガスの膝が、エルバの面を直撃する。頭に鉄の砲ほう丸がんでもぶつけられたようなショックに襲われ、エルバの身体は空中に吹ふき飛び、練習場の床ゆかに叩たたきつけられた。

「おおっと！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　膝蹴りを飛ばしたマルコの方がひやりとするような、見事なクリーンヒットだった。

　が、エルバはむくりと起き上がった。

「まだだ……まだだぜ！」

　手をつき、素早く構えを取り直す。一見したところ、たいしたダメージはないようだが──

「……本当に大丈夫なのか!?」

　マルコは慌あわてて叫さけんだ。

　エルバは、あさっての方向に向かって構えを取っていた。

「大丈夫だって！」

　エルバはギガスの声に首を向けた。そして、

「……というか、なんでギガスが二人いるんだよ……？」

　妙みようなことを口走った。

「ちょ……ちょっと待ったぁ──ッ!!」

　それを聞いた途と端たん、マイニングが血相を変えて飛び出してきた。エルバの肩かたをつかむと目の前に指を二本突き出して、問う。

「何本に見える」

「四本」エルバは答えた。

「何本に見える」マイニングは指を一本にした。

「二本」エルバは答えた。

「何本に見える」マイニングは指を四本にした。

「八本」エルバは答えた。「というか先生、なんで手から指が八本も生えて、い……る……」

　不意に語ご尾びが曖あい昧まいになったかと思うと、エルバの膝がぐらりと崩くずれた。咄とつ嗟さにマイニングは抱だき留めて転てん倒とうを防いだが、エルバの身体からだは完全に脱だつ力りよくしていた。

「全然大丈夫じゃねえじゃねえか」

　マルコは悪あく魔まを解放し、エルバのそばに駆かけ寄った。ひざまずき、エルバの面を脱ぬがせる。

「あーあ。完全に気絶している」

　エルバは白目を剝むいていた。外傷はなさそうだが、最後の様子から察するに、頭ず蓋がい内部にダメージが発生している恐おそれがある。マイニングは胸をなで下ろすどころではなかった。

「あいつがすごい勢いで突つっ込んでくるから、つい本能的にやっちまった。はっはっは」

　マルコは朗ほがらかに笑った。

「笑ってる場合か！　家の中に運ぶぞ。マルコ、手伝ってくれ」

　と言ってマイニングはエルバの両足を取った。が、マルコはエルバの両手を取ろうとはしなかった。

「一応、タンカかなんかで安静に運んだ方がいいんじゃねえですか？」

「……それもそうだ　おーい、ソニア！　タンカ持ってこーい！」

　見るからに慌てた様子で、マイニングは室内練習場の方へとすっ飛んでいった。

「……やれやれ。八眼デイアボリツク争覇パーテイ生き残りの道は前途多難だね」

　一部始終を眺ながめていたルナ・ルガは一声吐はき出すと、壁かべから離はなれ、エルバのもとに歩み寄っていった。







　ドース連れん邦ぽうの首都、ブルティエールの北の果てに、まるで放ほう棄きされた砦とりでのような古こ色しよく蒼そう然ぜんとした建築物が建っている。現在この建物は、バベルハイズ自然史博物館という名前で知られている──その名を知る者はごく少数だが。というのも、この博物館は六年前に閉へい鎖さされたきり、誰だれ一人として観覧客を迎むかえていないからだ。

　若き博物館館長、アルテキア・バベルハイズ──通つう称しようテッキは、博物館を再び開くための資金調達に奔ほん走そうし、とある仕事に従事していた。ドースの自然史の主役、悪魔にまつわるトラブル的事象に手を貸し、解決に導いてやること──すなわち、探たん偵てい業ぎようである。この日も博物館は、探偵事務所としての客を一名迎えようとしていた。

「──ところで、エルバは一体どこに行っているんでしょうか」

　博物館正面入り口のすぐ横、広大なラウンジに、二人の少女が腰こし掛かけていた。一人はたった今言葉を漏もらした少女、テッキである。沈しずみ行く夕日を遠目に眺めながら、所在なさそうに燃えるような赤毛を指先でいじっている。身にまとったドレスは豪ごう奢しやながら運動性に優すぐれており、身軽そうな印象を与あたえる。ただし一点、袖そで口ぐちだけが妙に広く、指先が見えるか見えないかという長さになっている。

「例の剣けん術じゆつ道場に行ってるんだろ。言われてみれば、そろそろ帰ってきてもいいころだけど」

　そう応じた背の小さい少女は、ファルナ・エレイスンという名の博物館職員だった。この四月からブルティエール大学悪魔学部に通っており、博物館にはアルバイトという形で住み込み働きをしている。テッキとは対照的な軽装で、言葉遣づかいが荒あらっぽいこともあって、小学校高学年の男の子にしか見えない。

「どこかで油でも売ってるんでしょうかね」テッキはため息をついた。「今日は依い頼らい人にんが来るからさっさと帰ってくるように、と言っておいたのに」

「仕方ねえじゃん」ファルナは反論した。「エルバだって、必死に努力しているんだ。ちょっとそっちに熱中しすぎたからって、責められねえだろ」

　言い返されて、テッキは不ふ愉ゆ快かいな表情を隠かくそうともしなかった。テッキは東部州の中心とも言うべきブルティエールで生まれた娘むすめであるのに対し、ファルナは西部州の果てとも言えるブラックストーン州で育った娘。二人ともいかにもご当地人的な人格形成を経ており、従って衝しよう突とつは不ふ可か避ひ的な現象なのだった。

「──どうぞ、こちらですよお──」

　とその時、博物館入り口の方から、一人の少女が一人の中年男性を伴ともなってラウンジにやってきた。依頼人の姿を目にして、テッキとファルナは口論をやめ、お互たがい営業的スマイルを浮うかべた。仲の悪い二人であるとは言え、依頼人の前で不和を見せつけるようなバカではない。

「ささ、こちらに掛かけて下さいな」

　依頼人を誘ゆう導どうしてテッキたちの対面の席に座らせたのは、もう一人の博物館職員、サクラ・イシザワだった。側頭部から生えた角、眼鏡めがね、そして独特な服装からわかるように、オーラン先住民と呼ばれる一族の末まつ裔えいである。

「ありがとう」

　一言感謝を述べて、中年男性は席に着いた。顔も身体も瘦やせ細っており、表情も暗い。見るからに心労で参っているようだ、とテッキは感じた。

　生気に欠ける瞳ひとみをテッキに向けると、

「どうもすいません。私、ギルバート・ウォルターズと申します」

　自己紹しよう介かいして頭を下げた。

「ようこそおいでくださいました」テッキも返礼する。「ずいぶんお疲つかれのようですが、大だい丈じよう夫ぶですか」

　尋たずねると、ウォルターズは自じ嘲ちよう気味に笑い声を立てた。

「やはりそう見えますか。実はつい先週、兄を亡なくしましてね……」

「あら。それはご愁しゆう傷しよう様さまです。……ということは、本日こちらにいらっしゃったのは、そちらがらみで……？」

　テッキが尋ねると、ウォルターズは深く頷うなずいた。

「ええ。一週間前、私の兄が何者かに殺されました。こちらには、犯人捜さがしの依頼に参ったのです」

「殺人事件、ですか」

　驚おどろきが声に出ないように努めながら、テッキは繰くり返した。

　殺人事件などの捜そう査さ依頼がテッキのもとにやって来ることは、滅めつ多たにない。というのもたいていの場合、殺人事件の捜査というものは軍警察が行うからだ。通常、民間の探偵が出る幕はない。それを敢あえて依頼しに来るということは、特別な事情があると考えた方が良い。その点に留意しながら、テッキはウォルターズに話を促うながした。

「色々とお伺うかがいしてもよろしいですか？　まずは……お兄様について」

「はあ、すいません。私の兄はテオドールと申しまして、二十年ほど軍で務めた退たい役えき軍人です。三年前に軍を辞やめて、私と一いつ緒しよに小さなレストランを開いていました。軌き道どうに乗ってきた矢先だったというのに、どうしてこんなことになったんだか……」

　ウォルターズは言葉を切った。当人の絶望の深さが伝わってくるような沈ちん黙もくだった。が、やがて頭を上げると、再び話し始める。

「私どもの店はブルティエールの二十七区にありましてね。『ボイルドエッグ』という名前なんですけれど、小さな店だから、ご存じないでしょうね」

　実際に知らなかったので、テッキは小さな笑えみを浮かべて適当に誤ご魔ま化かした。

　ブルティエールは、円形に設計された都市である。行政の中心地である総そう督とく府を真ん中に八つの同心円があり、なおかつその同心円は放射線状に八つに分割されている。一番内側の円は右回りに十一区、十二区……十八区と名付けられ、次の円は二十一区、二十二区、……二十八区という風に割られている。二十七区といえば、立地としてはかなり良いところだと言える。ちなみにバベルハイズ自然史博物館は八十八区、ブルティエールの北の果てだ。

「あの日……夜八時頃ごろだったでしょうか。あの日は店が休みだったんで、兄は散歩に出かけていました。休みの日は暗くなってから散歩に出かけるのが兄の習慣でしてね。ところが、普ふ段だんなら戻もどる時間になっても、兄は戻ってきませんでした。心配になって捜しに出てみたところ、近くの公園で見つけたんです……血まみれの兄を」

「公園ですか」

「すいません」何故なぜか一言謝ってから、ウォルターズは続けた。「兄は……刃は物もので斬きり殺されていました。かなりの数の傷を負っていたところを見ると、複数に囲まれてやられたのかもしれません」

「失礼ですが」テッキが口を挟はさんだ。「テオドールさんは悪魔召しよう喚かん士しだったのですよね？　退役軍人ということは」

「ええ。兄は召喚士六段でした。発見された時、兄の目にはキマイラの円盤レンズがはまっていました。悪魔を喚よんで戦おうとしたのでしょうが、敵かなわなかったんですね」

　悪魔召喚士の実力を測る物差しとして、ドース連れん邦ぽうは段位制というものを導入している。下は初段から最上は八段まで、段位の高い者ほどより強力な悪魔を召喚することが許可される。キマイラはウォルターズの言う通り六段以上の悪魔召喚士が喚べる悪魔、六段級の悪魔であり、かなり高い戦せん闘とう力りよくを有する獣けものだ。

　そのキマイラを倒たおしたというのなら、敵はそれなりに強力な悪魔を用意しているということだ──複数で襲おそいかかってきたとしても。

　ちょうどその時、サクラが茶ちや碗わんを載のせた盆ぼんを手に、ラウンジに戻ってきた。

「さあどうぞ。オーラン特製のお茶ですよお」

　サクラが茶碗を置くと、ウォルターズはすぐにそれを手に取り、一口飲んだ。一服ついてから、

「まあもっとも、円盤がはまっていたのは片目だけでしたけれどもね」

　静かな声で付け加えた。

「は？　それはどういうことでしょう」

　テッキは尋ねた。悪魔の円盤は普段は一枚にしか見えないが、その実は二枚の円盤がピタリと貼はり付いたものである。その円盤がそれぞれ両目にはまることによって、悪魔召喚が可能となる。片目だけで呼ぶことは不可能なのだ──例外を除いて。

「その……」

　ウォルターズは次の言葉をためらっていたが、ついに意を決して言った。

「兄は、右目を抉えぐられていたんです」

「……抉られていた？」

　ファルナが繰り返すと、ウォルターズは口元を引き締しめた。認めたくない事実を認めようとするかのように。

「右の眼がん窩かが空っぽになっていたんです。どうしてあんなむごいことをするんだか」

　嘆なげかわしい、とばかり頭を左右に振ふる。

　ウォルターズがこんな顔になるのも当然だ、とテッキは思った。

　召喚された悪魔が外部からのダメージを被こうむった場合、召喚士にはそのダメージがフィードバックされる。逆バツク流ワードと呼ばれる現象だ。逆流はあくまで痛覚が擬ぎ似じ的に発生するだけであり、本物の外傷とはならない。悪魔の背中を切り刻まれたとしても、召喚士の背中に実際に切り傷ができるわけではない。

　つまり、テオドールが全身にひどい傷を負っていたということは、未知なる殺人犯は生身のテオドールを刃物で切り刻んだということだ。テオドールはキマイラを召喚して敵と戦ったが破れ、倒されたのだろう。召喚主が気絶すれば、悪魔は自動的に解放される。テオドールが裸はだかになったところを、未知なる殺人者は切り刻み、なおかつ目を抉ったということになる。

　はっきり言って、正気の沙さ汰たではない。

「テオドールさんには敵がいましたか？　よほどの恨うらみを抱いだいているような相手が」

　ウォルターズは首を左右に振った。

「それが、まったく心当たりがないのですよ。私は生まれた時から兄と一緒に過ごしてきましたが、兄が誰だれかに恨まれるようなことなど一度たりとありませんでしたとも。軍にいた頃も、上下分け隔へだて無く好かれていたと聞きますし」

　テッキは眉まゆをひそめた。その辺は要調査だろう、と心の中のメモに書き留めつつ。

「もう一つ、兄は死ぬ間ま際ぎわに地面に文字を書き残していたのですが……」

「ダイイングメッセージという奴やつですね。それはなんと？」

「四十八、という数字を書いていたとか」

「四十八……？　その数字、何か心当たりでも？」

　ウォルターズは無言で首を横に振った。

　死の間際に数字を書き残すとは、まったくもって妙みような話である。殺害相手を特定するメッセージとしては曖あい昧まいにすぎる──見た目で年ねん齢れいが四十八と特定できるわけもなし。

　変に勘かんぐっても先入観を抱いてしまうだけだろう、とテッキは考えを振り払はらった。

「軍警察は、何か言っていますか？」

「そこなんですよ、問題は！」

　ウォルターズの顔を覆おおう絶望の色が、この時最も濃こくなった。

「警察は……私を、第一容疑者として考えています」

「それは、なんでまた？」

「怨えん恨こんによる犯行の線が薄うすいとなると、次は金銭の線です。兄には妻子がおらず、もしもの時には財産がすべて私のものになるんです」

　突とつ然ぜん両手をテーブルに叩たたきつけると、ウォルターズは腰こしを浮うかして大声を出した。

「冗じよう談だんじゃありませんよ！　どうして私が兄を殺せると言うんです!?　それを奴らは──軍警察の奴らは、ハナから私が殺したんだと決めてかかってきて──！」

　怒いかりのあまり声も出ない、という風だった。突然激した依い頼らい客きやくに、テッキたちは思わず言葉を失う。

　が、すぐにウォルターズは肩かたを落とすと、突然消しよう沈ちんして席に腰を下ろした。

「だから、あなた方にお願いしに来たのです。兄の霊れいのため、そして私のために、どうか真犯人を捜さがし出してほしいんです」




　依頼人が博物館を去る頃ころには、太陽はすっかり沈しずみ、ラウンジの大窓の外には闇やみのカーテンが降りていた。

「かわいそうに。あの方、すっかり憔しよう悴すいしていましたわね」

　大窓の向こうの植え込みを眺ながめながら、テッキは呟つぶやいた。

「そりゃ、あらぬ疑いをかけられたら当然じゃねえの」

　ファルナが応じて言葉を投げる。するとテッキは振り向いて、質問を投げた。

「あら……あなたはそう思うのですか？」

「そう思うのですか、って、それ以外にどんな解かい釈しやくのしようがあるんだよ」

「例えば……ウォルターズは、証しよう拠こを一つたりと残さずに兄を殺したつもりが、何故なぜか警察が自分をマークしているからビビっている……とか」

　ファルナは眉をひそめた。

「おまえ、あのおっさんが犯人だと思ってんのかよ」

「いいえ」テッキは否定した。「単に、そのような可能性を述べたまでです。探たん偵ていたる者に必要とされるのは、万ばん人にんを等しく疑うということですよ──道義やら先入観にとらわれず、ね」

「カナティックさんの受け売りですねえ」

　サクラが一言述べると、テッキはばつの悪そうな顔をした。

「いいではありませんか。師し匠しようの言葉を引いて何が悪いのです。──とにかく、明日から捜そう査さ開始ですよ」

「任された」ファルナは椅い子すから飛び跳はねるように立ち上がった。「あたしはなにをすればいいのさ」

　テッキは少し考え込んだが、何かに気づいたようにハッと顔を上げた。

「あなたは明日も大学でしょう。授業を受けに行きなさいな」

「えー」

　不満の声を上げるファルナ。しかし言われた通り、明日は大学の授業が朝から夕方までみっしり詰つまっている日だった。

「とにかくあなたは召しよう喚かん士し免めん許きよを取りなさい。できるだけ高位のものを。話はそれからです」

　東部州において、悪あく魔ま召喚士の免許、段位というものは最高のステータスとして認にん識しきされている。段位が高ければ高いほど、人から集まる尊敬の念も強くなるというわけだ。探偵業においても、あらゆる局面で段位の高低は影えい響きようする。信用のあるなしで、人から得られる情報量も違ちがってくるのだ。

　ファルナ・エレイスンは悪魔召喚士四段だった。だがそれは、彼女の実力を正確に反映しているとは言えない。というのも、彼女の出身地である西部州においては免許など紙切れ同然のものであり、段位の高低にこだわるという風潮が存在しないからだ。ファルナの場合、大学の受験資格に悪魔召喚士四段技能が要求されているため、やむなく取得したまでの話である。悪魔召喚士四段というのは、それなりに一目置かれる程度の技能ではあるが、非常にたくさんいるので、尊敬の眼まな差ざしで見られるというほどでもない。ファルナがまじめに試験を受ければ、より高い段位を得られるはずだった。

　テッキとサクラは、二十歳はたちに満たないにもかかわらず八段免許を所有していた。自然史博物館の子供として育てられてきた結果である。八段免許があるからこそ、この若さで探偵仕事をすることができる、とも言える。

「つまんねえこと言うなあ。あたしにもなんかやらせろよ」

　ファルナは食い下がった──が、テッキはため息をつくばかりだった。

「だめです。いずれあなたにも出番が来るから、それまで待機していなさい」

　それからサクラに向き直り、指示を下す。

「明日、サクラは依頼人宅に行って、近所の評判を聞いて来て下さいな。私はフィールディングに会って、事件の詳しよう細さいを教えてもらいます」

「了りよう解かいですう」サクラは笑え顔がおで応じた。「で、エルバ君はどうなるんでしょう」

「ワタクシかあなたか、どちらかについて行ってもらうのがいいでしょうかね。見習いとして」

　とまでテッキは言って、エルバがいまだに帰ってこないことを思い出した。もう一度窓の外を眺める──が、もちろんそれらしい影かげがあるはずもない。

「エルバ、一体どこをほっつき歩いているんでしょうね」

「剣けん術じゆつ道場に行っているはずですけど、たしかに遅おそいですね。……エルバ君のこと、心配なんですか？」

　サクラが問うと、テッキは言葉に詰まった。

「……別に、心配なんかしていませんよ。エルバにはルナがついているんですから」

　その時、テッキの右みぎ袖そでがもぞもぞと動いた。ひょろり、と一本の触しよく手しゆがはみだし、ひらひらと左右に揺ゆれる。

「そおそお！　テッキには俺がついているようにな！　ゲハハー！」

　触手は豪ごう快かいな笑い声を立てた。

　テッキは左手を右袖に突つっ込むと、触手をわしづかみにして一気に引っ張り出した。

　中から現れたのは、タコのごとき軟なん体たい動物だった。足は八本、その中央には丸い胴どう体たいがあり、大きな丸い目が一つ鎮ちん座ざしている。

「ボル、あなたも何も聞いてませんか？」

　触手を握にぎってぶら下げ、テッキはタコ──ボル・ボルに問う。

「知らねえな！　俺はあいつのお守もりじゃねえんだからよォーッ」

　のたのたと身をくねらせながら、ボルは答えた。

「本当に何も知らないんですね？」

　テッキはボルをブラブラと振ふり回した。

「やめてくれ！　俺は時計の振り子じゃねえーッ！　ルナだって魔神の端はしくれだ。エルバを心配する必要なんざねえだろうぜ」

「心配などしていないと言っているでしょう」
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　テッキは険しい表情を浮うかべたかと思うと、テーブルにボルを叩たたきつけた。「ぐげえ」と妙みような悲鳴を上げて、ボルはテーブルクロスのように広がった。が、特に痛みを感じている様子はない。

「だったら、迎むかえに行ってみましょうか？　えーと、たしか道場、三十八区でしたよね」

　サクラが提案する。

「別に心配などしていないと何度言ったら、──」

　テッキは早口に言い返したが、ムキになっていることに気づいて言葉を切る。

「ワタクシはさっさと寝ねますからね」

「そうですかあ」サクラは笑顔で応じ、「じゃあファルナさん、一いつ緒しよに参りましょうか」

「うん。そうしようぜ。テッキ、留守番よろしく～」

　ファルナと手を取ってラウンジから出て行ってしまった。

「あっ……」

　テッキは一いつ瞬しゆん二人の背中に手を伸のばしかけたが、

「……フン。ボル！　ワタクシは寝ます！」

　鼻を鳴らすと手を引っ込め、そのまま博物館の奥に消えていった。

「やれやれ、何怒おこってんだか」

　珍めずらしく訳知り顔なセリフを口にすると、ボルは八本の触手をうねらせながら契けい約やく主ぬしの後を追った。







「……はうあ」

　声を漏もらしながら、エルバは飛び起きた。

　ひどい汗あせをかいていた。ほとんど本能的に手で額の汗を拭ぬぐい、振り払はらう。少ししてから、自分がシーツを被かぶって寝かされていたことに気がついた。

「やっと目が覚めたようだね」

　中性的な声に顔を向けると、ルナ・ルガが椅い子すに座って足を組んでいた。

「……おまえがいるってことは、少なくともここは天国じゃないようだな」

　ぽつりと言って、エルバは周囲を見回す。マイニングの道場の室内練習場だ、とすぐに気がついた。板張りの床ゆかにシーツが敷しかれ、その上にエルバは寝かされていた。

　なんでこんなところにいるんだろう、と自分の姿を見やる。エルバはいまだに防護服を着用していた。全身白タイツの姿が目に入った途と端たん、記き憶おくが一挙に戻もどってくる。サーベルで立ち合っている最中、ギガスに強きよう烈れつな膝ひざ蹴げりを食くらったことを思い出し、エルバは顔面を押さえた。面のおかげで、顔には傷一つ無かったが。

「これは何本に見える」

　ルナはエルバの鼻先に指を三本立てた。

「二本」エルバは答えた。

「これは何本に見える」ルナは指を一本立てる。

「二本」エルバは答えた。

「これは何本に見える」ルナは指を五本立てる。

「二本」エルバは答えた。

「ふむ」ルナは手を引っ込めた。「ボケをかますことができるなら、もう問題無さそうだね」

「畜ちく生しよう。そんな鼻先に指を立てられて、見えないわけがあるか」

　苛いら立だちの言葉を呟つぶやくエルバに、ルナはさぐるような視線を向ける。

「ずいぶんうなされていたね。例の夢でも見ていたのかい」

　そう言われて、エルバは目を軽く見開いた。そして、

「……まあな」

　静かに頷うなずき、認めた。

　エルバには、何度も繰くり返し見る夢があった。

　雨の中、十二歳のエルバは、力無く壁かべにもたれて座っていた。右目から大量の血を流しながら。開いている左目が捉とらえているのは、全身鮮せん血けつにまみれた父、チェビアト・ナイトロンドが白い石いし畳だたみに倒たおれ、雨に打たれ続けている光景だった。

　チェビアトを見下ろすように、仮面を被った男が立っている。その仮面は一つ目をモチーフとしたもので、その目がじっと父を見つめているかのようだった。

　その男こそ、父を殺した男である。消えかける意識の中、エルバはその男のもとに近寄ろうとする。そいつこそ父さんの仇かたきだ、という怒いかりにかられて。しかし身体からだは動かない。どれだけもがいても、エルバはせいぜい這はいずることしかできなかった。這いずっているうちに、やがてエルバは夢から覚める。やり場のない怒りとともに。

　六年前に実際にあったことを、エルバは繰り返し夢に見ていた。六年の間何度も何度も立ち現れる夢、決して忘れ得ぬ出来事だ。

「父さんの仇を討うつまで、この夢を見続けなければならないんだろうな」

　エルバは言った。父の仇を討つこと──その一事を達成するために、エルバは六年前まで住んでいたブルティエールに戻ってきたのである。

「前途多難だねえ。さっきの練習の様子を見ると」

　皮肉っぽい口調でルナが言うと、エルバはすぐさま反発した。

「うるせえなあ。仕方ねえだろ、剣けんと剣で戦っている最中に膝が飛んでくるなんて、普ふ通つう思うか？　マルコの野や郎ろう、卑ひ劣れつな手を使いやがって」

「練習場の上であれば、卑劣な手かもしれないけどね。……でも、八眼デイアボリツク争覇パーテイは練習場の上で行われるわけじゃないよ」

「ンなこと言ってもだな、──」

　エルバは反射的に反論しかけたが、言い返す言葉を思いつかず、舌打ちした。

「チッ。まあ……な」

「八眼争覇は、生き残りを懸かけた情け無用の残ざん虐ぎやくファイトなんだからね。『急に膝が飛んできたので』なんて言い訳は通用しないよ」

「わかってるって」

　苛立ちを隠かくさずに、エルバは言い返した。

「それは認める。まったくもってその通りだ。……ただ、おまえに正論を諭さとされると異常にむかつくのはどういうことだ」

　鋼はがねをも射い貫ぬくようなエルバの視線を、ルナは鼻で笑って受け止めた。

「正論ってのは耳に痛いものさ。契けい約やく者しやが八眼争覇に対してやる気満々で、魔ま神じんとしては嬉うれしいことこの上ないよ」

　ルナはそう言って腕うで組ぐみした。




　かつて、この星は魔王と呼ばれる悪魔に支配されていた。

　魔王の玉座たる白き竜りゆうを駆かり、魔神と呼ばれる八人の部下を従え、魔王は圧あつ倒とう的な力をもって人類を押さえつけていたという。しかし約二百年前、人類はオーラン先住民から悪魔を使し役えきする力を教わり、大規模な叛はん乱らんを起こした。果てしなき戦いの末に人類は魔王を打ち倒して封ふう印いんし、ドース連れん邦ぽうを樹立した。

　この戦いは「魔王戦争」と呼ばれている。もっとも、このおとぎ話のような話を事実と考える者はほとんどいない。昔、残ざん酷こくな支配者がおり、それを民衆が打ち倒したという事実が、語り継つがれていくうちに「勇者が魔王を倒した」的な話に脚きやく色しよくされていったのではないか──というのが一いつ般ぱん的な見方である。

　しかし、実際にこの世にあるのだ──悪魔の王、と呼ぶべき存在は。

　一ヶ月ほど前、エルバはブラナ・ラ・モート、「魔王の残ざん滓し」を名乗る少女と出会い、「真実」を聞かされた。封印された魔王は、しかし百年前にその意思だけを覚かく醒せいさせ──ブラナ自身のことだ──再び地上に復活するために策動している、と。

　魔王もまた悪魔の一種であり、地上に復活するためには取り憑つく対象、依より代しろが必要となる。絶大な魔力を振ふるいうる、星の支配者となるためには、依代を選定しなければならない──頑がん健けんなる意思と肉体を持ち、魔王の力に耐たえうる依代を。

　依代をいかにして選定すべきか、という問題に直面した魔王は、ある解決策を思いついた。それが「八眼争覇」である。

　通常の悪魔は二枚の円盤レンズによって召しよう喚かんされるが、魔王の円盤は全部で八枚存在する。そしてその一枚一枚が、魔神を喚よぶ力を持つ。魔神とは悪魔の上位存在とでも呼ぶべきもので、自律的人格を持ち、種々の特とく殊しゆな力を操あやつる。

　その八枚の円盤を、八名の依代候補者に与あたえ、相争わせる。そして最後に勝ち残った者を、依代とする。そのような手段をもって、魔王は復活を果たそうとしていた。

　百年の間に、八眼争覇は幾いくたびか繰り返し開かい催さいされていた。魔王の依代となるべき人物はただ一人──ただし、勝ち残った人間が必ずしもブラナの気に入るとは限らないらしい。命を懸けて戦い抜いた八眼争覇参加者に対し、持っている望みを叶かなえてやるという形で、ブラナは報むくいていた。魔神と契約して八眼争覇を勝ち抜ぬけば、どんな望みも叶えることができる──そんな言い伝えを広めることによって、ブラナは魔王の依代候補を広く集めていた。

　エルバにも、叶えるべき望みがあった──すなわち、父チェビアトを殺した者を捜さがしだし、復ふく讐しゆうを遂とげること。そのために、エルバは八眼争覇に参加したのである。

「八眼争覇に生き残らなきゃ、俺は父さんの仇かたきを討うつことはできない。勝ち残るためには、なんだってしてやる」

　エルバは自分の右目のそばをつついた。外からはなんの変へん哲てつもないように見えるが、ここにエルバは赤い円盤──ルナ・ルガを召喚する魔王の瞳ひとみをはめていた。死んだ父から譲ゆずり受けたものだ──チェビアトもまたルナと契約し、前回の八眼争覇に参加していたらしい。エルバが繰くり返し夢に見る光景は、前回の八眼争覇が決着を見た瞬しゆん間かんであるようだ。

「それで、剣術訓練ってわけだね」

　道場の奥の壁かべには、何本もの木刀が横にかけられていた。そちらに視線を投げながら、ルナは言った。

「そういうことだ。護身のための手段が欲しい」

「いやいや、感心するよ」ルナはエルバに笑え顔がおを向けた。「むかつくものなら煉れん瓦が塀べいでも殴なぐる君が、なかなかの深しん慮りよ遠えん謀ぼうじゃないか」

「茶化すな」

　エルバは不ふ愉ゆ快かいそうに口を引き結んだ。

「この間の件で死にかけたんだからよ。あんな目に遭あうのは二度とごめんだ」

　この間の件とは、エルバの八眼争覇のデビュー戦のことだ。バガテルという名の青年が、剛ごう力りきの魔神アギ・アダとともにエルバに襲おそいかかってきたのである。かろうじて生き残ることはできたが、薄はく氷ひようを踏ふむような勝利だった。アギはルナが相手をしてくれたから良かったものの、問題はバガテルの方だった。

　魔神と契約した者は、魔神の持つ能力を身につけて操ることができる。これを能力逆流スピンオフと呼ぶ。バガテルは剛力の能力逆流をもって、巨きよ大だいハンマーを振りかざしながら、エルバを文字通り叩たたき潰つぶすべく迫せまってきた。

　素す手でのエルバには、対たい抗こうする術すべはほとんど無かった。機転を利きかせ、運良く撃げき退たいすることはできたが。エルバもルナと契約したことで、氷結の能力逆流を手に入れたのである。赤い霧きりを発生させ、その霧に触ふれたものを空中に固定するという力を。それを駆く使しし、バガテルを打ち倒たおすことに成功したのである。

　今思い返してみても、あの勝利は運が良かったとしか思えない（もちろん、テッキたちには「俺は実力でバガテルに勝った」と主張しているが）。が、将来にわたって運が続くとは限らない。八眼デイアボリツク争覇パーテイを勝ち抜くことを本気で考えるのならば、自衛手段を身につけなければならない──そう考えて、エルバはマイニング剣けん術じゆつ道場の門を叩いたのである。

「ま、剣術を身につけることが最善の手段なのか、と言われると自信がねえんだがな」

　エルバは力無く付け加えた。

「だが、何かをしなきゃならない。手をこまぬいていたら、死ぬのは俺だ」

「悪魔を喚んで戦うってのはどうなのさ」

「あのなあ」

　ルナの助言に、エルバは呆あきれたように頭をかいた。

「おまえ、魔ま神じんと戦う時は塵ストラ器イカーを抜くだろう」

　塵器──魔神が持つ武器。召喚主の意志の強さ、魂たましいを武器の形にしたものである。バガテルと対決した時、エルバは驚きよう愕がくしたものだった──ルナはいきなりエルバの胸に手を突つっ込んだかと思うと、サーベル状の塵器を引っこ抜いたのだ。まさしく、魂が抜かれるような感覚を、エルバは味わった。繰り返し体験したくはない感覚である。

「あれをされると、俺は悪魔を喚べなくなる。おまえが塵器を取るか、俺が悪魔を喚ぶかってのが二者択たく一いつになってるだろ。だから護身用の武器が欲しいんじゃないか」

「いやいや、それは固定観念にとらわれすぎだよ」ルナは手を振った。「八眼争覇の戦い方にルールはない。君が悪魔を召喚して、君自身が敵の魔神と戦うということもアリだって」

　言われて、エルバは黙だまり込んだ。そんなこと、これまでまったく考えたこともなかった。

「そんなんアリか。塵器がなかったら、おまえ戦えないだろ。俺に一対二の変則マッチを戦えってのか」

「たしかに僕の戦力は落ちるけど、自分の身を守ることくらいはできるよ」

　ルナは人差し指を宙に向けた。すると、その指先から赤い霧がわずかに噴ふき出してくる。

「それに、俺一人で悪魔を喚よんで、魔神と戦って勝てるってのか」

「たしかに、魔神は悪魔よりも多くの力を身につけているけれど、絶対無敵ではない。策を講ずるなりすれば、勝つことは不可能じゃないよ。それに、君一人で戦うわけじゃない。君と僕とで戦うんだ」

　ルナはエルバを、そして自分を指さした。

「召しよう喚かん主しゆがメインで戦い、魔神はサポートに徹てつする。そういう戦法を取ってくるコンビはいるはずだよ。八眼争覇を勝ち抜いていけば、いずれ一組二組は出会うはずさ」

「ふうむ」

　エルバはわずかに考え込んだ。ルナは何度も八眼争覇を繰り返しているのだ。経験者の言葉を聞いておくのは悪いことではない。このにやけヅラに物を教わるのはどうにも癪しやくだが、ここは我が慢まんするよりない。

「おまえの意見は覚えておく。だが今は、自分で自分の身を守る手段を考える。それに少なくとも、普ふ段だんから汗あせを流しておいて損はないだろ」

「そりゃそうだ。別に、今すぐ剣術の訓練をやめろとは言わないよ。ただ、悪魔に対して生身で挑いどみかかるのは無む謀ぼうだと思うけど」

「おまえが塵器を取ったら、俺は悪魔と生身で戦わなきゃならないだろ。その訓練は欠かせない」

「この道場の人達に迷めい惑わくをかけ続けることになるだけだと思うけど」

　ルナがそう言ったちょうどその時、道場奥の扉とびらが開き、一人の女性が姿を現した。

「目が覚めましたか？　エルバさん」

　道場主アマンド・マイニングの奥さん、ソニアだった。

「あ……、どうも、すいません」

　エルバはすぐに居住まいを正した。ソニアは小さく笑うと、水がなみなみと満たされているコップを盆ぼんから持ち上げ、エルバに手て渡わたした。ちょうど喉のどが渇かわいていたエルバは、一息に水を飲み乾ほす。

「ありがとうございます。俺、どれくらい寝ねてました？」

　問うと、ソニアは道場の窓から暗くなった空を見上げた。

「一時間というところじゃないかしら？　それより身体からだの方は大だい丈じよう夫ぶですか」

　聞き返されて、エルバは顔から首周りを撫なでてみた。触さわった限りでは異状は見つからない。

「大丈夫ですよ。なんともないですって」

　その場で立ち上がって両りよう腕うでを振ふり回し身体をねじり、健常さをアピールしてみせる。身体を動かしたからといって、どこかが痛むこともなかった。頭もふらつかない。

「それはよかったですね」ソニアは胸をなで下ろした。「門下生の方になにかあったら、アマンドをはり倒たおしているところですよ」

「あはは」ルナが笑った。「奥様も、もしかしてここの門下生だったんですか」

「実はそうなんですよねえ」

　頰ほおに手を当て、ソニアは答えた。なるほど、どうりで引き締しまったスマートな身体をしているわけだ、とエルバは内心納なつ得とくした。

「迷惑をかけて、どうも申し訳ありませんでした」

　頭を下げてから、エルバは左右を見回した。

「マイニング先生は今どちらに？」

「ちょっとお使いに出ているんですけど」ソニアの表情が曇くもる。「まだ戻もどってきていないようですね。ずいぶん時間がかかっていること」

「そうなんですか？」

「ええ。近所の肉屋に行っているんですけれど……また店の人に油売ってるのかしら。お肉がないと晩ご飯作れないのに」

「だったら」エルバが申し出た。「行って、連れ戻してきましょうか」

「あら。いいんですか？」

「お安いご用ですよ。迷惑かけた分、何かさせて下さいよ」

「だったら、お言葉に甘えようかしら」

　ソニアは一番近い道場の扉を開き、そこから外につながる門を指さした。

「あそこから出て左に行って頂いたら、公園に出ますから、そこをまっすぐ突つっ切って下さいな。公園を出たすぐそこに肉屋がありますから」

「任されました。……よし、ルナ、行ってこい」

　エルバはルナに立つよう促うながした。

「ちょっと待って。なんで僕が行かなきゃならないの」

「こちとら、ついさっき殴なぐり倒されたばっかりなんだよ」

「こっちだって、『夜遅おそくなったら外を出歩いてはいけない』という悪あく魔まの掟おきてがあるんだよ」

「噓うそをつくな！　今からどうやって博物館に帰るんだよ。おまえは怪け我が人にんに出かけてこいとか言うのか」

「だったら最初から請うけ負わなきゃいいのに」

「他人ひと様さまに迷惑かけといて、何もしないで帰れるか。でも外に出るには着き替がえなきゃなんないし」

　自分の来ている防護服を、エルバは誇こ示じしてみせた。しかしルナは取り合わない。

「今すぐ着替えて。さもないと、『エルバは一人で夜道を歩くのが怖こわいらしいよ』ってテッキちゃんたちに言いふらすからね」

「ちょ、なんだとてめえ！　ふざけんなこの野や郎ろう。俺がそんなガキに見えんのか」

　口論が永えい劫ごうに続きそうな気配を見て取り、ソニアは申し訳なさそうに口を挟はさんだ。

「あの、待っていればアマンドもそのうち帰ってくると思いますし、──」

「いえいえ！　今すぐ連れ帰ってきますとも！」

　エルバとルナは同時に口走り、仲の良さを見せつけるため肩かたを組んだ。







「マイニングさんかい？　しばらく前に帰ったよ」

　肉屋の主人の返答は、にべもないものだった。

「そうなんですか？」

「ああ。もう家に戻っている頃ころかと思っていたけど、違ちがったのかね」

　ショーケースとカウンターが一体化した小さな店の窓口に立つ主人は、特に噓をついている様子もない。噓をつく理由もないだろう。

「わかりました。どうもすいません」

　エルバは頭を下げ、店頭から離はなれた。それからルナに話しかける。

「どう思う。マイニング先生はどこに行っちまったんだ？」

「さあ。想像もつかないね」

　ルナは肩をすくめた。

　結局、ルナとエルバは二人揃そろってマイニングを迎むかえに出てきた。道中、「おまえがさっさと行けば良かったのに」「君が請け負ったんだから君が行きなよ」と責任転てん嫁かばかりを続けていたが。

　しかし、不毛な言い合いも長くは続かなかった。道場から肉屋までの道のりは、それほど遠くはなかったからである。ほぼ一直線で、たとえ二人が口論に夢中になっていたとしても、マイニングと入れ違いになるとは思えなかった。

　けれども、マイニングはもう帰ったと肉屋の主人は言った。

「どんな可能性が考えられると思う？　どんな意見でもいいから言ってみろ」

　エルバの問いかけに、ルナは首を傾かしげた。慎しん重ちような口ぶりで、

「空を飛んで帰ったとか」

「てめえ殴るぞ」

「どんな意見でもいいって言ったじゃん」

「マイニング先生が空飛ぶわけねえだろうが！　空を飛べんのはおまえらだけだッ」

　エルバはルナの足あし下もとを指さした。裸足はだしの足は、実のところわずかながら地面から離れている。さりげなく空中浮ふ揚ようしているのだ。第三者から不自然に思われないよう、移動する時はあたかも地を蹴けっているように足を動かすが。これもまた魔神の力であるらしい。

「いやだから、あの人が空飛ぶ悪魔を召しよう喚かんして帰ったんじゃないかということさ」

「そういうことか」エルバは納なつ得とくした。「だったら最初からそう言ってくれ。……で、なんで肉を買った帰りに空を飛んで帰る必要があるんだ」

「さあ」ルナは肩をすくめた。「想像もつかない」

「殴るぞこの野郎！　理由が思いつかないんなら最初から言うな！」

「いやだから、どんな意見でもいいって言ったじゃん」

　エルバは頭を抱かかえた。

「なんでこんなむなしい議論で時間と体力を浪ろう費ひしなきゃならないんだ」

「とりあえず、道場に戻もどるしかないんじゃないの」ルナは言った。「やっぱり単純に入れ違っただけで、もう戻っているかも知れないよ」

「そうするか。これ以上議論したら、俺の頭がおかしくなる」

　というわけで、エルバたちは来た道を戻ることにした。

　肉屋のすぐ前には、背の高い木が鬱うつ蒼そうと立ち並ぶ公園が広がっていた。三十八区と三十一区、隣りん接せつする二つの区にまたがるという立地である。木々は規則的に立って道を形作っており、これに沿って歩く限り帰り道に迷う恐おそれはない。周囲の人家の明かりを完全に遮さえぎっているので、足下や視界は少々心こころ許もとなくあるが、意図的に道を踏ふみ外そうとしない限り道を間違う理由はないはずだった。

「いないよな？　別に」

　念のため、エルバは左右を見回しながら歩いていく。遠くまで見通せないとはいえ、つい目を配らずにはいられない。

「うん。いないようだけど……」

　と答えかけて、ルナはふと立ち止まった。左手の奥の闇やみに顔を向けて、くんかくんかと鼻を鳴らす。

「……血の臭におい？」

「なんだと」

　エルバは色めき立った。魔ま神じんは、どうやら人より優すぐれた五感を持ち合わせているらしい、ということをエルバはルナとのつきあいから知っていた。自分の鼻にはなんの異い臭しゆうも感じられないが、ルナの言葉には一定の信しん頼らいがある。

　血の臭い。その意味するところは──

「どの辺だ？」

「こっち」

　ルナに先導してもらい、エルバは暗闇の林の中を足早に歩いた。周囲は静まりかえっており、ただ二人の足音のみが聴ちよう覚かくを満たす。

「臭いが濃こくなってきた……」

　呟つぶやいてルナは足を止め、改めて空気の臭いをかいだ。それから足取りをゆるめ、慎重な歩調に変えて進む。と──

「あれか」

　エルバにも見えた。道の先、地面の上に黒い影かげがうずくまっていた。静かに近づくと、その黒い影は人間の形をしていた。男がうつぶせに倒たおれている。男の服装には見覚えがある──というか、一時間ほど前に見ていたものだった。

「先生!?　マイニング先生！」

　エルバはすぐそばにひざまずこうとしたが、伸のばした足が何かを踏んづけてびちゃりと水音を立てた。

　血だまりだった。

「むやみに近づかない方がいい」

　ルナがエルバの肩かたを押さえ、地面の一点を指さす。

　地面にあるのは、血だまりだけではなかった。マイニングの右手が力無く伸びており、その先になにか文字を書いたような跡あとがある。

　エルバは慎重に回り込み、その文字のそばに近づいた。四十九、という数字を書いているように読めた。

「四十九だと……うっ」

　その位置からマイニングの顔をのぞき込んだエルバは、思わず息を吞のんだ。

　マイニングの右目は抉えぐられ、ぽっかりと暗く深い穴が開いていた。







「……なんか、明らかに門下生じゃ無さそうな人達がいますねえ」

　サクラとファルナが到とう着ちやくした時、剣けん術じゆつ道場は妙みように騒さわがしかった。軍警察の制服を着た男達が忙いそがしく立ち回っている。

「エルバが相手を殺しでもしたんじゃないの」

　不ふ吉きつなことを語るファルナ。

　敷しき地ち内を歩いていた一人の警官がサクラたちの姿に気づいた。足早に近づいてくる。

「申し訳ありませんが、こちらに用事の方ですか……と、サクラちゃんだったか」

「あら。フィールディングさんじゃないですかあ」

　名を呼ばれてサクラは目を丸くした。その男は知り合いの警官、フィールディングだった。

「これはどうも」フィールディングは軽く頭を下げた。「エルバ・ナイトロンドを迎むかえに来たのかな」

「そうなんですけどお……一体何があったんですか」

「実は……」フィールディングは言いかけたが、「ここではなんだから、中に入ろうか」

　そう言い直して、二人の少女を中へと呼び入れた。




　道場の外に据すえられた長なが椅い子すに腰こしを下ろしているエルバは、すっかり憔しよう悴すいしきった顔をしていた。

「サクラにファルナか」

　疲つかれ切った様子で顔を上げ、二人の姿を認める。

「迎えに来てくれたんだね。悪いね」

　一方で、ルナはこの上なく元気そうだった。二人に手を振ふって笑え顔がおを向ける。

「何があったのさ。エルバ」

　ファルナの問いに、エルバは一通りのことを答えた。剣術の修練中にミスって気絶し、一時間ほど寝ねていたこと。迷めい惑わくをかけたことのお返しとして、出かけたきりのマイニングを連れ戻もどす用事を申し受けたこと。そして公園でマイニングの死体を発見したこと。

「公園で他殺死体ですって……？」

　サクラとファルナは顔を見合わせた後、口々に言った。

「その死体、目が抉られていたとか……」

「地面にダイイングメッセージで数字が書かれていたとか……」

　エルバの顔つきが、急に真剣なものに変わった。

「なんでそんなことまで知っている。やったのはおまえらか？」

　ガツン、とすぐさまファルナはエルバの足を蹴けり上げた。

「あづあ！」

　悲鳴を上げるエルバ。

「ちょっとした冗じよう談だんだろうが！　こちとらえらい取り調べを受けて心がささくれてるんだ！」

「言っていい冗談と悪い冗談があるっての！　んなわけねえだろ！」

　ファルナは容よう赦しやなく罵ば声せいを浴びせた。

「じゃあ、なんで知っているんだ」

「今日やってきたお客様が、殺人事件の解決を依い頼らいに来たんですけど──」

　サクラが説明しようとしたところで、エルバは息を吞んだ。

「あ！　忘れてた！　しまったな。テッキの奴やつカンカンだろうな」

「仕方ありませんよお」一声挟はさんでから、サクラは続ける。「その殺人事件というのが、非常に似通った状じよう況きようらしいんですねえ」

　依頼の詳しよう細さいをサクラが述べると、エルバの顔には疑ぎ惑わくのもやが広がっていった。

「なるほど、そっくりだな。なんで似たような事件が二件も起きてるんだ？」

「二件じゃない。三件だ」

　突とつ然ぜん、フィールディングの声が飛んできた。全員が振り向くと、いつの間にやらすぐそこに警官は立っていた。

「君が行く先々で次から次へと事件が起こるってのはどういうことだ？　エルバ・ナイトロンド君」

　友好的とは言いがたい硬かたい声。応じて、エルバは口元を歪ゆがめる。

「知るかよ。災さい厄やくが向こうからやってくるんだ、俺の知ったことじゃない」

　さきのバガテルとの戦いの折、警察に追いかけられたエルバが、フィールディング指揮下の二人を悪あく魔まを使し役えきして倒たおしたという経緯いきさつが、二人の間にはあった。その時はテッキの取りなしもあって手打ちとなったが、このような場所で再会して二人が友好的になれるはずもない。

「で、三件ってのはどういうことなんでしょうか？　差し支えなければお教え願いたいんですけどお」

　不ふ穏おんな空気を真っ先に悟さとったサクラが、笑みを浮うかべながらフィールディングに問いかけた。

「テッキさんが、事件の調査をしているのか」

　フィールディングはなぜかテッキをさんづけで呼ぶ。かつ、彼女に対してだけは敬語を使う。以前、フィールディングの抱かかえている懸けん案あんをテッキが解決してやったからだ、とエルバは聞いている。が、テッキの名を呼ぶフィールディングの声は、敬けい慕ぼの念というよりは、弱みを握にぎられた者がゆすり屋のことを口にするのに似ていた。

「君たちが依頼を受けた相手というのはウォルターズだな？　それは二件目なんだ。彼が殺されるより前に一件、似たような殺人事件が発生している」

「そうなんですか？」

「ああ。殺されたのはハーグ・ホーカーという男なんだが──タロ・ヤカナカという芸名の方が有名だろうな」

「あ」サクラがわずかに表情を曇くもらせた。「あの人、亡なくなったんですか」

「知り合いか」

　エルバが問うと、サクラは首を振った。

「いいえ。その──大道芸人ですよ。オーラン先住民の格好をして、見世物小屋でパフォーマンスを行う、っていう。私たちのことを誤解されているようで、正直あまり気持ちは良くなかったんですけど──」

　語ご尾びを濁にごし、サクラはうつむいた。死者のことを悪く言うのはよろしくない、という良心が働いたようだ。

「似たような事件ってことは、そいつも右目を抉えぐられていたのか」

　エルバが言うと、フィールディングは頷うなずいた。

「ちなみに、どのケースでも抉られた眼球は見つかっていない。今回もだな」

　野の良ら犬いぬがくわえて行ったんだろうか、とエルバは思ったが、サクラの手前、そのような想像を口にするのは差し控ひかえた。ファルナだけだったらそうでもないだろうが。

「で、ヤカナカの自宅は八十八区にあるんだが──」

「そうなのか。結構近所だな」

「博物館は八十八区の北の果て、被ひ害がい者しや宅は八十八区の南の果てだがな。二週間前、十五区の公園で死体が発見されている」

「十五区？　なんでまたそんなところに？」

「その日は、十五区の広場で大道芸を披ひ露ろうしていたそうだ。死因はメッタ切りによる大量出血だ。そしてもう一つ、ダイイングメッセージとして『四十七』という文字が残されていた」

「四十七だと？」

「そう。それこそ、一連の事件における最大の謎なぞだ。最初の事件は四十七、次は四十八、そして今度は四十九だ。似たような殺され方をした男達が、どういうわけだか示し合わせたようなメッセージを書き残している。一体どういう意味なんだ？」

「俺に聞かれても、わかるもんかよ。それは……犯人がわざと書き残してるんじゃないのか」

「そう考えた方が自然ではある。だが、それを書き残してなんの意味があるのか、という疑問は残る」

「そりゃそうだ」

　奇き怪かい極きわまりない話だった。残された手がかりが一体何を意味するのか、エルバには想像もつかなかった。テッキだったら、なんらかの仮説を導き出してくれるのだろうか──

「フィールディング！　何をしている!?」

　突然、厳しい声が飛んできた。見やれば、さらに二人の警官がエルバたちに向かって近づいてくる。

「そこにいるのは誰だれだ!?」

「第一発見者の関係者だ！」

　フィールディングは怒ど鳴なり返してから、サクラたちに向き直った。

「もう帰った方がいい」

「そうなんですか」

「ああ。あいつら、ボンダーマンとスパーキンと言って、──」

　フィールディングはさらに何か説明しようとしたが、二人の警官がそれを遮さえぎる。

「事件に無関係なら、とっとと現場から出て行ってもらおうか！」

　肥満体の警官──たっぷりした脂し肪ぼうの下には、分厚い筋肉があるのだろうが──が、サクラたちをにらみつける。

「そんなに大きな声で怒鳴ることもないだろう、ボンダーマン。この人達は俺の知り合いだ」

　フィールディングは太った警官に言い返した。すると、細い方の警官がさらに言い返す。

「へえ？　知り合いだからって、現場の中に入れての立ち話はどうかと思いますがねえ」

　スパーキンの指し摘てきに、フィールディングはやれやれと肩かたをすくめた。

「だったら、私たちはもうおいとまします」

　サクラが自発的に言う。

　エルバはボンダーマンたちをにらみ返した。

「俺はもう帰ってもいいんだろうな」

「いいだろう」ボンダーマンは答えた。「ただし、ブルティエールから一歩たりと出るんじゃねえぞ。出た瞬しゆん間かん、逃とう亡ぼうしたとみなして速そつ攻こう逮たい捕ほするからな」

「この間ブラックストーンから戻もどってきたばっかりだ。ブルティエールの外に用事はねえよ」

　しばしの間、エルバとボンダーマンは非友好的な視線をぶつけあった。が、先に視線を逸そらしたのはボンダーマンだった。行きな、と無言でジェスチャーする。それを受け、エルバはくるりと背を向けた。

「見送ろう」

　フィールディングが言い、一同はエルバについてぞろぞろと歩き始めた。

「……なにかあったのかよ」

　二人の警官に声が届かない場所まできてから、ファルナはエルバに問いかけた。

「あの二人に、根ね掘ほり葉掘り聞かれてな」

　憤ふん懣まんやるかたなし、という風にエルバは歯をむき出しにした。

「連中と来たら、まるで俺がマイニング先生を殺したみたいな勢いで疑ってかかってきやがって。ふざけんなっつうの。相手が警官じゃなかったら殴なぐり倒たおしているところだ」

「ついさっき、似たような話を聞いたような気がしますねえ」

　サクラが同意を求めると、ファルナも頷うなずく。

「多分ウォルターズのオッサン、あの二人に尋じん問もんを受けたんだろうな。たしかに不安にもなるよな、あんなのに責め立てられたら」

「あの二人は取り調べの強ごう引いんさで有名でな」フィールディングが口を挟はさむ。「だが、誰もおおっぴらに文句が言えないのさ」

「実績を挙げているから？」

「それもある」

　気になる言い方だった──まるで、さらに別の理由がありそうな。しかしフィールディングは口をつぐみ、それ以上は何も言わなかった。

　やがて、道場裏の通用門にたどり着く。フィールディング一人が内側に残り、エルバたちは門をくぐって外に出た。

「あ、そうだ」サクラが振ふり向いた。「フィールディングさん、さっきの第一の事件のことなんですけど、──」

「調べたいんだな」先回りしてフィールディングは言った。「被害者の住所を教えてあげよう。実は被害者には、同居人がいる」

　フィールディングはメモ帳を取り出して、ペンで何かを書き付けた。ページをちぎり、サクラに手て渡わたす。

　サクラはメモに記された文字を読んだ。

「これが被ひ害がい者しやの住所で、──」

「これは同居人の名前だ」

　自分の文字を、フィールディングは指さす。

「…………!?」

　途と端たん、サクラが息を吞のんだ。

「ああ」フィールディングは言った。「同居人は、本物のオーラン先住民っぽかったよ」

「へえ？」

　興味を引かれて、エルバはメモをのぞき込んだ。住所の文字列の下には、なるほどいかにもオーラン先住民らしき名前が書き付けられていた──「カエデ・ニカイドウ」と。

　メモから視線を上げると、サクラは神しん妙みような顔をしていた。

「どうしたんだよ」

「いえ、その……名前に見覚えがあったもので」

「知り合い？」

「ええ。同どう姓せい同名でなければの話ですけどお……」

　そう答えて、サクラはメモを懐かい中ちゆうにしまい込んだ。

「ありがとうございました。近いうちに会いに行ってみます」

　サクラが頭を下げるとフィールディングは軽く手を挙げて応こたえ、そのまま奥の方に向かっていった。

「カエデ……生きていたんですか……？」

　頭を上げたサクラの表情には、憂うれいの色が濃こく漂ただよっていた。







　そもそも、エルバがマイニングの道場を修業先として選んだのは、ファルナの父アシュリーによる紹しよう介かいだった。

　八眼デイアボリツク争覇パーテイの初戦に勝利を収めた後、エルバはブラックストーン州、エレイスン家に戻もどった。当初ブルティエールにやってきたのは、大学に入るファルナの下宿探しのためであり、大学受験に落ちたエルバはエレイスン家の居い候そうろうという身に戻る予定だった。ところが、父チェビアトの死の真相を探さぐるうちに、エルバは八眼争覇に巻き込まれることとなった。父チェビアトは六年前に開かい催さいされた八眼争覇に参加し、その過程で殺されたのだという。

　八眼争覇に参加し、勝ち抜ぬくことができれば、父を殺した相手を見つけ出すという望みを叶かなえることができる。復ふく讐しゆうは六年来のエルバの悲願であり、事実を知った以上退ひくわけにはいかなかった。だからエルバは、ブルティエールに住み着くことを選んだ。バベルハイズ自然史博物館の住み込み職員として。もちろん、アシュリーの許可を得る必要はあった。というわけで、バガテルを倒した後、一いつ旦たんエルバはブラックストーン州に戻ったのである。

　アシュリーと対面して、エルバは自分の意思を述べた。もちろん八眼争覇に関することを説明するわけにもいかないので、その他の理由ばかりを並べ立てることとなったが。もうすぐ成人であることだし、いつまでも厄やつ介かいになっているわけにはいかない。幸いブルティエールに働き口を見つけられそうなので、自分で金を稼かせいで自立したい。改めて大学進学を目指すかどうかは、少し考えてから結論を出したい──等々。

　エルバの主張を一通り聞いた後、アシュリーは静かに言った。

「つまりおまえは、どうしてもチェビアト兄さんの死の真相を見つけ出したいんだな？」

　要点を言い当てられて、エルバは言葉に詰つまってしまった。

「やむを得ないことなんだろうな」

　渋しぶ々しぶながら認めざるを得ない、という風にアシュリーは頭をかいた。

「そこを乗り越こえない限り、どこにも進めない──おまえがそう思っているのなら、私としては背中を叩たたいてやることしかできんよ。そうなんだろう？」

　なんと答えたものか、エルバは一いつ瞬しゆん迷った──が、

「そうです」すぐに認めた。「俺は、どうしても真実を見つけ出したい。それだけは、どうしても越えなければならない壁かべなんです」

「そうか。ならば、納なつ得とくできるまで、自分の信じる道を行くことだな。私はそれほど手伝ってはやれないだろうが」

　エルバにとって、予想外な返答だった。父の仇かたきを捜したい云うん々ぬんと言えば、アシュリーは必ず反対すると信じていただけに。

　一度エルバのブルティエール在住を認めると、アシュリーはできる限りの便べん宜ぎを図はかってくれた。マイニングの道場の件も、その一つである。エルバが自己防衛能力の研けん鑽さんの要を訴うつたえると、アシュリーは特に理由も聞かず、昔の知り合いの道場への紹介状を書いてくれたのだ。

　その昔の知り合いは、たった今冷たい土の中へ埋まい葬そうされようとしていた。

　喪も服ふくの一団に見守られる中、マイニングの収められた棺ひつぎは、人夫の手によって穴の中に下ろされて行った。今にも降り出しそうな曇どん天てんの下、作業は粛しゆく々しゆくと進められてゆく。

　葬そう式しきというのは、何度参列しても慣れないもんだ──喪服に身を包んだエルバは、棺を眺ながめながらぼんやりと考えていた。葬式に慣れてしまうのも、困りものではあるが。

　葬列には、門下生が多数参加していた。誰だれも彼も体格が立派なだけに、中には明らかにサイズの合わない喪服を着ている者もいる。

「どいつもこいつも似合わない服なんか着やがって。もう少し自分の身体からだのサイズを考えろっての」

　と語ったのは、今にも胸のボタンがはじけ飛びそうなシャツを着たマルコだった。彼流の冗じよう談だんなのだろうが、この場にあってはどうにも元気なく聞こえる。

「同感だ」

　エルバは短く答えた。するとマルコはエルバの一いつ張ちよう羅らを見て、感心する。

「おまえのは、なかなか似合ってるじゃないか」

「ああ。つい昨日、急いで仕立てたんでな」

　ブルティエールに住むための準備をエルバは色々としてきていたが、よもやこんなにも早く喪服がいるようになるとは思っていなかった。だから、今着ている黒いスーツとネクタイは新品も新品である。

「予想外の出費になったけど、仕方がないさ」

「そりゃそうだ。喪服がないからって、裸はだかで葬式に出るわけにもいかないからな」

　マルコの言葉を聞きながら、エルバは再び墓に目を向ける。墓穴のすぐそばにはソニアと、ソニアに手を取られた五、六歳くらいの男の子がいた。おそらくは、マイニングの子供なのだろう。幼心にも、父とはもう二度と会えないのだということを理解しているのか、口元を引き結び、今にも泣き出しそうな顔で棺に土が被かぶせられていくのをじっと見つめている。

　かつての自分の姿が、エルバの心に蘇よみがえる。六年前の父の葬そう儀ぎの時は十二歳で、そばにいてくれるはずの家族は一人としていなかったが。

「許せねえな」

　エルバの視線に気づいたのだろう、マルコが呟つぶやく。

「ああ。許すわけにはいかない」

　深く頷うなずき、エルバは呟き返した。

　マルコはエルバの肩かたをぽんと叩いた。

「おまえんところで、犯人を捜さがそうとしてるんだろ？　捕つかまえたら教えてくれよ。俺も、そいつを八つ裂ざきにしてやりてえからよ」

「……八つ裂きに関してはお勧すすめしかねるが」と前置きしてから、「必ず、捜しだしてやるさ」

　エルバは誓ちかった。マルコに、ソニアとその息子むすこに、そしてなにより、二度と還かえらぬ死者の魂たましいのために。




　葬儀後、ぶらりぶらりと帰ろうとすると、霊れい園えんの門のそばにテッキとルナが待っていた。

「迎むかえに来てくれたのか」

　エルバが言うと、テッキは寄りかかっていた門から離はなれ、数歩エルバの方に歩み寄った。

「そんなところです」

　遠く、マイニングの墓を眺めやる。まだ数人の関係者達が墓のもとを離れずにいた。

「なあ、テッキ。俺は思うんだが──」

　言いつつ、エルバは自分の右目を指さした。

「ええ。言いたいことはわかります。正確には、これですね」

　テッキは左手を伸のばし、ルナの右目──眼帯を指さした。

「僕の目が、どうかしたのかい」

「被ひ害がい者しやの片目をことごとく抉えぐるというのは、自分が八眼デイアボリツク争覇パーテイの参加者であることを広く知らしめる象しよう徴ちよう的行こう為いだ、ということですよ」
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　ルナの質問に、テッキは断定口調で答えた。

「ブルティエールには、まだ見ぬ五人の八眼争覇参加者がいるはずです。とはいえ首都は人口二百万人の大都市、その中から見知らぬ相手を捜し出すのは至難の業わざです。そこである者が、このような手段を考えついたのでしょう。殺人事件ならば、新聞などで広く町中に情報が伝わるでしょうから」

「魔ま神じんの存在を知っている、ということを広く告知するために、被害者の片目を抉って回っている、ということかな」

　ルナは納なつ得とくの声を上げた。

　魔神は、魔王の八つの瞳ひとみ一つ一つから召しよう喚かんされる存在である。それ故ゆえか、すべての魔神は目を一つだけしか持たない。ルナは隻せき眼がんであり、ボルは一つ目の化け物であり、既すでに亡なきアギ・アダは一つ目を象かたどった模様が描えがかれた布を顔面に巻いていた。一つ目とはすなわち魔神の象徴なのだ。

「そうだ」エルバは怒いかりも露あらわに言った。「この連続殺人は、三人の被害者になんらかの共通点があるわけじゃない。たまたま、犯人とすれ違ちがったからという理由だけで、虫けらみたいに殺されたんだ──八眼争覇の相手を捜す、という目的のためだけに。ふざけんなってんだ」

　足あし下もとを蹴け飛とばすと、地面が抉れて芝しば生ふが飛び散った。

「無茶苦茶だ。たしかに八眼争覇は、端たん的てきに言えば殺し合いだ。命のやりとりに綺き麗れいも汚きたないもない、という考え方もあるだろう。だが、無関係の何も知らない人間を巻き込むだなんて、どういう神経をしてやがるんだ」

「ワタクシも、同感です」テッキは首しゆ肯こうした。「放ほうっておけば、敵は殺人を繰くり返すでしょうね──パーティの参加者を見つけ出すまで。ワタクシたちは、なんとしても犯人を見つけ出し、排はい除じよしなければなりません。それができるのはワタクシたちだけです」

「そうだな」

　決意の瞳を、エルバはテッキとルナに向けた。

　テッキもまた、無形の魔神ボル・ボルと契けい約やくし、八眼争覇に参加している身である。

　彼女の目的は、八眼争覇を止めることだ。かつて魔王が封ふう印いんされていた時代、魔王の瞳はそれぞれが守護者によって守られていた。バベルハイズは赤い魔王の瞳を守る守護者一族の名である。

　百年前に魔神の力が放たれて以来、バベルハイズの当主は魔王封じのために八眼争覇に身を投じてきた。魔神の力は魔神でしか制することはできないからである。しかし歴代のバベルハイズ当主達は戦いに敗れ、ある者は殺され、ある者は再起不能の傷を負った。八眼争覇を制することは、バベルハイズ一族の悲願なのだった。

　なおかつ、テッキには個人的に、八眼争覇に対する思いがあった。六年前に開かい催さいされた前回の八眼争覇にて、テッキは巻き込まれて身体からだに重大な傷を負った。そして、テッキに傷をつけた「契約者」は、チェビアト・ナイトロンド、テッキにとって父も同然と言うべき存在を殺した。そいつを見つけ出して復ふく讐しゆうを果たす、という願いが、テッキを八眼争覇に駆かりたてている。

　チェビアト・ナイトロンドの仇かたきを討うつ、という一点において、エルバとテッキの願いは重複している。だからこそ二人は、手を組むことを選んだのだった。

「犯人は必ずとっ捕まえる。倒たおして魔神の力をはぎ取って、警察につきだしてやる」

　さしあたりは、目の前の敵だ。エルバは決意の程ほどを語った。

　犯人を捜し出すための道のりは、まだ見えない。ダイイングメッセージなど、不可解なファクターはまだ多い。だが、こちらが敵を見つけ出さない限り、敵は次々と新たなる標的を毒どく牙がにかけていくだろう。ソニアやその息子のような人間がますます増えていく、ということだ。

　そんなことは、決して許すことはできない。

「期待してますよ」テッキは言った。「ワタクシたちの博物館の繁はん栄えいのためには、警察の褒ほう賞しよう金も欠かせませんしね」

　がくり、とエルバは肩かたを落とした。

「金かよ。人のやる気を殺そぐ言葉だな。せめて『八眼争覇の勝利のために』とか『あなたの努力に期待します』とか言ってくれ」

「あ」しまった、という顔をするテッキ。「ええもちろん、あなたの努力に期待してますよ？」

「思いっきり棒読み口調じゃねえか」

　エルバの突つっ込みに、テッキは悲しいため息をついた。

「残念ながら、博物館の経営状じよう況きようは綺麗事を言っていられるような状況ではありませんからね。……とはいえ、ついうっかりお金などと口にするとは、我ながら下品でしたね」

「ま、立場上、金にうるさくなるのはわかるがな。俺たちも毎日粗そ食しよくで我が慢まんしているわけだし」

「そうなのですよ。つい最近にも、大きな出費がありましたしね」

「なんだと!?」エルバは声を荒あららげた。「なに買ったんだよ。ものによっては館長を弾だん劾がいするぞ」

　テッキは目を動かしてエルバを見つめると、

「それですよ」

　エルバの喪も服ふくを指さした。

「…………」

　テッキを糾きゆう弾だんするエルバの勢いは、急激にしおれた。たしかに、エルバは急な葬そう儀ぎに出席するための喪服を買うお金を、テッキを拝おがみ倒して手に入れたのだった。

「あなたの請せい求きゆうはもっともだ、と信じたからこそ、お金を出したのですよ。それとも過大な金額を要求して、差額を懐ふところに収めたなんてことはないでしょうね……？」

　言葉面づらは優やさしかったが、テッキの表情は急激に険悪さを増していった。自然と、袖そでの中に隠かくれた右みぎ腕うでが持ち上がっていく。

「していない！　ンなことするわけないだろ！」

　エルバは必死に訴うつたえた。

　テッキはじっとエルバを見つめていたが、やがて右腕を下ろし、顔つきを和やわらげていった。

「……そうですね。あなたも、そんなことをするようなバカではありませんものね。そんなバカだったらそもそも同居なんて許してませんし」

「信じてもらえたようで慶けい賀がの極きわみだ」エルバはため息をついた。「結局、空すきっ腹を抱かかえながら捜そう査さを続けなきゃなんねえのか。クソッ」

　毒づくエルバに、ルナは励はげますような言葉を投げる。

「その怒いかりを、まだ見ぬ犯人にぶつけることだね」

「そうだな」エルバは頷うなずいた。「犯人を見つけ次し第だい、そいつを八つ裂ざきにして、ミンチ肉にして食ってやる。相手が肥満体だったら尚なお良し」

「ワタクシの博物館から逮たい捕ほ者しやを出したくないので、やめなさい」

　テッキは穏おだやかに突っ込みを入れた。
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「はあん。おまえ、探たん偵ていのバイトやってんのか」

　お友達の感かん嘆たんの声を受けて、ファルナは胸を反らした。

「まあね。あくまでバイトだけど。でもあたし、学費稼かせがなきゃならないしさあ……」

　ブルティエール大学は今、午前と午後の講義の間の昼休みだった。

　ファルナはキャンパスの一角のテラスにて、友人二人と昼食を摂とっているところだった。たった今感嘆の声を漏もらしたのはキャロルという名の、金きん髪ぱつの少女だ。比ひ較かく的気質が似ており、入学式の時に席が隣となりになって以来、ファルナは彼女と意気投合していた。

「……大変そうな仕事ね」

　小さな声で言ったのは、キャロルの隣に座って水を飲んでいる少女、ヘレンだった。キャロルとは対照的に寡か黙もくなこの少女は、しかし昔からのキャロルの友達であるという。大学内では、ファルナはこの二人とよくつるんで歩いていた。

　ファルナのキャンパスライフは、おおむね順じゆん風ぷう満まん帆ぱんだった。授業は面おも白しろいのが半分、退たい屈くつなのが半分、というところだったが、前者に感じる興味は後者に感じる損失感を埋うめ合わせてあまりあった。この通り、一いつ緒しよに食事をするような友達もできた。充じゆう実じつした大学生活を送ることができている、とファルナは実感していた。朝早くの授業に出たり、一日中みっちりと授業を受ける日などは、どうにも気持ちが塞ふさぐが。

　昼食にはテラスで大きなバゲットを食べるのが、ファルナの常だった。テラスはお気に入りの場所だった。大学内は緑が多く、季節ごとに花が咲さき、虫が飛ぶ。春の真っ最中にあって、キャンパスでは蝶が乱らん舞ぶしていた。なんとなく西部の故郷を想起させ、ファルナは心が落ち着くのだった。

　大学内のパン屋で買うこのバゲットはそこそこうまく、安くて、量がある。端はしから嚙かみついてワイルドに食べ尽つくすのが、ファルナ流の食べ方である。東部人から妙みような目で見られることはあるが、ファルナは他人ひとの目など気にしたことはない。キャロルとヘレンも慣れたもので、特になにも文句を言わない。

　ただこの日は、二人の友人以外に、ファルナを見つめる目があった。

「おまえが──ファルナ・エレイスンだな？」

　名前を呼ばれてふと頭上を見上げると、二人の男がファルナを見下ろしていた。

　ファルナは口の中のバゲットを存分に咀そ嚼しやくし、飲み込み終えてから、

「そうだけど、どちら様……？」

　男達に聞き返した。

　声をかけてきたのは、黒くろ髪かみの男の方だった。詰つめ襟えりのぴっちりとした服を着用し、既すでに春だというのに白いマフラーを巻いて首もとを保護している。背は高く瘦やせており、髪型は派手め、顔はすらりと細くてそこそこハンサムだった。いかにも自信たっぷり、という目つき、口元がやや気になったが。腕うでを組み、右手人差し指を神経質そうに動かし続けている。

　どこかで見覚えがあるような──ファルナは必死に頭を絞しぼり、そして思い出した。

「あ！　入学式の時、入学生総代でしゃべってた人だ」

　そのような呼ばれ方をして、男は笑え顔がおを浮うかべた。

「覚えて頂いて光栄だ。俺の名はクルト・キングスリー。悪あく魔ま学部の者だ」

「あーそうそう。そんな名前だったな」

　ブルティエール大入学式の時の記き憶おくがファルナの脳のう裏りに蘇よみがえる。一人の新入生が壇だん上じように立ち、凜りんとしたよく通る声で大学生としての決意を述べていたものだった。内容はまったく覚えていないが。

　総代というものは、入学試験でもっとも良い成績を収めた者が務めると聞く。つまり目の前にいる学生は、ドース連れん邦ぽうの最高学府の入試にて最高得点を叩たたきだした男なのだ。

「そうか、あんたが総代か。さすがに頭良さそうな顔してるなあ。それで、あたしに何の用？」

「それは、──」

　ファルナに話しかける前に、クルトは隣に立つ男に目配せを投げた。

　対照的に、柔にゆう和わそうな面持ちをした青年だった。見た目の年ねん齢れいはクルトと同じくらい、髪は限りなく白に近い銀ぎん髪ぱつ。ややウェーブがかかっている。

「僕の仕事はここまでですね」と銀髪の青年は言った。「あとは、君の好きなように」

　笑みを絶やさぬままに軽く頭を下げると、二人に背を向けて、そのまま行ってしまった。

　青年を見送ってから、クルトはファルナに向き直った。

「おまえに話がある」

　険しい眼まな差ざしだった。好意的な語りかけにはほど遠かった。

　雰ふん囲い気きから察するところがあったのだろう、キャロルとヘレンは席を立ち始めた。

「……あー、じゃあファルナ、またあとでな」

　言って弁当を片づけ、さっさと席を空けると、二人は手を振ふって立ち去っていった。

「ああ。じゃあな。またあとで」

　ファルナは手を振り返し、バゲットの最後の一切れを口の中に詰め込んだ。

　クルトはファルナの対面に着席すると、正直な感想を述べた。

「いかにも西部人的な食べ方だな」

「悪いかよ」

　とファルナは反射的に答えてから、

「なんであたしが西部人だって知ってるの」

　興味の眼差しをクルトに向けた。

「それは、今から説明する」

　着席した途と端たん、クルトは自分の肘ひじではなくテーブルをカッカッカッカッとつつき始めた。まるで、「その口の中のものをさっさと飲み下せ」とせっつかれているかのようだ。ファルナは少々気分が悪くなった。

「で、あたしに何の用？」

　自然と、ファルナの声もけんか腰ごしになる。

「『つきあって下さい』ってんなら答えはノーだぜ」

「そうじゃない。あらかじめ言っておくが、おまえは俺の好みじゃないから安心しろ」

　クルトは即そく座ざに否定した。

「……俺が入学式の時、総代で壇上に出たのは覚えていてもらえたようだが」

「うん。あんたが受験で一番の成績を取ったってことだよな」

「話が早い。その通り、俺は受験で一番の成績を取り、ブルティエール大に入った。キングスリー家の人間として、当たり前の話だがな」

　西部出身であるところのファルナにとって、キングスリー家などという名は初耳だった。もしかしてブルティエールでは有名な一族なのか？　とも思ったが、話の腰を折るのは避さけ、続きを待った。

「だが、あとで試験の成績を聞いて、俺は一つだけ失敗したことに気がついた」

「一つだけ？　どういう意味？」

「俺は、各科目すべてにおいて一位の得点を取っているつもりだった。だがな、一科目だけミスったんだよ。実技の試験でな」

「実技……」

　ファルナには思い当たるところがあった。今年のブルティエール大入学試験の実技科目で、一位を取った男を知っていた──その名はエルバ・ナイトロンド。

　西部州の未開の地には、他の動物にとりつき地上を闊かつ歩ぽする、いわゆる野の良らの悪魔が潜ひそんでいる。そんな悪魔を倒たおして円盤レンズを手に入れることは、西部の子供達にとっていい収入源である。野良悪魔と渡わたり合うことを繰くり返してきたエルバにとって、大学の実技試験など赤子の手をひねるようなものだった。もっとも、その他の科目の試験結果がボロボロだったため、エルバは不合格の憂うき目を見たのだが。

「許せんのだ！」クルトは激した。「よりにもよって、実技試験の一位を他人に譲ゆずるという事実が！　その事実を知った時、俺は自分が許せなかった。そして誓ちかったんだ──大学に入ったらそいつを見つけ出し、決けつ闘とうを申し込んで勝利を収める、とな。ところがあとで聞いたら、実技で一位を取った奴やつは大学に来ていない、っていうじゃないか。なんの冗じよう談だんだ」
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　語っている間、クルトはカッカッカッカッとテーブルをつつき続けていた。そろそろファルナも我が慢まんならなくなってきた。

「冗談も何も、エルバは合格できなかったんだから、仕方ねえじゃねか」

　思わず言い返していた。ついうっかりエルバの名前を口にする。

　するとクルトはにやりと笑って、不意にテーブルをつつくのを止やめた。そして落ち着きを取り戻もどす。その名はあらかじめ知っていた、とでも言いたげな態度だ。

「そこで、ルシアンに頼たのんで──ルシアンというのは、さっき別れた奴だがね──調べてもらったんだ。そいつが今どこにいるのか、どうしているのか。それでわかったのさ──エルバ・ナイトロンドはブルティエールに出てきてはいて、その従姉妹いとこが大学に入っている、とね。そこで今日、君に接せつ触しよくした、というわけだ」

　おおよそのところを、ファルナは理解した。つまり──

「エルバと決闘したいから、まずはあたしに話を通しに来た、ということ？」

「その通りだ。俺は俺の人生についた汚お点てんを拭ぬぐうため、エルバ・ナイトロンドに悪あく魔ま召しよう喚かんによる決闘を申し込む。だから、彼に会わせてもらいたい」

　固い決意をにじませながら、クルトはファルナの顔をのぞき込んだ。

　ファルナはしばしの間、真正面からクルトの視線を受け止めていたが、急に目を閉じると、

「断る」

　冷たく言い放った。

「……どういう意味だ？」

　また、クルトはテーブルをつつき始めた。

「だったら言わせてもらうけどな」

　ファルナは顔をしかめ、激しい口調で言葉を吐はき出した。

「たかがテストで二位になったことを『人生の汚点』だなんて、バカじゃねえの？　エルバをコケにされているようで気に入らねえな。あんたのどうでもいい自己満足のために、エルバの身を危険にさらすわけにはいかねえよ」

　ファルナは勢いよく立ち上がると、

「それから、テーブルをつつくのはやめろ！　ウザいんだよ！……じゃあな！」

　怒いかりとともに別れの言葉を投げ、クルトに背を向けた。

　ファルナの突とつ然ぜんの行動にクルトは呆あつ気けにとられていたが、すぐに気を取り直すと、

「冗談ではない！　俺はエルバ・ナイトロンドを倒す！　落とし前だけは必ずつけさせてもらうぞ！」

　何が落とし前だ、とファルナは思ったが、言い返せば泥どろ沼ぬまになるだろう。そのまま足早に去っていく。

「とりあえず、エルバに言っておかなくちゃな……」

　厄やつ介かいな問題が出てきたもんだ、とため息をつきながら、ファルナは次の授業のある教室へと向かった。ファルナの頭上を、ひらひらとジャノメチョウが舞まっていた。







「私、十年前までオーラン州に住んでいたんですよねえ」

　ヤカナカ氏の家へ向かう道すがら、サクラはエルバに自分の身の上を語っていた。

「オーラン先住民にはいくつかの部族がありまして。私はリの一族と呼ばれる部族の出身なんですよお」

「リ？」エルバは繰り返した。「短い名前だな」

「ええ。他にもショーの一族とかケイの一族とかあるんですけれどねえ。で、リの一族の族長というのは、ニカイドウという名の一家が務めていまして、カエデというのはそこの娘むすめの名前なんです」

「その子とは、知り合いなのか」

「仲良かったですよ。カエデさんの方が二つくらい年上でしたけれど、よく一いつ緒しよに遊んだものです。……まさか、生きていて、しかも意外と近所に住んでいただなんて。世間って狭せまいものなんですねえ。まあ、同どう姓せい同名の他人という可能性もないではないですけど」

　朗ほがらかな笑え顔がおを、サクラはエルバに向けた。昔のお友達に会うことを心から楽しみにしている、屈くつ託たくのない笑みだった。

「向こうがサクラのことを覚えていればいいんだがな」

　エルバの言葉に、サクラはわずかに表情を曇くもらせる。

「そこがちょっと不安なんですよねえ。『あなた誰だれ？』とか言われるんじゃないかと思うと、──心配ですねえ」

「十年来、全然音おと沙さ汰たなかったのか」

「ええ。私、てっきりカエデさんは十年前に亡なくなったものと思っていましたからあ」

「──亡くなった？」

　エルバは目を丸くした。

「はい。カエデさんも、私は十年前に死んだものと思っているんじゃないんですかねえ」

「ちょっと待ってくれ。その──十年前って、何があったんだ」

　疑問を投げつけるエルバに、サクラは憂うれいの気配を閃ひらめかせた。

「簡単に言うと、リの一族の人間はほぼ全員、殺されたんですよ」

「…………」

　突然の言葉に、エルバは絶句した。サクラはさらに説明を続けようとしたが、

「あ、ここですね」

　手に持った地図と住所が書かれたメモ、そして目の前の家を見比べて、立ち止まった。

「ここがホーカー──ヤカナカの自宅か」

　住宅街の一角に、その家はあった。真っ白いビスク煉れん瓦がで建てられた、ごくありふれた中流階級向けの一いつ軒けん家やだった。金持ちとは言わないまでも、人並みの生活をするだけの余よ裕ゆうをもった人間であったらしい──このような家に住んでいたところを見ると。

　エルバは玄げん関かんのノッカーを叩たたいた。すると一分ほどして、扉とびらが開いた。

「訪問販はん売ばいはお断りだ──と」

　猛もう烈れつに不ふ機き嫌げんそうな顔をしながら出てきた人物は、側頭部から角を生やしていて、なおかつ眼鏡めがねをかけていた。独特な服装といい、どこからどう見てもオーランの民たみである。

　一方向こうは、訪問者もオーラン先住民であることは予期していなかったようだ。サクラの姿を目まの当たりにした途と端たん、目を丸くする。

「──おまえは──」

「──カエデ？」

　おそるおそるサクラが声をかける。すると、その女性の顔はみるみる驚おどろきに包まれていった。

「──サクラ？　サクラなのか──？」

　サクラは無言で頷うなずいた。

　女性は、言葉を失って立ち尽つくした。驚きの表情は喜びの表情へと変わり、しまいには女性はサクラに抱だきついた。

「サクラ！　生きてたんだな!?」

「カエデ、お久しぶりです──」

　サクラも感極きわまったのだろう、笑顔を浮うかべた彼女の両目には涙なみだが光っていた。

　しばらくの間二人は抱きしめ合い、お互たがいの再会を喜び合っていたが、

「こんなところにいるのもなんだ。中に入ってくれ。お茶くらい出す」

　カエデは一歩退くと、サクラたちを家へと招いた。




　エルバとサクラは、家の中庭に招待された。中庭は思いの外広く、植え込みも芝しば生ふもきれいに手入れされ、隅すみの方には太い樫かしの木が立ち、テーブルが設置されていた。テーブル中央にはランの鉢はち植うえが置かれ、見る者の目を和なごませる。エルバとサクラはランを眺ながめながら、茶をすすっていた。

　カエデは目を閉じ、静かに呼吸を整えながら直立していた。

　左手には、オーラン先住民に伝わる独特の形状をした、カタナと呼ばれる刀とう剣けんがあった。鞘さやを握にぎり、構えている。

　右手には、真っ赤な林りん檎ごがあった。大きめの品種の奴やつで、なかなかうまそうだった。

　両手を一定の高さに保ち、カエデは集中力を高めていく。そしてついに目をかっと見開くと、空高く林檎を真上に放ほうり投げた。

　エルバとサクラの視線は、上じよう昇しようしていく林檎に吸い付く。林檎は完全に垂直に上昇し、一いつ瞬しゆん空中で静止すると、まったく同じ軌き道どうで落下してくる。

　空になったカエデの右手は、カタナの柄つかを握りしめていた。林檎が目の高さと一いつ致ちしたその瞬間、

「──せいッ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合いを放った。カタナを抜ぬきざまに一いつ閃せん、さらに一閃。

　一見、林檎に変わった様子は見られなかった。が──

　地面に落ちると、林檎は四つにぱくりと割れた。

「お──？」

　エルバが目を剝むく。

　カエデはその場にひざまずくと、素す早ばやく四つに切り裂さかれた林檎をすべて拾い上げた。立ち上がると、

「私たちは、こんな大道芸をやっているんだ」

　言いながら、切せつ片ぺんの一つをエルバに放り投げた。

　咄とつ嗟さにエルバは手を伸のばし、林檎を空中でつかみ取った。一いち瞥べつした瞬間、

「げェ──ッ！」

　思わず声を上げた。それは、いわゆる林檎のウサギの形に整えられていた。

「噓うそだろ！」

「噓だがな」

　答えて、カエデは手元の林檎を見せつけた。その手の中に、切片は四つあった。

「……あれ……？」

　サクラが首をかしげる。エルバが今持っている切片は、五つ目ということになる。つまり、──

「すごい！　空中で林檎が増えるなんて！」

　感かん嘆たんの声に、カエデとエルバは同時にずっこけた。

「増えるかよ！」

　思わずエルバは突つっ込んだ──が、サクラは目をぱちくりさせるばかりである。

「え？　それじゃあ、一体どうなっているんでしょう」

「あらかじめ林檎のウサギを懐ふところの中に持っておくんだ。それで、拾い上げた瞬間にさりげなく取り替かえて、客に渡わたす。これで劇場は大盛り上がりになるというわけだ」

　得意げにカエデは説明した。

「まったく、びっくりさせんなよ」

　エルバは失望したような大声を出したが、それでも感嘆の念が消えることはなかった。

「ってえか、俺たちにそんなことばらしていいのか」

「全然。ばらすところまでがショーの一部だ。間ま違ちがいなくウケる。まずはじめにこれを演じて、場を暖めるんだ。いくらなんでも、空中で林檎の皮むきができるような手て練だれはこの世に存在しない」

　そりゃそうだよな、とエルバは内心で納なつ得とくした。と同時に、それでもこの女が手練れであることには間違いないが、と付け加える。空中で林檎を四等分するなんて、よほどの修練がなくば不可能なはずだ。今すぐチャレンジしてできるような技術ではあるまい。

「なるほどそうだったんですか！　頭いいですねえ！」

　やっとタネを理解して、サクラは手を叩たたいて喜んだ。

　褒ほめられてまんざらでもない様子だったが、カエデの顔はすぐにかげった。

「ま、ヤカナカの方がもっときれいに刻んで見せたものだがな。私の担当はアシスタント、そして考証係だ」

　カエデはカタナを鞘に戻もどしてしまうと、テーブルに立てかけ、自らも着席した。

「考証係、ですかあ？」

　サクラは聞き返した。

「そう。ヤカナカのオーラン先住民ショーの考証係だよ。本物がいれば、説得力が出てくるだろう？　ま、考証といっても、かなり適当なものだがな」

　そう言って、カエデは茶を一口ふくんだ。

　なかなか男前な奴、というのがエルバの第一印象だった。女性でありながら口調は男のそれであるし、すらりとした肉体は結構鍛きたえられているものと見える。長く伸ばした黒くろ髪かみは後頭部でまとめられていて、端たん整せいな顔つきと相まって楚そ々そとした印象を与あたえる。

「適当すぎますよお」サクラは唇くちびるを尖とがらせた。「前に一度、ちょっとだけ見たことがありますけど、あれはいくらなんでも誇こ張ちようしすぎじゃないんですか」

「誇張しすぎ、というのが受けるのさ」

　やや自じ嘲ちよう気味に、カエデは口元を歪ゆがめた。

「そりゃ、実態に即そくした衣い装しようやら道具やらを用意することはできる。だが、それでは地味すぎて、ウケないんだよ。オーベー人が私たちに抱いだいているイメージを過か剰じように増ぞう幅ふくさせて、それを形としなければならない。こちとら糧かてを得るためにショーをしているんだ、オーラン先住民の実情を広く知らしめる啓けい蒙もう活動を行っているわけではない」

「オーベー人ってのはなんのことだ」

　エルバが口を挟はさんだ。

「オーラン先住民以外の人間のことを、私たちはそう呼んでいるんですよお」

　サクラが説明する。

「つまり、俺もそのオーベー人とやらに含ふくまれるってことか」

「まあ、そういうことだ」

　カエデが答え、エルバをきっとにらみつけた。

「我々オーランの民たみの敵だ」

「敵だと？」

　エルバは片かた眉まゆをつり上げた。

「止やめて下さいよ、カエデ」すぐさまサクラが割って入った。「エルバ君は悪い人じゃありませんよ」

「サクラ」カエデはサクラに向き直った。「こいつとの関係はなんなんだ。恋こい人びと同士か」

「なっ」

　エルバとサクラの声が同時に発せられた。

「いえ、そんなことないですよ……！」

　咄とつ嗟さに言い返したのはサクラだった──が、必死に否定しすぎるとエルバに失礼だと気づいて、声を潜ひそめる。

「えーとですね、──十年前、私はエルバ君のお父さんに命を救ってもらったんです」

「なんだって」声を上げたのはエルバだった。「そんなこと、初めて聞いたぞ」

「あれ？　言ってませんでしたっけ？」

　サクラは首をかしげた。

「こいつは十年前のことを知らないのか」

　エルバを指さし、カエデが指し摘てきする。

「十年前って、なんのことだ」

　と答えつつ、エルバの脳のう裏りを先ほどの会話がよぎる。

「一族全員が殺された──という話のことか」

「その通りだ」

　カエデは言い返した。深刻な怒いかりの表情をもって。

　エルバの困こん惑わく気味の表情を見て、サクラは胸の前で両手をすりあわせた。

「せっかくですし、この場で説明しておきましょうか。私がどうして博物館に住むことになったのか」

「ああ……そうだな」

　なにか、盲もう点てんをつかれた思いだった。なぜオーラン先住民であるサクラが、テッキと姉し妹まい同然にして、しかもブルティエールに住んでいるのか。よく考えてみれば、不可思議極きわまりない話である。

「教えてくれ。どういうことなんだ」

「えーと」とサクラは語り出した。「十年前、オーラン虐ぎやく殺さつという事件がありましてですね──」




　十年前、ドース連れん邦ぽう十三州に未み曾ぞ有うの大事件が発生した。西部六州が連合を組んで連邦に反旗を翻ひるがえし、独立戦争を起こしたのである。

　東部対西部というかねてからの対立感情が爆ばく発はつした格好となったこの争いは、結論から言うと東部の勝利に終わり、のちにこの事件は「西部内乱」という名で呼び習わされることとなった。今もって西部の人間は──エルバも含めてだが──「独立戦争」と呼んでいるが。

　戦争は、連邦中のあらゆる地域に惨さん禍かをもたらした。その中でも代表格とされるのが、「オーラン虐殺」と呼ばれる、東部軍によるオーラン先住民虐殺事件である。クラヴリー・ガーディアン少しよう佐さに率られた中隊がオーラン先住民のとある一部族を一晩かけて皆みな殺ごろしにした、というのが一いつ般ぱん的に伝え聞かれるところだ。「西部のゲリラ部隊が部族に紛まぎれ込んでおり、夜間に隊に攻こう撃げきを仕し掛かけてきたため、無差別に反撃せざるを得なかった」というのが理由だそうだが、真実は今もってつまびらかにされてはいない。というのも先住民側のみならず、ガーディアン中隊の方も生き残りは両手の指で数えるほどしかいなかったからだ。戦後にこの事件が発覚するとガーディアンは軍事裁判にかけられ、有罪の判決を受けて終身流る刑けいになったという。

「あの日──私は、偶ぐう然ぜん助かったんですよ」

　サクラの言葉には、沈ちん鬱うつな響ひびきがあった。

「あの日の晩、外が騒さわがしくなって目が覚めたんです。そうしたら、突とつ然ぜんお父さんとお兄ちゃんがやってきて──」

「シローさんか」

　カエデが口を挟む。

「お兄ちゃん？」エルバは繰くり返した。「サクラには兄弟がいたのか？」

「はい。たった一人のお兄ちゃんです」

　うれしそうに、サクラはその名を呼んだ。しかしそれも一いつ瞬しゆんのこと、すぐに神しん妙みような面おも持もちに戻もどる。

「その時に異状を察知していたんでしょうね。お父さんは先にお兄ちゃんを送り出すと、私の手を引いて神しん殿でんの方に連れて行って、『騒ぎが収まるまでここに隠かくれていろ。それまで、絶対誰だれにも気づかれないように隠れていろ』って言って、神殿の一室に押し込んだんです」

　両手で自分を抱だきしめて、サクラは身体からだを震ふるわせた。十年前の恐きよう怖ふが今いま更さらながらに蘇よみがえったのか──

「お父さんは、そのまま外に出て行きました。私は黙だまって待ち続けました。それで、そのまま眠ねむっちゃったんでしょうね──次に目覚めた時には、外はすっかり明るくなっていました。でも、外に出てみたら──何もかもがなくなっていたんです」

「何もかも──か」

「はい。家も、森も、なにもかも──。私たちが生活してきた場所が、跡あと形かたもなく破は壊かいされていたんです。そして、周囲は死体だらけでした。見知らぬ軍人の死体、親しい人の死体、そしてお父さんの死体が──」
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「いや、そこまではいい」

　エルバは咄とつ嗟さに口を挟はさんだ。身を切るようなサクラの言葉を、これ以上聞いていられなかった。

「──そうですね」サクラは一いつ拍ぱくおいてから、「とにかく、その時途と方ほうに暮れていた私を拾ってくれたのが、チェビアトだったんです」

「ここで俺の父さんが出てくるのか。でも、なんで？」

「リの一族の居住区で異変が起きていることに気がついて、あとから西軍の一部隊がやってきたんです。その隊に、チェビアトは所属していたんですよ。そこで私は保護されて、そのままブルティエールに連れて行かれたんです。それで、博物館でテッキの姉妹同然に育てられた──というわけです」

「そうか……そんなことがあったんだな」

　なんと言葉を続けたものか、エルバには思いつかなかった。いつも花のごとく明るい笑え顔がおを周囲に振ふりまいているサクラに、こんな過去があったとは。

　エルバが絶句しているうちに、サクラはカエデに視線を投げた。

「あの日、死体が見つからなかったから、もしかしたら──と思っていましたけどお、カエデ、生きていたんですね」

「ああ」頷うなずくカエデの表情も晴れない。「私は──全力で村から逃にげ出したんだ。人のことなんて一いつ切さい気にかけずに、たった一人で。私も運が良かったんだろう」

　顔を空に向け、遠い昔に思いを馳はせる。

「逃げるしかなかった。当時、私は無力な少女にすぎなかった。もっとも、今の私が十年前のあの時に居合わせていたとしても、どうにもならなかっただろうが──」

　カエデの瞳ひとみに、不思議な色が加わった。避さけることのできない悲運に直面した時の、怒いかりとあきらめが入り交じったような色が。

「あんなものに襲しゆう撃げきされて、どうして対たい抗こうできる？」

「『あんなもの』──？」

　サクラが聞き返す。するとカエデははっとして、

「そうか。サクラは神殿に隠れていたのだから、何も見ていないんだな。となると、アレと戦った『天使たち』のことも──」

「はあ。なんのことでしょう」

　まったく理解できない、とサクラは首をかしげた。

「なら、いいんだ」カエデは視線を逸そらした。「幸い、私は命を拾うことができた。そして考えた──拾ったこの命を何に使うべきなのか、と。答えはただ一つ、真相をつきとめることだ。そして──叶かなうのならば、復ふく讐しゆうする」

「……復讐か」

　静かにエルバは呟つぶやいた。

「しかし、ガーディアンとかいう野や郎ろうは終身流る刑けいになったんだろ？　復讐するのには無理があるぜ」

　終身流刑。

　ドース連れん邦ぽうから海をまたいだ遥はるか南に、デスドレッド島と呼ばれる島がある。そこは西部以上の未開地だ──なにしろ、そこが島かどうかすらまだはっきりしていないのである。ともすれば新大陸なのかも知れない。とにかく、ドース連邦の人間はそこを「島」と認にん識しきしている。重罪人が流される流刑島だ、と。

　そこに流された罪人は、デスドレッド島の開かい拓たくを務めることとなる。所定の年数か、あるいは一生か。もちろんそこは、死の危険がその辺に転がっている、「地じ獄ごくに一番近い島」だ。特に未開の森には未知の悪あく魔またちが多数潜ひそんでおり、流刑人たちはそいつらとも戦わなければならない。そいつらは特にデスドレッドデーモンと呼ばれ、本土ではその円盤レンズは高額取引されている。本土の悪魔に比べるとあまりに異形で、なおかつ強い実力を秘めているからだ。

　エルバの言葉に、カエデはきっとにらみ返したが、

「たしかに、難しい」おとなしく認めた。「しかし、復讐なくして、リの一族千人の魂たましいは天に昇のぼることはできない。そうだろう」

　サクラに同意を求める。

　サクラは苦い表情を浮うかべたまま、答えた。

「そうでしょうか……？」

「どういう意味だ」

「復讐することに、どんな意味があるんです？　殺し合いは不毛なだけだ、と私は思いますよ」

「これは意外なことを言う」カエデは両手を広げた。「君は、父や兄の仇かたきを取りたいとは思わないのか？」

「お兄ちゃんは、生きていますよ」

　妙みように確信を持った言葉で、サクラは言い返す。

「きっとどこかで生きています。私は、死んだ人間を追いかけるより、生きている人間を捜さがしたい──そう思うんです」

　少し強く言いすぎたと思ったか、サクラは語気を弱めた。

「冷たい言い方かも知れませんけど……でも、死んだ人はもう二度と帰ってこないんですよ」

　カエデは何か言い返そうと口を開きかけたが、結局言葉を飲み込んだ。

「……そうか。サクラがそう言うのなら仕方がない。私が文句を言う筋合いはないな」

　妥だ協きようの姿勢を見せる。が、すぐに顔を引き締しめると、言い切る。

「だが、私はあくまでも復讐を求める。それだけは、捨てるわけにはいかない」

　沈ちん黙もくが降りた。非常に居い心地ごこちの悪い沈黙が。

　耐たえきれなくなったエルバは、別の話題を切り出した。

「それより、だ。俺たちがここに来たのは、こんな話をするためじゃない。別に聞きたいことがある」

「……なんだ」

　カエデはまたもエルバをにらみつけた。

「……あのよ。さっきからどうして俺ばっかりにらみつけるんだ。サクラと態度が全然違ちがうじゃねえか」

　カエデは、サクラに対してはまるで姉し妹まいであるかのように接するのに対し、エルバを見る時はまるで野の良ら犬いぬを追い払はらおうとする時のごとき目を向けてくる。

「私はサクラのことはよく知っている。だがおまえのことは知らん」

　冷たくカエデは言い捨てた。

「知らない奴やつは信用しない。私はこの十年、深窓の令れい嬢じようとしてぬくぬくと過ごしてきたわけではない」

　とりつく島もない。お互たがいの間に鋼鉄の壁かべが立っているかのような錯さつ覚かくを、エルバは覚えた。

「仕方がない。サクラ、君から詳くわしい話を聞いてくれないか」

「……あはは。そうですね」

　サクラは申し訳なさそうに笑った。

　エルバの言葉の示し唆さするところに、カエデは気づいた。

「ヤカナカのことを聞きたいのか。君たちは警察──ではないよな」

「ええ。実は探たん偵てい業ぎようをやっているんですよお」サクラは答えた。「生きていくためには稼かせがなくちゃなりませんからねえ」

「フッ。それはそうだ。お互い大変だな」

　カエデは緊きん張ちようの抜ぬけた笑えみを見せた。しかしすぐに顔を引き締めると、

「しかし、警察に言った以上のことは、何も言えないぞ」

「同じことを繰くり返してくれるだけでいい」エルバは頼たのみ込む。「何度も話すうちに何か思い出すってこともあるだろう」

「まあ、話すのは別に構わないが……」

　と前置きして、カエデは咳せき払ばらいした。何の気なしに鉢はち植うえに視線を落とし、ランの花びらを撫なでる。

「あれは、二週間前の木曜日の晩だった。私たちは基本的には、三十六区にある劇場で大道芸を行っているんだが、その日は十五区の街頭に出張していたんだ。で、ヤカナカは仕事のあと、近くの酒場に出かけた。知り合い何人かと連れだって、騒さわいでいたらしい。私はさっさと帰ったんだが、まさかこんなことになるとはな」

「ヤカナカさんは、よく飲みに出かけていたんでしょうかあ」

「休みの日も仕事の日も、しょっちゅうだった。一いつ緒しよに飲んでいた人達の話によると、ヤカナカは夜九時くらいには店を辞し、家に帰ると言い出したらしい。友人達はまだ飲み続けるということでヤカナカを見送ったんだそうだが──」

「いつまでたっても家に帰ってこなかった、と？」

　サクラの言葉に、カエデは首しゆ肯こうした。

「たいていは十時前に帰ってくるはずだからな。ところがその日は十時半になっても帰ってこない。珍めずらしいが、つきあいでついついということもあるだろう、と思って寝ねたんだが、翌朝になってやって来たのは警察だった。十五区の公園で、右目を抉えぐられたヤカナカが死体で発見された、と」

「また、公園なんですねえ」

「また、というか、ヤカナカが殺されたのが最初なんだがな」

　サクラの呟つぶやきに応じて、カエデは言った。

「連続殺人のこと、知っているんですか」

「まあな。私を住まわせてくれている人が殺されたんだ、興味を持つのは当然だろう」

「じゃあ、連続殺人の犠ぎ牲せい者しやがことごとく片目を潰つぶされているのも、ダイイングメッセージに数字を書き残しているのも──」

「知っている」カエデは素す早ばやく言った。「一体どういうことなんだ？　死者がことごとく数字を書き残して、しかもその数字が一つずつ増えていっているというのは」

　エルバは肩かたをすくめた。

「こちらが聞きたいくらいだ。なにか心当たりはないか、と期待して話を聞きに来たんだが」

「期待はずれで悪かったな」カエデは眉まゆをひそめる。「私にも、とんと見当がつかない。ヤカナカと四十七という数字、どんな関係性があるのかなんて、まったくわからないな。そもそも死の間ま際ぎわに数字を書き残すというのにどんな意味があるんだ」

「俺に聞かれても困る」

「……それもそうだな」

　やや乗り出し気味だった身を引いて、カエデは椅い子すに座り直した。それからサクラの目をのぞき込む。

「それにしても──サクラたちは、犯人捜さがしをしようとしてるのか」

「ええ、そうです」

　なんのためらいもなく、サクラは頷うなずいた。

「依い頼らいを受けていますし、それにこの連続殺人、人として見過ごすわけにはいきませんよお」

　もう一つ、この一連の事件は八眼デイアボリツク争覇パーテイ参加者に対する挑ちよう戦せん状じようだから、逃にげるわけにはいかない──エルバはそう思ったが、もちろん口には出さない。

「そうか……」

　しかし対照的に、カエデの顔には憂うれいの色があった。

「正直なところ、この件、君たちは手を出すべきではないのではないか？」

「そりゃどういう意味だ」エルバが聞き返す。「俺たちの探偵事務所としての実績も知らずにそういうことを言うのか」

　事務所の新参者であるエルバ自身も、実績はよく知らないのだが。

「そうじゃない。ただ……」

　カエデはエルバをにらんだ。が、その言葉は何故なぜかためらいがちになる。

「これの犯人は、よほどの手て練だれではないのか？　しかも、頭の中身の方は常じよう軌きを逸いつしているとしか思えない。そんな奴やつの正体を探さぐり出すのは、危険を伴ともなう行こう為いだろう。せっかくサクラと再会できたというのに、いきなり死に別れるなどという目に遭あうのはごめんだぞ」

「なるほどな」

　エルバは納なつ得とくした。

「ヤカナカさんも悪あく魔ま召しよう喚かん士しだったんでしょうか？」

「そうだ。昔は独立戦争に参加していたらしい。死体として見つかった時にはワータイガーの円盤レンズをはめていた。争った跡あとがあったんだが、敗北したようだな」

　第二の犠牲者ウォルターズは退たい役えき軍人、第三の犠牲者マイニングは剣けん術じゆつ道場の師し範はん。どちらも悪魔召喚術に長たけており、なおかつ襲しゆう撃げき時には円盤を所持していた。その二人をも撃破しているのだから、敵はよほどの技量の持ち主だ──と第三者が考えるのは当たり前だろう。実際は、魔神の力をもって悪魔たちを倒たおしたのだろうが。とはいえ、強力な敵であろうことは間ま違ちがいない。

「そんな奴を相手にして、大だい丈じよう夫ぶなのか？　私は心配だ」

　心底から心配そうな顔をするカエデだったが、サクラは相変わらず笑えみを絶やさなかった。

「大丈夫ですよお。怖こわいからという理由で依頼を蹴けるわけにも行きませんしい。それに、いざというときはエルバ君が守ってくれますから。ね？」

　そう言って、エルバにウィンクを投げる。

「もちろんだ」

　エルバは自分の胸を叩たたき、請うけ合った。

「ほほう」懐かい疑ぎ的な視線を、カエデはエルバに向けた。「本当だろうな」

「本当だ。かよわい女の子を守るのは男の義務だろう」

　断言した。サクラの悪魔召喚士八段の腕うで前まえを思えば、どちらかといえば守られるのはサクラではなくエルバのような気もするが、敢あえて言い切る。

　内心の揺ゆらぎを見み透すかすかのように、カエデはじ～っとエルバを見つめる。

「この男、本当に信用できるのか？」

「ちょっと、カエデ」

　さすがにどうかと思ったのか、サクラがカエデをたしなめる。

「エルバ君は信用できる人ですって。いくらカエデでも怒おこりますよ」

　そうまで言われると、カエデも態度を軟なん化かさせた。

「……ああ、すまん。サクラがそこまで言うのなら……」

　しかし、殺人的なにらみつけがやむことはなかった。

「サクラの身に何かあったら、決して容よう赦しやしないからな。もしもの時は貴様を斬きる」

「わかっている。俺は林りん檎ごのウサギにはなりたくない」

　エルバは即そく答とうした。

　その後もカエデは長いこと、ネズミを狙ねらう猫ねこのようにエルバをじ～っとにらんでいたが、

「とにかく」不意に力を抜ぬいた。「気をつけてくれ。正直、調査なんてやめておけと言いたいが、そっちにはそっちの仕事と生活があるものな。──なにか私に協力できることがあれば、何でも言って欲しい」

「カエデはしばらくここに住んでいるんですか？」

「そのつもりなんだが……どうなるのかな。ヤカナカの遺族がいまだにみつかっていなくてな。私がこのままここに住めるのか、あるいは追い出されるハメになるのか、まだ見ぬ遺族の胸三寸ってことになるんだが……まあ、少なくともしばらくはここにいるだろう。サクラは今どこなんだ」

「八十八区の自然史博物館って知ってます？　あそこに住んでいるんですよお。カエデも、なにか気になることがあったら気軽に相談に来て下さいね」

「フッ。さりげなく営業トークを混ぜてくるとは、成長したもんだな、サクラ」

　カエデは手を伸のばし、サクラの頭を軽くポンポンと叩いた。サクラは笑顔でそれを受け止める。

「当然ですよお。私だって、もう子供ではありませんからねえ」




「こういう事は言いたくないが」

　ヤカナカ自宅を離はなれた後、前置きしてから、エルバは言った。

「あの殺人眼光女ににらまれると生きた心地ここちがしねえ。あいつの視線を受け続けて、なんであのランは枯かれないんだか」

「すいませんねえ」サクラは頭を下げた。「カエデ、昔からあんな感じなんですよ。他人をそう簡単には信用しない、というか」

「サクラが謝ることじゃないだろ。まあ、それはいいんだが」

　そう応じてから、エルバは考え込んだ。

「なんでやたらと『調査なんてやめておけ』と言っていたんだろう。まるで『私が真犯人です』と言っているようなもんだと思うが」

「あれもカエデの性しよう分ぶんなんですよ」サクラは反論した。「他人には攻こう撃げき的ですけど、身内にはひどい心配性なんです。私、昔からおっちょこちょいでしたから、よく世話を焼いてもらいましたもの。外で怪け我がをした時、おぶってもらったりとか。カエデ、十年前と全然変わらなくてほっとしましたよお」

「なら、いいんだけどな。念のため、近所の人にも話を聞いておくか」

　と言いつつ、エルバは周囲の家を見み渡わたした。はす向かいの家の中庭に人ひと影かげを見つけて、ふらりふらりと歩み寄っていく。

「こんにちは」

　エルバが声をかけると、中年男性は庭を掃はくほうきを止め、顔を上げた。

「何か用かい？」

「向こうの家の住人が殺されたのは知っているだろう？　ちょっとその件を調べているんだ」

　ヤカナカ家を指さしながら、エルバは正直に切り出した。

「あ、ヤカナカ殺しの件かい？　惜おしい人を亡なくしたもんだよ」

　言いつつ、男は庭掃きを再開した。庭に落ちた枯れ葉やゴミを集め、山にしていく。

「あの家、同居人がいるだろう。オーラン先住民って、珍めずらしいよな」

「兄ちゃんも先住民を連れているじゃないか」ほうきの柄えでサクラを示す。「あの子は礼れい儀ぎ正しい子だよ。頭から角は生えているけど。時々うちの庭の掃そう除じを手伝ってくれるくらいだ」

　噓うそだろ、とエルバは叫さけびかけ、すんでの所で止めた。どうやらあの女、隣りん人じんに対する礼儀はわきまえているらしい──客人に対する礼儀は知らないようだが。

「ヤカナカとは仲が良かったんだろうか」

「非常に良かったね。時々彼らのショーを見に行ったけど、大したもんだったよ。ヤカナカが芸担当、そばに控ひかえるカエデちゃんが雰ふん囲い気き担当、って感じだったな。二人のどちらが欠けてもショーはなりたたないだろうね。もし仮にカエデちゃんがヤカナカを殺したと疑っているんだったら、それは無む駄だだろうよ。工具箱の中で饅まん頭じゆうを捜さがすようなもんだ」

「そのたとえはよくわからない」

「つまり、無駄ってことさ」男は繰くり返した。「性格的にもありえないし、そもそも彼女がヤカナカを殺す動機がない。彼女に遺産が渡るわけでもない」

「……ずいぶん詳くわしいな」

「カエデちゃんが引っ張られていくのは見るに忍しのびないからね。素人しろうとなりに状じよう況きようを見み極きわめようとしてるのさ。ま、多分大だい丈じよう夫ぶだろうと思うけど」

「ふ～ん」

「しかし、彼が殺されて本当に残念だよ」

　ぐっ、と男のほうきを握にぎる手に力がこもった。

「ところであんたら、あの家に行ってきたんだろう？　同居人は一人だったかい？」

「一人だった。……なんだよ、その言い方。まるで別の人間がいるみたいだな」

「実はな」男は声を絞しぼった。「もう一人、よく訪ねてくる奴やつがいるみたいなんだよ」

「ほお？」エルバは興味を引かれた。「どういうことだ」

「どういうことかは、俺も知らんよ。でも、変な奴がいるのをしょっちゅう見かけるんだ。見たことのない服を着ていて、──」

「そんな表現じゃわからない。もっと詳しく」

「オーラン先住民の服っぽかったけどな。詳しくわからないけど。変な帽ぼう子しを被かぶって、変な棒を振ふり回していたな。あと、自分のことをマロとか呼んでたよ」

「マロ？」

「あ」サクラが言った。「それ、貴族じゃないですか？」

「貴族？　オーラン先住民に貴族がいるなんて初耳だが」

「今はいませんけどね。遠い昔、いたらしいんですよ。独特な衣い装しようと言葉遣づかいの貴族が。それって、ヤカナカさんが新ネタとして練っていたアイデアじゃないでしょうかあ」

「……おお」

　少し間を開けてから、男は納なつ得とくの声を上げた。

「言われてみれば、ヤカナカの変装にも思えてきたな。うん、そうなんだろうよ。んー、特ダネだと思ったんだが、こりゃ意味がなかったようだな」

「いやいや、面おも白しろい話が聞けた。ありがとう」

　それ以上の質問を思いつかなかったので、エルバは別れの挨あい拶さつをしてその場を離れた。

「とりあえず、大道芸で食っていくのは大変そうだということはよくわかった。新ネタを考えたり、色々努力していたんだろうな」

「たしかにそうみたいですねえ」サクラも和する。「カエデ、これから生活していけるんでしょうか……」

「あいつなら、自力でどうとでもできそうに思えるがな。いざとなれば、通行人を林りん檎ごのウサギにして財さい布ふを奪うばい取ることもできるだろう」

「……エルバ君」

　責めるような目つきで、サクラはエルバをにらんだ。

「冗じよう談だんだ。悪い」

　エルバは素す直なおに謝った。

　一本筋の通った、しっかりした人だ──それが、エルバのカエデに対する印象だった。あのようなわけのわからない連続殺人を起こすような人物には、とても見えない。それに少なくとも、被ひ害がい者しやは誰だれも林檎のウサギ状にはされていない。

　最初の犠ぎ牲せい者しやの自宅を訪おとずれたのは、念のため、この連続殺人が八眼デイアボリツク争覇パーテイとはまったく無関係な人間によって引き起こされたのではないかという可能性を探さぐるためだった。だが、こっちの線はどうやらなさそうだ。

　やはり、エルバとルナに課せられた戦いが待っているのだろう──おそらくは、遠くないうちに。







　博物館に戻もどると、ラウンジで一人の少女と二体の魔ま神じん──ファルナ、ボル、ルナが一つのテーブルに寄り添そうように集まっていた。

「収しゆう穫かくはあったかな？　そっちの方は」

　ルナの視線を受けて、エルバは首を左右に振った。

「事件についてはノーだ。最初の被害者の第一発見者も、特に何も知らないようだ。ただし、サクラにとってはイエスだ」

「はい」サクラは喜びを隠かくさなかった。「第一発見者の人はあ、十年前に別れたきりの知り合いの方でした」

「そいつは良かったじゃねえか！　涙なみだの再会ってとこか!?」

　ボルがまるで自分のことのように言い、ひょいとサクラの肩かたに飛び乗った。全身をうねらせて祝福の意を表現してみせる。

「あははっ。まあ、そんなところですねえ」

　くすぐったいのだろう、サクラは朗ほがらかに笑った。それからラウンジ中を見み回まわす──が、何故なぜかテッキの姿だけがない。

「テッキはどこかにお出かけですかあ？」

「いいや」答えたのはファルナだった。「なんか調べものがあるとかで、どっかに行っちゃった。倉庫とか言っていたけど」

「倉庫？」エルバが聞き返す。「倉庫なんてあるのか、ここには。初耳だな。……まあ、博物館だったら当たり前か」

「地下に大きな書庫と円盤レンズ保管所があるんですよお」サクラが説明する。「ちなみに、アギ・アダの円盤もそこにしまい込まれてますしい」

「ああ。そういえば、前にそんなことを言っていたような気がする」

「それより」ファルナがエルバに声をかけた。「言っておかなきゃならないことがあるんだよ」

「なんだ」エルバは眉まゆをつり上げた。「またおねしょでもしたのか」

「するかよ！　てか『また』ってなんだよ！　まるで人が年がら年中おねしょしているみたいに言うな！」

　ファルナは全力で否定した──が、サクラがすっとファルナの前に出る。

「ファルナ……」

「……なんだよ」

「夜や尿によう症しようは立派な病気ですよ？　恥はずかしいことじゃないんですから──」

「してねえっつってんだろ！」ファルナは力ちから一いつ杯ぱい叫さけんだ。「そうじゃない、エルバに関する大事なことなんだ」

　ファルナの真しん剣けんな表情に、エルバは何か穏おん当とうでないものを感じ取った。気持ちを切り替かえ、まじめに聞き直す。

「一体なんだってんだ」

　ファルナは、大学での一件についてエルバに話した。クルト・キングスリーの挑ちよう戦せんについて。

「俺に決けつ闘とうを申し込むだと？」

「そうなんだよ。もちろん断っておいたけど、ありゃそう簡単にあきらめるようなタマじゃねえぜ。だから、エルバに教えておいた方がいいと思ったんだ。あいつはエルバがブルティエールに来ていることも調べ上げているから、もしかしたらいきなりここに殴なぐり込んでくるかもしれねーし」

「またどうでもいい話が舞まい込んできたもんだな」

　エルバは渋じゆう面めんを作った。というのも、その男の名前、容姿には心当たりがあったからである。「知ってるの？　エルバ」

「そいつ、頭が爆ばく発はつしたみたいな髪かみ型がただっただろ？　知ってるも何も、実技試験の時にそいつとトラブルになってな」

「トラブル？」

「実技試験の最中にあの野や郎ろうがちょっかいかけてきやがってな。だから返り討うちにしてやったんだよ」

「もっと具体的な話が聞きてえなあ」

　ボルが全身をうねらせた。

「具体的に？　悪魔で空を飛んでいる最中に、向こうが俺に襲おそいかかってきたんで、逆に俺が撃げき退たいしてやったのさ。鉄条網もうに頭から突つっ込ませて」

「…………」

　全員が黙だまり込んだ。

「引くこたねえだろ」

「いやあ、エルバ君、それはやりすぎだと思いますけどお」

「向こうが悪い。あの野郎、自分が不利と見ると俺の顔面めがけてかぎ爪づめを突っ込んできたんだぜ？　やられたから、利子を付けてやり返したってだけだ」

「いいや、俺はエルバを支持するぜえ！」

　ボルは触しよく手しゆを伸のばして、サクラからエルバの肩かたに飛び乗った。

「やられたらやり返すってのは大事なことだぜ？　相手になめられたらそれでしまいだもんなあ！」

　うねりうねりと動いて、エルバの顔面を半ばほど覆おおい尽つくす。

「支持してくれるのはうれしいが、人を窒ちつ息そく死しさせようとするのはやめてくれ」

　エルバはボルをはがして、サクラの肩へと返した。

「……今いま更さらそんな名前が尾おを引いて出てくるとは、まったく予想外だな。決闘なんて知るかボケェ、としか言いようがねえぜ。こちとら別件の殺し合いで手一杯だってのによ」

「まったくだね」ルナが頷うなずく。「八眼デイアボリツク争覇パーテイの参加者が無関係の人間と決闘して殺された、なんてことになったら末代までの笑い者だってば」

「おまえら魔ま神じんに子孫なんざいねえだろうが。末代もクソもねえだろ」

「いやだなあ。もののたとえだって」

「チッ」エルバは舌打ちした。「ま、八眼争覇の方も、相手の影かげは見えても姿は見えないって状態だがな」

「……姿を見つけることができるかもしれませんよ……」

　あらぬ方向から突とつ然ぜんに声。全員が振ふり向くと、テッキがまっすぐラウンジに向かって歩いてくるのが見えた。

　テッキは小こ脇わきに一冊のノートを抱かかえていた。それをテーブル上に放ほうり投げると、全身を左手ではたき始める。テッキのドレスには、白いほこりがまとわりついていた。

「倉庫で捜さがし物をしていたのか」

「その通りです」

　丁てい寧ねいにほこりを払はらいながら、テッキは顎あごでノートを示す。非常に古くさい、年季の入ったノートだった。中身を開くと、細かい手書き文字がびっしりと並んでいる。

「なんのためにこんなものを捜していたんだ」

「少し、記き憶おくの確かく認にんをしたかったのです」

　エルバが問うと、テッキは一同を見回した。

「連続殺人の犯人を、捕つかまえることができるかもしれません」

「ほんとかよ」

「とりあえず、ワタクシの説明を聞いてもらいましょうか」

　テッキは椅い子すに着席し、それから話し始めた。

「ワタクシたちが現在取り組んでいる連続殺人事件は、八眼争覇の参加者が、他の参加者にシグナルを送るために引き起こしている。これを大前提とします──いいですね」

「いいだろう」エルバが頷く。「犯人が八眼争覇の参加者でないとしたら、そいつはただの猟りよう奇き的な殺人犯だ」

「相手が魔神の契けい約やく者しやだとしても、かなりの猟奇殺人者だと思うけど」

　ルナが口を挟はさむ。

「大前提を踏ふまえると、犯人の目的は『他の参加者を誘おびき出して戦い、打ち倒たおす』ということになります。しかし、一体どこに誘き出そうとしているのか？　そこが問題になります」

「おそらくは、これまでの各殺人事件の関連性が、その答えになるんでしょうねえ」

　サクラが意見を述べた。

「殺人事件は正確に一週間に一回のペースで行われていますし、殺人現場はすべて公園ですし。……つまり、四番目の殺人事件も、マイニングさんの死からちょうど一週間後、どこかの公園で行われる──と？」

「そう考えるべきだと思いますが──どうです？」

　テッキは全員の顔を見て、意見を求めた。

「そこまではいいんじゃないのか？」エルバが言った。「だが、どこの公園なんだ？　公園なんて十一区から八十八区まで、どこにだってあるぜ」

「そう、それが問題の核かく心しんです。次はどこで犯行が行われるのか？　これは、ワタクシたちが推理を働かせればわかるはず──事件の裏に八眼争覇の影を感じてから、ワタクシはずっとそう思っていました」

「そうなのか？」

「敵の真の目的は、八眼争覇を争う敵を捜し出すことであって、殺人そのものではないはずですからね。殺人事件を介かいして、サインを発しているだけですから。そのサインを正確に受け取れば、ワタクシたちは敵と出会うことができるはずです」

「それはいいけどさ」ファルナが言う。「だったら、十一区、十二区、十三区って順番通りに死体を捨てていけばいいじゃねえか。でも実際は、十五区、二十七区、三十八区の順番だぜ。一応順番に数がでかくなってはいるけれど、規則的とは言えねえじゃん」

　カッカッカッカッ、とファルナはテーブルを指でつついた。途と端たん、衆目がすべてファルナの手元に集まる。

「あ、ごめん。ついうっかり」

　ファルナは顔を赤くした。

　テッキは一息ついてから続けた。

「規則がわかりやすすぎたら、八眼争覇参加者以外の人間にもわかってしまうではありませんか。たとえば、警察とか。数字順に犯行が行われていたとすれば、次の事件は十四区で発生するだろうと誰だれだって考えます。だから、八眼争覇の参加者にしかわからない知識を利用して、パターンを作っているのではないか──とワタクシは思ったのですよ」

「俺たちにしかわからん知識ねえ」エルバが頭を振った。「さっぱり心当たりがないんだが」

「ところがな」と言い出したのは、ボルだった。「俺たちには心当たりがあるんだよ。俺とルナにはなあ！」

「……マジかよ？」

「マジもマジ」ルナが言う。「はっきりと確認するために、テッキちゃんに資料をもってきてもらったのさ」

「そのために、倉庫に潜もぐってきたのですよ」

　そう言って、テッキはテーブル上のノートに手をかけた。とあるページを開き、全員に見えるように広げる。

「これは、祖父ベンハートが書き付けた、これまでに行われた八眼デイアボリツク争覇パーテイの概がい要ようをまとめた文書です。このページに、八眼争覇が開かい催さいされた年が書いてありまして──」

　たしかに、そこには書いてあった──「第一回、連れん邦ぽう歴一○○年」「第二回、連邦歴一一五年」というように。

「注目して欲しいのは、第二回から第四回までです」

　テッキの指し摘てきに、エルバはそのまま読み上げた。

「第二回、一一五年。第三回、一二七年。第四回、一三九年……」

　しばらく考えてから、エルバは気づいたことをそのまま漏もらした。

「下二桁けたが、殺人のあった区と一いつ致ちするな」

「ちょっと待った」ファルナが反論する。「三十九区なんて区はねえぜ」

「そりゃそうだ」エルバは認めたが、「でも、マイニング先生が殺された公園は、三十一区と三十八区の境界上の公園だ。理解できないことはない」

「魔ま神じんであれば、自分が復活した年のことを覚えているはずです。これこそ、八眼争覇の参加者にしかわからない知識でしょう？」

　テッキは一同に同意を求めた。

「本当か？」

　エルバがルナに尋たずねる。

「当然。八眼争覇の開催年次は覚えておくようにって悪魔の掟おきてで決まっているんだ」

「何のために」

「いつ試験を受けても正答できるように」

「…………誰がおまえらに試験を課すんだよ」

「すると、次は──」

　サクラはノート上、第五回の部分を指さした。「第五回、一五四年」と書いてある部分を。

「つまり、敵はマイニングの死から一週間後、五十四区の公園に現れるものと思われます」

　テッキは断言し、改めて一同を見回した。

「ワタクシたちは、この挑ちよう戦せんを受けなければなりません。放ほうっておけば、犠ぎ牲せい者しやが増えるばかりです。これ以上、無関係の人間を巻き込むわけには参りません。──そうですね、エルバ」

「そうだ」決意を込こめて、エルバも発言した。「絶対に止める。八眼争覇のためってのはもちろん、これ以上犠牲者を出さないために、だ」

　するとルナも応じて、エルバに笑え顔がおを見せる。

「ま、人ならざる身の僕としては、何人死んでもあまり興味はないけれど──魔神が出てくるというのなら、全力を尽つくさせてもらう。ねえ、ボル」

　それからボルに水を向け、

「今度は一体、どの魔神が出てくると思う？」

「知るかよ！」

　お手上げ、という風にボルは触しよく手しゆを二本、天に向けた。

「この俺に言えるのは、どいつが出てきても厄やつ介かいなことになるだろうってことだけだぜ！　ゲハハ！」

「笑っていられることじゃないでしょう」

　テッキは腕うでを伸のばして、サクラの肩かたに乗りっぱなしのボルを取り上げた。そして自分の頭に乗せる。

「……とはいえ、どんな魔神が出てこようと、戦って倒たおすだけですよ。契けい約やく者しやともども、この右手で叩たたき殺して差し上げます」

　そう言って、テッキは手を持ち上げた。袖そでに隠かくれた右手を。

「テッキが言うと、なんの冗じよう談だんにも聞こえない」

　エルバは言った。するとテッキはエルバに険しい視線を送る。

「向こうは猟りよう奇き殺人犯ですよ。情けをかけてやる理由は思いつきませんね」

　と言いつつ、テッキはサディスティックな笑みを浮うかべた。

　背筋が凍こおる、ってのは今俺が感じている感覚のことなのだろうか。エルバはテッキを見ながらそう思った。







　満ちた月が、東の空から徐じよ々じよに中天に上りつつあった。

　四日後、午後八時。五十四区の公園を、三つの人ひと影かげが歩いていた。

「驚おどろくほどに人気がないな」

　先頭を歩くエルバは、周囲によく注意を払はらいながら、慎しん重ちように歩を進めていく。

「まあ、これだけ真っ暗だったら、普ふ通つうの人は怖こわくて来られませんよお」

　答えたのは、サクラだった。エルバの背後にピタリと寄り添そい歩く。もとより周囲に注意を払うタチではないので、エルバをすっかり信しん頼らいしきってくっついている。

「僕がついてきて本当に良かった」と言ったのは、しんがりを歩くルナだった。「こんな人気のない場所に二人きりで送り込んだら、エルバがサクラちゃんを襲おそいかねないものね」

　サクラは「まあ」と他人ひと事ごとみたいな声を出しただけだったが、

「ふざけんなこの野や郎ろう！」

　エルバは殺人的な視線でルナをにらみつけた。

「おまえら、そんなに俺が信頼できねえってのか！」

　怒ど鳴なりつけたが、ルナは「はっはっはっ」と笑うばかりだった。

　数時間前、二班に分かれるに当たり、カンカンガクガクの議論を交かわしてきたばかりだった。その後の調査で五十四区には公園が二つ存在するという事実が判明したため、チームを分割せざるを得なかったのだ。

　テッキとボルが北側の公園を、エルバとルナが南側の公園を担当し、敵を見つけ次し第だい戦せん闘とうに突とつ入にゆうする。各チームにファルナとサクラがつき、戦闘に突入し次第別班に伝えに行く。というのが本日の作戦の基本方針だった。特に深い考えもなく、最初はテッキ班にファルナが、エルバ班にサクラがついたのだが、

「……エルバ、暗いところで二人きりになったからってサクラを襲うんじゃねえぞ？」

　とファルナが言ったのがきっかけだった。ファルナは冗談のつもりで言ったのだが、これにテッキが異常反応した。その言葉を聞いた途と端たんエルバの襟えり首くびをつかんで、

「あなた、八眼デイアボリツク争覇パーテイの敵が現れようかというこの時に、そんなことを考えていたのですか──？」

　真しん剣けんに締しめ上げてきたのだ。

「アホか！　んなこと考えるわけねえだろ！」

　などとエルバは必死の抗こう弁べんを行ったのだが、テッキが納なつ得とくするまでにはかなり時間がかかったのだった。

「テッキの奴やつ、真剣に締め上げて来やがって……」

　ぼやいて、エルバは首もとをさすった。締め上げられた感覚がいまだに残っているような気がする。

　テッキはサクラの庇ひ護ご者しやとして強きよう烈れつな自負があるらしく、サクラの身に危険が迫せまると思った（あるいは、思い込んだ）時には、異常に強力な反応を示す。血のつながっていない相手に姉し妹まい愛を注ぐのはいいことなのだろうが、その矛ほこ先さきを向けられてはたまったものではない。

「まあまあ。大だい丈じよう夫ぶですよお」サクラが柔やわらかな視線を向ける。「私、エルバ君のこと信じてますしい。テッキの言うことなんて気にしないで」

「……ああ……」

　サクラの視線を正面から受け止めて、エルバは答えた。

　ファルナのくだらない冗談はともかくとして、サクラがかわいらしい少女であるのは事実だ。こう──人の庇護欲をかき立てる、とでも言うのか。カエデ・ニカイドウがエルバへの敵てき愾がい心しんをむき出しにしたのも頷うなずけるというものだ。敵愾心を向けられる方はたまったものではないが。

「──どうしました？」

　サクラに訝いぶかられ、エルバは慌あわてて視線をそらした。

「いや、なんでもない」

　気づかないうちに、サクラの顔をじっと見つめていたらしい。素っ気なく答え、エルバは周囲を見み渡わたした。

　人の気配は感じられない──が、ここには張りつめた空気があった。自然と、サーベルの鞘さやを握にぎる手にも力がこもる。

　エルバはサーベルをベルトから吊つるし、腰こしに下げていた。剣術道場で訓練を続けたのは、この日のためである。が、現在の自分の腕うで前まえで、未知なる敵に勝つことができるのか？

「……やってみなくちゃ、わかんねえな」

　呟つぶやいて、エルバは注意力を周囲に振ふり向けた。

　と──

「…………ん」

　最初に気づいたのは、ルナだった。小さな声を漏もらしただけだったが、すぐに反応してエルバとサクラも足を止め、ルナの視線を追う。

　耳を聾ろうするのは静かに吹ふく風の音ばかり──ではなかった。視線の先から、わずかな音が聞こえてきた。やがて、それが足音であることがはっきりしてくる。

　何者かが、エルバたちのもとを目指して、歩み寄ってきていた。

「近所の酔よっぱらいでした、なんてオチはないだろうな……」

　言いつつ、エルバは右手をサーベルの柄つかにかけた。

　道の奥から、そいつは姿を現した。月の光を背にして。その人影は男性とも女性とも見分けがつかない──が。

　妙みようなことに、背中から棒状の形をした影かげが四本、放射状に飛び出していた。




「……蝶ちよう？」

　眼前をはためく昆こん虫ちゆうの姿を見て、ファルナはつい言葉を漏らした。

　同時刻、公園の北側では、二つの人影が木立の中をさまよい歩いていた。テッキとファルナである。

「ちょっと、ファルナ」テッキがとがめる。「蝶を追ってどこかに行かないで下さいよ」

「行くかよ」ファルナは言い返す。「子供じゃないんだから」

「あら、失礼。あなた、見た目がお子様だからつい勘かん違ちがいしてしまうんですよねえ」

　口元を隠かくして、テッキは笑いをこらえるかのごとく肩かたを振るわせた。

「ちょ、なんだとこの野や郎ろう……！」

　ファルナは声を荒あららげたが、

「……チョウチョ？」

　不意にボルがテッキの袖そで口ぐちから姿を現した。

「うん」ファルナは宙のある一点を指さして、「ほら、あそこに飛んでるぜ。夜中だから、蛾がかな」

　その指の先に、一匹ぴきの蝶──もしくは蛾がひらひらと舞まっていた。

「…………」

　ボルはその大きな目玉で蝶にじっと見入っていたが、その蝶の羽にジャノメの模様を見いだすと、

「……ジャノメチョウだと!?」

　切せつ迫ぱくした声を絞しぼり出した。

「ジャノメ？」特に緊きん張ちようした様子もなく、ファルナは言い返す。「ふうん。なんか最近よく見かけるけど、──」

　さした指を、そのまま伸のばす。指先に止まれ、と差し出したのだが──

「引っ込めろ！　そいつは敵だぜ!?」

　ボルは叫さけんだ。すぐにテッキはファルナの襟えり首くびをつかみ、自分の背後に回らせた。

「どういうことです!?」

「ジャノメチョウは、あいつのトレードマークだ……！」

　言いつつ、ボルは身体からだを大きく広げて、テッキの身体を覆おおい隠すように張り付いた。自らテッキの胴どう体たいを防護する鎧よろいとなり、八本の足はテッキの両腕にまとわりつかせてテッキの腕わん力りよくの補助とする。瞬またたく間にテッキは戦せん闘とう態勢となっていた。

　ジャノメチョウはひらひらと舞い続けていたが、不意に羽を広げた格好でぴたりと空中に静止した。

「……お久しぶりじゃないノ……ボル・ボル……」

　蝶がか細い声で喋しやべったように思えた。遅おくれてファルナも腰を落とし、いつでも動けるような体勢を整える。

　蝶のすぐ後方に、紫むらさき色いろの霧きりが集まり始めた。塵ちりだ、とテッキは本能的に理解する。

　紫色の霧はひとかたまりになると、鈍にぶい光を放って、人の形を取った。

「……そして、初めまして。今回のボルの契けい約やく者しや……」

　背の低い少女は、スカートの裾すそをつまんで一礼した。

　装そう飾しよく過多、ヒラヒラとしたフリルの多い服をまとい、少女はちょこんとたたずんでいた。お人形のような端たん整せいな顔は、右目の部分だけがジャノメチョウによって隠されている。逆に、ジャノメチョウが少女の右目に留まっているとも言える。

　それの正体を理解するのに、テッキは数秒の時間を必要とした。

「……眼帯……？」

　塵の中から現れて、しかも隻せき眼がん。

　とくれば、少女の正体は明白だった。

「なるほど、なりは小さくとも、魔ま神じんというわけですか……！」

「アタシの名は幻げん影えいの魔神、ベル・ベム。お見知りおきを」

　隻眼の少女、ベルは両手でスカートの裾をつまみ、礼れい儀ぎ正しくお辞儀した。

「連続殺人の犯人はてめえかよ！」

　ファルナが指し弾だんする。ベルは頰ほおに手を当てると、

「せっかくアタシが名乗ってあげたというのに、いきなり人殺し呼ばわりとは、下品な人ネ。……人殺しをしていたのはアタシじゃないワ。アタシの契約者ヨ」

　やはり八眼デイアボリツク争覇パーテイの参加者の仕し業わざだったか、と思いつつ、テッキはその姿を捜さがした──が、周囲にそれらしい人影は見あたらない。魔神がただ一人、ぽつんと立っているだけだ。

「アタシの契約者を捜しているのネ？」

　テッキの動きから察し、ベルは先回りして言った。

「彼はここにはいないワ。もう一人、ルナと契約している子がいるでショ？　そっちの方に行ってるワ」

「……！　なんでエルバのことを知ってるんだよ！」

　ファルナが驚おどろきの声を上げる。するとベルはさもおかしそうに笑って、

「見せてもらったからネ。あなた最近、ジャノメチョウにつきまとわれたこと、なかったカシラ？」

　言われて、ファルナは目をぱちくりさせた。たしかにどこかで見かけたような──

「こりゃやられたようだな、ファルナ！」ボルが一つ目を大きく動かした。「あいつのジャノメチョウは、目代わりになるんだぜ」

「ああーッ！」

　突とつ然ぜん、ファルナが大声を出した。テッキが素す早ばやくファルナに目を向ける。

「どうしました!?」

「思い出した！　ジャノメチョウ──大学で見たんだよ！」

　数日前の記き憶おくが蘇よみがえる。あの日、大学からの帰り道、一匹のジャノメチョウがつかず離はなれずでファルナのそばをくっついてきたものだった。追い払はらうのももったいないので、蝶ちようの飛びたいがままにさせていたものだったが──

「──ってことは」ファルナは息を吞のんだ。「おまえの契約者ってのは、あいつか！」

「そういうことヨ。博物館に奇き襲しゆうをかけても良かったんだけど、魔神が二人も詰つめているとは思わなかったからネ。でも聞いてたら、そちらが自分から戦力を分断してくれるって言い出したから、ここに来るのを待ってたってワケ」

「ということは、ワタクシたちははめられたということですか……！」

　焦あせりの声を、テッキは漏もらした。

「そんなに焦ることはないわヨ？」ベルは小さく首をかしげた。「本命はあっちの方だカラ。アタシは、あなた達を足止めするために出てきたダケ。アタシの役目は、彼の決けつ闘とうの邪じや魔まになる要素を排はい除じよすることヨ……！」

　ベルの右目に張り付いていたジャノメチョウが、羽ばたきをはじめた。ベルの目から離れて宙に舞まう。

「……召喚コンタクト！」

　ベルが一声叫さけぶと、蝶がかっと光を放った。さながら、悪魔の円盤レンズのごとく。途と端たん、なにもない中空に紫色の霧が浮うかび、渦うずを巻き始める。透とう明めいな召しよう喚かん主しゆがそこにいるかのように。

「……これは……！」

　テッキが息を吞む。数すう瞬しゆんの後、巨きよ大だいな悪魔が姿を現していた。

　甲こう殻かくに覆おおわれた長い胴どう体たいに、鋭するどい鎌かまのような足が生えている。高くもたげられた顔面にはこれまた鎌の刃はを何本も集めたような牙きばが生えていて、テッキたちを嚙かみ裂さかんと昆こん虫ちゆうのような複眼で見下ろしている。

「アースクリーパーとは、また珍めずらしい悪魔を出してきましたね……！」

　鎌の射程範はん囲いから逃のがれようと、テッキはファルナとともにじりじりと後退した。

　地を這はうもの。

　見た目こそムカデに似てはいるが、鎧よろいのような堅かたい甲殻と、鋭い切れ味の鎌とを備えたその姿は、ムカデとは到とう底てい言いがたい、見るからに禍まが々まがしい悪魔だった。実物を目まの当たりにするのは、テッキは初めてだった。

　八段級に分類される悪魔である上、扱あつかいが難しいため、これを使し役えきする召喚士は滅めつ多たにいない。人間の身体からだとはかけ離れた姿をしているため、操あやつることが難しいのだ。その上、無限とも思えるような勢いで生えている足は、すべてが幻肢フアントム逆流ペインの対象となる。高い攻こう撃げき力りよくを誇ほこる一方で、反動もでかいというわけだ。

　だが、こいつは通常の方法で召喚された悪魔ではない。

「幻げん影えいの能力は、依より代しろ無しで悪魔召喚を行うことだぜ」ボルは言った。「中身のない、幻影の悪魔ってわけよ」

「……でも、ワタクシたちを襲おそう鎌は幻影ではないのでしょうね」

　テッキはそう言って、腰こしを低く落とした。

「じゃあ、こちらはこちらで始めようカシラ。ダンスの相手、して下サル？」

　ベルはアースクリーパーの頭部に飛び乗った。それに応じてアースクリーパーはより高く頭をもたげ、奇き怪かい極きわまりない鳴き声を上げた。




　どこか遠くで放たれた奇き妙みような声が、エルバの耳に届く。しかし振ふり向いている暇ひまはない。エルバの両目は、殺気を放つ前方の人ひと影かげをしっかりと捉とらえ続けていた。

　放射状の影かげに加え、目立つ点がもう一つある。その人物は、マフラーを巻いていた。マフラーの一いつ端たんは大きく垂れて広がっており、そこには「五十」という非常に目立つ文字がしっかりと書き込まれていた。

「五十……？」

　エルバは呟つぶやいた。ある事実が脳のう裏りに閃ひらめく──連続殺人の被ひ害がい者しやは、一つずつ増えていく数字をダイイングメッセージとして残していたことを。

「これはな、──」

　人影は、男の声を発した。

「俺が今までに殺してきた人数だ」

　放射状の影が動いて、男の背中から外れた。男は、放射状の形をした何かを背負っていたらしい。それを地面に下ろすと、ガチャンと金属的な音がした。

　男は腕うで組ぐみをすると数歩進み、木こ陰かげから出てきた。煌こう々こうと輝かがやく月の光が、影の中にあった男の顔を白く照らし出す。

「これはまた、意外な奴やつが出てきたもんだな……」

　男の顔には、驚おどろきの色がまじっていた。

　驚いたのは、エルバも同様だった。現れたのは、見たことがある顔だったからである──二ヶ月ほど前に、大学の実技試験会場で。

「出たな爆ばく発はつ頭！　クルト・キングスリー！」

「……久しぶりだな、エルバ・ナイトロンド……！」

　ここで会ったが百年目、とばかりクルトはすごみのある笑えみを浮かべた。

「何をしに出てきやがった！　クルト・キングスリー！　てめえの相手をしている場合じゃねえんだよ！」

　実技試験の因いん縁ねんの決着をつけるため、俺を尾び行こうして来やがったのか──はじめ、エルバはそう思った。

「……これは都合がいい……」

　しかし、クルトの態度は何か妙だった。カッカッカッカッと指で自分の肘ひじをつつきながら、エルバの隣となりにいるルナに視線を合わせる。

「魔神同どう伴はん──ということは、連続殺人に託たくしたメッセージを受け取ってくれたということだな？」

「……なに」

　今、はっきりと聞こえた。クルトがルナをして「魔神」と呼んだ声を。

　ということは──

「おまえ──まさか、おまえが八眼デイアボリツク争覇パーテイ参加者なのか!?」

「フッ」クルトは鼻で笑った。「そういうことだ。よもや貴様も参加者だったとはなあ。運命に感謝というところか？」

「なんてこった」

　エルバは呆あきれた。よりによって、次の敵はこいつか？

　一方、クルトはこの出会いを歓かん迎げいするかのように、薄うす笑わらいを浮うかべている。

「……俺は二ヶ月前、貴様に屈くつ辱じよくを味わわされた！　よもや忘れたとは言わせんぞ！」

　胸の前で組んでいた腕を解ほどき、クルトはエルバを指さした。

「忘れちまった方がお互たがいのためだと思うがな」

　そう答えつつ、エルバはサーベルを抜ぬき放った。クルトは今この場でやり合う気満々だ──ならば、売られた喧けん嘩かを買わない理由はない。

「サクラ、テッキたちを呼んできてくれ」

「わかりましたあ！」

　すぐに応じて、サクラは身を翻ひるがえし、木立の影の中へ走っていった。

「行くだけ無む駄だだぞ」

　駆かけ行くサクラに対して何のアクションも起こさず、クルトはせせら笑う。

「あっちにはベルが行っている。こっちに気を回す余よ裕ゆうはないだろう」

「ベルだって？」

　その名にルナが反応する。

「お知り合いかよ」

「まあね。六年前に殴なぐり合った仲さ」

　ルナの返答一つで、エルバはその正体を悟さとった。

「クルトの魔ま神じんか」それからクルトに向かい合い、「つまり、おまえだったんだな？　八眼争覇の参加者を呼びつける、というだけの理由で、夜の公園で殺人を繰くり返していたのは！」

「ご名答」余裕の体ていでクルトは答える。「規則性に気づいたのは、おまえたちが最初だ。よくわかったな……これを思いつくのはかなり苦労したんだぜ？　規則性が簡単にわかっちまえば、警察が介かい入にゆうしてくるからなあ」

「ふざけたことをぬかすな！」

　怒いかりも露あらわに、エルバは叫さけんだ。

「てめえ、無関係な人間を巻き込むなんて、一体何を考えてやがるんだ!?　やっていいことと悪いことがあるだろうが！」

「仕方がないだろう？　ブルティエール二百万の住人の中から、会ったこともないし名前も知らない奴を捜さがし出す方法が、他ほかにあるというのか？　我がキングスリー一族の呪のろいを解くための一石二鳥の方策でもあるしな……」

「……呪いだと？」

「まあ、そのことはいいだろう」クルトは言葉を濁にごした。「とにかく、おまえが八眼争覇の参加者だったとは実に都合がいい。俺の人生の唯ゆい一いつの汚お点てんを晴らしてくれる……！」

「なにが『都合がいい』だ。クソッタレ」

　エルバは毒づいたが、ルナは別意見のようだった。

「いや、ある意味都合がいいんじゃないの。君にしても、二つの問題が一つになったし」

「そんな問題か」

　ブラナ・ラ・モート、八眼争覇の主しゆ催さい者しやの言葉を思い出す。「私の特技は、人の運命をちょこちょこといじってやること」と。つまりは、他の八眼争覇参加者の人生と自分の人生が交こう錯さくするのも、運命とやらの一部なのだろう。

　避さけて通れない道だというのなら、その道の真ん中を堂々と歩むより他にない。

「さあ！」クルトは声を放った。「パーティを始めようじゃないか！　実技試験の時は痛い目を見たが、今度は貴様の目玉を抉えぐり出す！」

　腕うで組ぐみを解くと、人差し指をエルバに突つきつけた。その人差し指を曲げて、手首をくりっとひねる。お目々をくりぬくジェスチャーらしい。

「おまえ……」エルバはクルトをにらむ。「単身で俺たちに挑いどむつもりか？　一対二で戦おうだなんて、実技試験の時に頭でも打ったか？」

「フン！　あのあと成績一位で大学に受かって、今は快適なキャンパスライフを送っているよ！　貴様と違ちがってな！」

「ああそうかい。明日からは病院で快適な生活を送ってくれ。ルナ！」

　エルバはルナに対して胸を突き出した。

「あいよ！」

　ルナは右手を高く掲かかげると、手刀をエルバの胸に突っ込んだ。体内にて手を握にぎり、一挙に引き抜く。

　ルナの手の中には、赤く鈍にぶく輝かがやく刀身を持つ、サーベルが握られていた。

　塵ストラ器イカー──契けい約やく者しやの魂たましいの力を形とする、魔神のための武器。魔神と戦うための、必ひつ須すとなる兵器である。あくまでルナが語るところの受け売りであり、「魂の力」というのが具体的になんなのか、エルバにはよくわからなかったが。わかっているのは、塵器を抜き取られた場合、自身は悪魔を召しよう喚かんすることができなくなるという事実である。それ故ゆえに、エルバは生身で自分を守るため、剣けん技ぎを習得するという努力を重ねたのだ。

　エルバはルナからわずかに離はなれ、二人でクルトを囲い込むような位置に立った。

「そっちも抜け！　一対二でもお望みなら、決けつ闘とうを受けて立ってやろうじゃないか！」

　一対二の戦いを決闘と呼べるのかどうかわからないがな、とエルバは内心で付け加えた。もちろん、相手が一人でかかってくるからといって、こっちもルナを引っ込めて単身で立ち向かう、というつもりはまったくなかった。なんと言っても、八眼デイアボリツク争覇パーテイは殺し合いである。命を拾う為ためならば、少しでも有利な状じよう況きように自らの身を置くべきだ。

　当然、そのことはクルトもわきまえているはずである。奴やつは、この状況をして自分に有利だ──と考えているのか？　あるいは自分の実力を過大評価し、プライドに凝こり固まったただのバカなのか。とにかくどちらにせよ、油断は禁物だ。

　クルトは左手に円盤レンズホルダーを装着していた。そこから一枚円盤を引き抜ぬくと、手の中に持つ。

「召喚コンタクト！」

　クルトの周囲に霧きりがまとわりつき、悪魔の姿を構成する。影かげはみるみる大きくなり、何本も枝分かれした枯かれ木のような姿となった。その枯れ木が突とつ然ぜんにうねり、柔やわらかな動きをとり始める。一つの胴どう体たいに、いくつもの首──いや、全部で九本の首だ。

「レルネーハイドラか……！」

　エルバは悪魔の名を呼んだ。八段級に分類される、強力な悪魔である。

　さらに、ハイドラの周囲に紫むらさき色いろの霧が現れた。霧はハイドラの体表に吸収されて、まだらの模様を形作る。九つの首を持ったまだら模様の大だい蛇じやが、エルバとルナの眼前に壁かべのように立ちふさがった。

「八段級を喚よんだからって、俺がビビるとでも思うのか？」

　強大な悪あく魔まを目の前にして、しかしエルバは強気だった。頭が九つあるということは、それだけ狙ねらいがつけやすいということだ。九つの頭は、すべてが幻肢フアントム逆流ペインを引き起こす。伝説ではハイドラの首は何度でも生え替かわるということだが、二つ三つも潰つぶしてやれば、幻肢逆流を食くらってクルトは音を上げるだろう。

「おまえ──」

　ハイドラの中から、クルトの声が響ひびく。

「俺の頭を二つ三つ潰せば、幻肢逆流で参るはずだ──そう思っているだろう？」

「…………」

　心の内を見み透すかすようなクルトの言葉に、エルバはわずかに動どう揺ようした。

「宣言しよう──おまえたちは俺の首一つにすら触ふれることはできない、とな！」

　不意にハイドラは身を縮めた。

　ハイドラの目の前には、四本の剣があった。はじめクルトが背負っていた、放射状の影の正体は、これだった。背負しよい子こを改造し、複数の剣を立てて携けい帯たいできるようにしてある。

　立てかけてある剣は、妙みように柄えの部分が長い。ハイドラは、一本の剣の柄に二つの頭で嚙かみつくと、背負子から剣を抜いた。他の首もそれぞれに二本の頭で剣を抜き、高く掲げる。

　中央の首でエルバを見下ろしつつ、レルネーハイドラは四本の剣を構えた。

「これぞキングスリー流一いち牙が四よん刀とう流りゆうよ！」

　クルトは高らかに宣言した。

「二対一だと思って油断していただろう？　これで二対四だ！」

　一番左側の剣が、エルバの頭上から振ふってきた。

「ぬお──」

　頭の上にサーベルを掲げて、エルバは一いち撃げきを受け止める。二つの首から繰くり出される一撃は、エルバの両りよう腕うでで受け止められないほどではなかった。が、間かん髪はつを入れず、横よこ薙なぎの一いつ閃せんが襲おそいかかってくる。

「──くそッ！」

　退ひくしかなかった。エルバは刃はを斜ななめにして頭上の剣を滑すべらせつつ、後方に飛んだ。横から飛んできた剣は空気のみを切り裂さく。

「エルバ！」

　ルナが叫さけぶ──が、彼にできるのはちらりと視線を投げることのみ。残り二本の剣を頭上から雨あられのごとく振り下ろされて、ルナは防戦一方となっていた。素す早ばやい剣技で、じりじりと右へ左へ動いてはいるが、反撃に出るタイミングは見つからない。猛もう攻こうをしのぐので手て一いつ杯ぱいだ。

「魔神だけあって、なかなかやるじゃないか！　だが、てめえのもう一個の目玉も抉えぐり出してやる……！」

　エルバが引き下がったのをいいことに、もう二本の剣もルナへの攻こう撃げきに振り向ける。

「そいつは遠えん慮りよ！」

　全方向から剣が迫せまってくるかのような錯さつ覚かくを、ルナは覚えた。肩かた口ぐちに迫る剣をはじき返しながら後方へ飛ぶ。間合いから一気に逃のがれて、エルバのそばに寄った。

「なるほど……思い切った作戦を取ってくれるね……！」

　魔神に呼吸は必要ない──が、ルナが肩で息をしているように、エルバには思えた。ルナの立ち振ふる舞まいからは焦あせりが透すけて見える。

「そのようだな……」

　エルバも同意して、改めてサーベルを構え直す。

　八眼デイアボリツク争覇パーテイの争いには、二種類の決着がある。一つは、塵ストラ器イカーをもって敵の魔神を倒たおすこと。魔神は塵器をもってしか、倒すことはかなわない。これが正統な決着の付け方であるが、よりシンプルな方法もある──すなわち、契けい約やく者しやの方を倒すこと。契約者が死ねば、当然魔神も地上に残ることはできない。強制解放され、八眼争覇から脱だつ落らくすることとなる。

　後者の方法を採るには、契約者を守ろうとする魔神のガードをいかにかいくぐるかという方法が問題になるわけだが、「まとめて二人とも相手する」とは思い切った作戦である。一対二の不利を力ちから業わざでカバーしようというのだ。

　そして事実、クルトはエルバとルナ相手に、圧あつ倒とう的有利に立ち回っていた。

「これは厄やつ介かいだ」ルナとしても、認めざるを得なかった。「個人的には、一いつ旦たん退たい却きやくすることをおすすめするね」

「冗じよう談だんを言うな！」エルバは怒ど鳴なり返した。「俺に尻尾しつぽを巻いて逃にげろってか!?」

「気持ちはよくわかるけど」ルナは冷静に言い返す。「このままだと、尻尾以外の全身を切り刻まれて死ぬよ」

「ハッ！　こんなところで仲間割れかあ!?」

　ハイドラは二人を見下ろしながら、じりじりと近づいてきた。




　テッキとファルナは、公園の南側へ向けて走り続けていた。

　木立の狭せまさを考えれば、巨きよ体たいを誇ほこるアースクリーパーはそう簡単にはついてこれまい──そう考え、まずはエルバと合流するという道を選んだのだが──

「フフフ……そうは問屋が卸おろさないわヨ？」

　背に乗るベルは、自在に悪魔の巨体を操あやつっていた。うまいこと身をねじりながら木立の隙すき間まを抜ぬけ、テッキたちを追走する。置いていかれるどころか、徐じよ々じよに距きよ離りを詰つめつつある。大きく歩ほ幅はばを取って振り下ろすと、鎌かまがテッキのドレスをわずかにひっかいた。

「テッキ！」ファルナが叫ぶ。「こりゃ逃げ切るのは無理だぜ！」

「……そのようですね……！」

　やむなくファルナの言葉を認めると、テッキは急ブレーキをかけて半回転、アースクリーパーと向かい合った。

　好機、とばかりアースクリーパーは鎌を振り上げ、テッキの頭上に振り下ろした。

「……せいッ！」

　テッキは応じて右腕を振り上げ、頭上から降りかかるアースクリーパーの鎌に叩たたきつけた。ゴキンと音がして、吹ふき飛んだのは──

　鎌の方だった。

　湾わん曲きよくした鎌はひゅるるると回転しながら宙を飛び、立木の幹に鋭するどく突つき刺ささる。

「アラア……？」

　テッキの腕の方が吹き飛ぶことを予想していたベルは、疑問の声を漏もらした。

　その疑問に対する答えは、すぐに与あたえられた。袖そでがめくり上がって、テッキの右手が露あらわになる。いや、正確には、右手のあるべき場所に代わりにあるものが、露わになった。

　万力だった。

　右手の代わりに、巨大な万力が生えていた。

「あらアラ。ずいぶん珍めずらしいものが生えているのネ！　あなた、本当に人類の一員ナノ？」

　さすがの魔ま神じんも、これには驚おどろきの声を上げざるを得なかった。

「昔、ちょっと事故に遭あいましてね……！」

　悽せい愴そうな笑えみを浮うかべ、テッキは答えた。

「なるほど、ボルの力で重い万力を操っているのネ……？」

　ベルがアースクリーパーに視線を送る。と、アースクリーパーはさらなる鎌を振ふり上げて、テッキを左右から切り裂こうとした。

「無む駄だです!!」

　鎌はほぼ同時のタイミングで身体からだに到とう達たつする──そう見切ったテッキは、自ら大きく右に踏ふみ込んで、先に右から迫せまる鎌を叩き割った。その反動を利用して身体をひねり、わずかに遅おくれて左から来る鎌を叩く。衝しよう撃げきに耐たえきれず、こちらもはじけ飛んだ。

　しかしアースクリーパーの鎌は無限に存在する。第三の鎌がテッキの頭上を襲おそった──

「せやああーッ!!」

　その時、横手から一いち陣じんの風が飛び込んできて、第三の鎌を空中で蹴けり折った。

　ジャンピングサテュロス──ファルナの召しよう喚かんした悪魔だった。頭は山羊やぎ、上半身は人、下半身は山羊。太い下か肢しの力で尋じん常じようならざるジャンプ力とキック力を発揮する悪魔である。

　空中で鎌を蹴り折った後、そのまますっ飛んで立木に蹴りをかます。両足をたわめて反動で跳ちよう躍やく、空中で半回転しながら、今度はアースクリーパーの胴どう体たいに横から突っ込む。

「シギャアアア──ッ」

　横合いからの流星のような攻こう撃げきに、アースクリーパーは悲鳴を上げて大きく体勢を崩くずした。

「そこッ!!」

　素す早ばやくテッキが飛び込み、万力をアースクリーパーの頭部に叩き込んだ。そのまま振り抜いて太い木の幹に挟はさみ込み、頭部を叩き潰つぶす。

　もはや悲鳴を上げることもかなわず、アースクリーパーはのたうち回った。周囲の木立に身体をぶつけながら、ぐねぐねとうねる。召喚主がいれば、猛もう烈れつな頭痛を逆バツク流ワードとして浴びているところだろう。

　だが、この悪魔を喚よんだベルは、わずかに顔をしかめたのみだった。

「さすがに、頭を潰されると操れなくなるわネ……」

　万力がアースクリーパーの頭部を砕くだくより早く、ベルは頭部を蹴って空へと飛んでいた。着地の後、ぱちんと指を鳴らすと、アースクリーパーの虚きよ体たいが希き薄はくになり始める。瞬しゆん時じに紫むらさき色いろの塵ちりに戻もどり、雲うん散さん霧む消しようしていった。

　消えた塵の中から現れたのは、はためくジャノメチョウだ。ジャノメチョウはひらひらと舞まってベルのもとに戻ると、閉とざされた右目に張り付いてもとの眼帯となった。

「まあまあやるわネ？　さすがは、魔神と契けい約やくした人間だワ……」

　いまだに余よ裕ゆうを見せるベルは、さも面おも白しろげに含ふくみ笑いを漏らした。

「ボル！」

　テッキが一声叫さけぶ。ボルは応じて、自らの身体を変異させた。一いつ旦たん触しよく手しゆを解ほどいてテッキの右手に這はい登ると、触手を四本ずつまとめて上下に伸のばし、弓の形状へと姿を変えた。

「はああ……ッ！」

　気合いを放つと、テッキの胸の前に緑色の塵が収束し、矢の形となって具現化した。ボルの塵ストラ器イカーだ──塵器がはっきりとした輪りん郭かくを取ったところで、テッキはそれをひっつかみ、弓につがえた。途と端たんに弦つるが現れ、テッキは弓を引き絞しぼった。矢の先をベルに向ける。

「次はあなたの番ですよ……！」

「怖こわい目だこと……ウフフ」

　ベルは一歩斜ななめに退ひいた。それを見てテッキは狙ねらう先をわずかに動かす。

「今日のところは、あなた達を足止めしに来ただけヨ。あなた達を叩き潰すのは、ルナの方を潰してから。……あなた達、手を組むだなんてちょっと卑ひ怯きようじゃないノ？」

「どうとでも言いなさい」テッキは答える。「ワタクシたちは、共通の目的があるからこそ手を組んでいるのです」

「本当カシラ？」ベルはくすくす笑う。「今は目的が共通しているからといって、将来に亘わたってそのまんまとは限らないと思うケド」

「……なにが言いたいのです？」

「八人の魔神と八人の契約者は殺し合うさだめにあるのヨ。それは魔王が決めること。あなたはいずれ、ルナとも戦うことになるハズ。……手を打つなら早いほうがいいワ」

「……テッキ？」

　ファルナの山羊の頭が、テッキを見つめる。

　一いつ拍ぱく間をおいてから、テッキは答えた。

「離り間かん策さくのつもりですか？　ワタクシたちがコンビを組んでいるのが、よほどイヤらしいですね……！」

　さらに弓ゆ弦づるを引き絞り、狙いをつける。

「とにかく、あなた達と戦うのはまた今度。十分に時間は稼かせいだワ……これだけあれば、向こうはケリがついてるはずヨ。それじゃあネ」

　ベルは軽く手を振ると、地を蹴って後方の茂しげみに身を隠かくした。

「待ちなさい！」

　咄とつ嗟さにテッキは矢を放った──が、矢は茂みに突つっ込んでガサガサと音を立てたのみ、手て応ごたえはなかった。

「どうよ！　追うか!?」

　ボルの声にテッキはわずかに考え込んだが、

「……よしておきましょう」

　テッキは右手を下ろした。合わせて、ボルは触手をだらりと垂らして、テッキの肩かたに乗る。

「今はエルバの方が心配です。そう簡単に死ぬようなタマではないと思いますが……」

「だったら、急がなきゃ！」

　悪あく魔まを解放したファルナが、テッキの袖そでを引っ張る。

「そうですね……！」

　促うながされ、テッキはファルナとともに夜の闇やみの中を駆かけ始めた。




　足あし下もとを薙なぎ払はらう鋭するどい一いつ閃せんに、エルバは一いつ瞬しゆん反応できなかった。

「くうッ!?」

　素早く足を引っ込めたつもりだったが、わずかに遅おそかった。剣けん先さきはズボンの裾すそを裂さき、すねの皮ひ膚ふにまで届き、わずかながら血が噴ふき出す。

「エルバ!?」

　ルナの声に、エルバは顔をしかめつつも、

「大だい丈じよう夫ぶだ！」

　ハイドラの横に回り込んで、胴どう体たいに斬きりつけようとした。ハイドラを傷つけるため、そしてハイドラの紋様クリプトを読むために。

　紋様とは、悪魔の虚きよ体たいを構成する塵ちりがいかように配列されているかというパターンを示すものである。魔神はこれを読む力──紋様クリプト解析アナライズの能力を備えており、紋様解析してはじめて紋様アンチクリプト破壊ストライクを行うことができる。塵器による必殺の一いち撃げきを放つことにより、悪魔の虚体を一瞬で破は壊かいするのである。

　紋様解析を行うためには、相手の虚体を傷つけ、崩くずす必要がある──できるだけ多く。

「話にならんな！」

　しかし、そのことはクルトも重々承知している。エルバのサーベルを剣で受け止めると同時に、別の剣でエルバの肩口に切りつけた。

「……クソッ！」

　エルバは軽々と攻こう撃げきを避さけた──が、それはそもそも踏ふみ込みが浅いせいだった。死角から剣が飛んでくるかと思うと、どうしても足が重くならざるを得ない。半はん端ぱな攻撃を悔くやみながら、エルバは大きく退く。

　生暖かい汗あせが噴き出るのを、エルバは感じていた。時間経過とともに、汗の量はどんどん多くなっている。エルバの剣もルナの剣も、全然ハイドラに届かない。勝てる気がしない。

　絶望感が徐じよ々じよに募つのりつつあった。

「エルバ、このままでは消しよう耗もう戦せんだ！」

　ルナが叫さけぶ。残念ながら、その言葉の正しさを認めざるを得なかった。

　魔神の身体からだも塵によって構成されている。悪魔とは違ちがい、核コア紋クリ様プトと、それを守る複数の紋様によって自らの身体を作り出しているため、そう簡単に破壊されることはない──が、ルナの持つ塵ストラ器イカー、サーベルはそうでもない。敵の攻撃により粉ふん砕さいされる可能性は大であり、そのような事態が発生すればルナの戦力は大いに殺そがれることとなる。

　事実、ルナの振り回すサーベルは、赤い霧きりの尾おを引いている。何度も敵の攻撃を受け止めたことで、形を保つことができなくなりつつあるのだ。

　いっそ思い切って突とつ撃げきし、渾こん身しんの一撃に賭かけるか？

　いや、それはあまりに分の悪い賭けだ。ハイドラの四本の剣をかいくぐって、必殺の一撃を叩たたき込むことができるか？　そう自問してみて、かなり難しいだろうと自答する。

　賭けではダメだ。エルバの抱かかえる大目的──父の仇かたきを捜さがし出し、復ふく讐しゆうを遂とげるその日まで、死ぬわけにはいかないのだ。

　とあれば、ここで取るべき行動はただ一つ──

　撤てつ退たいする。

「畜ちく生しよう、仕方ねえ！　ルナ、ちょっと耐たえてくれ！」

　言いつつ、エルバは横手に目を振ふり向けた。そこには花か壇だんがあり、季節の花が整列して咲さき乱れている。誤って人の足が入るのを防ぐため、等とう間かん隔かくで杭くいが打たれ、その間にはロープが張り巡めぐらされていた。

　エルバは素す早ばやくサーベルを振り回すと、二ヶ所でロープを切断した。ロープの両りよう端はしに杭が結びつけられている、という形にして、ロープを引っ張り杭ごと引き抜ぬく。すぐさま頭上で回転させ、即そく席せきの投とう擲てき武器としてハイドラに投げつけた。

　巨きよ体たいであるが故ゆえに、ハイドラはこれをかわすことができなかった。首三本にまとめて巻き付き、杭が遠心力で回転して締しめ上げる。ただしその力は弱く、ハイドラにダメージを与あたえるほどのものではない。

「ハ！　絶望してトチ狂くるったか……！」

　余よ裕ゆうの声を上げたクルトだったが、

「……なんだと!?」

　その声はすぐに驚おどろきに変わった。

　ハイドラの三本の首がロープに巻き取られ、動けなくなっていた。まるで透とう明めいな手がロープを押さえつけ、それでハイドラの首を縛しばり付けているかのようだった。

　ロープを凝ぎよう視しして、はじめてクルトはその正体に気づく。

「これは……能力逆流スピンオフか!?」

　ロープは、赤い霧をまとっていた。赤い霧が、ルナの魔神の力──氷結能力を発現させている。氷結能力とは、物体を空中に固定させる力。その力で、ハイドラは縛り付けられていた。

　非常にせこい使い方だ、とエルバは自覚していたが、この際背に腹は換かえられない。

「ルナ！　逃にげるぞ！」

　エルバは声を投げた。一瞬、動きを封ふうじたハイドラに逆にとどめをさせないかとも思ったが、ハイドラはその場から動けないだけで、まだ二本の剣けんを振り回すことができる。ここで突つっ込んで返り討うちに遭あったらギャグだな、と気がついて、エルバはハイドラに背を向けた。

「はいよー、っと」

　ルナは素直に従い、先を行くエルバのあとを追った。

「待て！　貴様、逃げる気か──！」

　ハイドラは身をくねらせ、ロープからすり抜けようと必死の努力を続けていたが、脱だつ出しゆつするにはまだ時間がかかりそうだった。クルトの不本意そうな声を背に、エルバとルナはどんどん距きよ離りを離はなしていった。

「畜生……！　逃げなきゃなんねえとは……！」

　不本意なのは、エルバも同様だった。だが、今は逃げるより他ほかにない。

「仕方ないさ。今は逃げて、捲けん土ど重ちよう来らいをはかるよりないよ。勝てそうもない相手に特とつ攻こうするのは愚ぐの骨頂、って悪あく魔まの掟おきてでも定められているし」

　ルナが慰なぐさめの言葉をかけてくる。そうするしかない、と頭でわかってはいたが、それでも完全に悔くやしい思いを振り捨てることはできなかった。

「……エルバ……！」

　やがて、前方からエルバの名を呼ぶ声がした。少しして、テッキ、サクラ、ファルナの影かげが見えてくる。彼女らの姿に安あん堵ど感を覚えながら、エルバはさらに走る速度を上げた。
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　　深夜の公園にて殺人未み遂すい──連続殺人犯、逮たい捕ほか？




　警察は、昨日夜十一時頃ごろ、ワイリー・コ・スピアなる男性を、殺人未遂の現行犯として逮捕したと発表した。容疑者が昨晩、五十四区の公園を歩いているのを、警けい邏ら中の巡じゆん査さが発見して職務質問したところ、男が懐かい中ちゆうに血の付いた刃は物ものを隠かくし持っているのを発見し、拘こう束そくした。その後周辺を捜そう査さしたところ、近所に住む紡ぼう績せき工場勤務の男性、アラン・フィッシャー氏が公園内で血を流して倒たおれているのが発見され、警察はコ・スピアを殺人未遂の罪で現行犯逮捕した。

　この一ヶ月ほどで連続して三件、ブルティエール各地の公園で連続殺人が発生しており、警察は事件との関連性を調べているが、コ・スピアは容疑を否定しているという。ある警察幹部は「警察は慎しん重ちように裏付け捜査を進めている。コ・スピアが犯人であると実証されれば、一ヶ月の間ブルティエールを覆おおっていた黒い影が振ふり払はらわれることとなる」と語っている。







「ちょ……なんですかこれは！」

　それが、新聞記事を読んだテッキの第一声だった。

　翌朝、バベルハイズ自然史博物館。博物館職員の朝は、みんなで一いつ緒しよにラウンジにて朝食を摂とることから始まる。テッキ、サクラはもちろんのこと、新参者のエルバとファルナもこの習慣に倣ならうことにしていた──最後に姿を現すのはエルバと決まっていたが。

　エルバ以外の三人の出てくる順番は日によってまちまちだった。この日、三番目に現れたのはサクラだった。庭の家庭菜園の野菜に水をやって、室内に戻もどってきたところに、テッキの甲かん高だかい声を聞いたのだった。

「……朝から大きな声を出さないで下さいよ……」

　外を一ひと巡めぐりしてきたとはいえ、サクラはまだ完全に目覚めているわけではなかった。あまり呂ろ律れつの回っていない口で、不満を述べる。

「これが声を出さずにいられますか！」

　興奮を隠そうともせず、テッキはサクラに新聞を投げ渡わたした。

　不思議に思いつつ、サクラは新聞に目を通す。問題の記事を見つけ、読むと──

「……なんですって……」

　多量に残っていた眠ねむ気けが、一時に吹ふき飛んだ。

「連続殺人犯が捕つかまった……!?」

　顔を見上げて、初めてサクラは気づいた。テッキもファルナも一様に、朝の食事時とは思えない深刻な顔をしていることに。

「そうなんだよ」

　と声をかけたのは、庭から大窓を経由してラウンジに入ってきたルナだった。こんな時でも彼はあくまでマイペースである。

「最初に気づいたのは僕だったんだけどねえ。なんか、えらいことになっているみたいだね」

「というかあ」サクラは言い返す。「連続殺人を行っていたのは、クルト・キングスリーではなかったのですか？　昨日の晩、エルバ君にすごい勢いで告白したんでしょ？」

「そのはずなのですが」

　テッキは神しん妙みような表情で頷うなずいた。

　昨晩エルバはテッキたちと合流した後、起きたことすべてを語っていた。三人とも、事情は完全に把は握あくしている。

「本日は、クルトの告白を警察に訴うつたえるべきか、クルトが犯人だということを警察が信用してくれるかどうか、皆みなさんに相談してみるつもりでいたのですけれど……警察がこのような動きに出るとは、予想外でしたね」

「第一、この捕まった野や郎ろうってのは何者なんだよ。ウソッパチにもほどがあるだろ」

　ファルナが口を挟はさむと、テッキは考え込んだ。

「……なんとも言えませんね……。単なる誤ご認にん逮捕なのか、あるいは──」

　その場に沈ちん黙もくが落ちた、ちょうどその時。

「…………よう」

　ラウンジ奥からエルバが姿を現した。

　苦虫をかみつぶした顔──というか、今まさに苦虫をしゃぶっているかのような、ひどい顔をしていた。

「ちょ……どうしたんですか、エルバ」

　あまりの顔に、テッキが声をかける。

「いや、別に？」

　ギラリ、という擬ぎ音おんが今にも出てきそうな笑えみを、エルバは浮うかべた。

「この俺が、クルトに負けたってくらいでがっくり来るような人間に見えるのか？」

　と言うエルバの声は、たしかにがっくり来てはいなかった。どちらかといえば、ブチ切れ寸前の人間の声っぽい。

「……朝から血圧、高そうですね」

　テッキは素す直なおな感想を口にした。

「えーと、──」サクラはエルバに新聞を手渡した。「それより、大変なんですよ！　これを見てください」

　エルバの目は、「俺がクルトに負けたことより大変なことがあるのか？」と語っているような気がしたが、それでもサクラは強ごう引いんにエルバの手の中に新聞を押し込んだ。いやいや、という感じでエルバは紙上に目を落としたが──

「…………！」問題の記事を見つけた途と端たん、目をしばたたいた。「なんだこりゃ！　どういうことだ!?」

「ワタクシたち、それを議論しているところでしたのよ」

　テッキは言って、ため息をついた。

「議論したところで埒らちが明きませんけれどもね。ワタクシ、フィールディングに話を聞きに行こうと思いますので、詳くわしい事情はそれまで待って下さいな」

「……それは……そうだな」

　言って、エルバはしばらく黙だまり込んだ。

　頭が冴さえて、新聞記事の意味がじっくりと染しみこんでいく。

　心中で燃えている怒いかりの炎ほのおに、油が注ぎ込まれたような気分だった。昨晩のことを思い出すたびに、悔くやしさやら怒りやらで頭がおかしくなりそうだというのに。

　力で敵かなわないことを悟さとり、敵前逃とう亡ぼうを強しいられた。正しい判断だった、と今でも思う──が、正しいことと納なつ得とくできることとは別の問題だ。

　俺はクルトから逃にげなきゃならなかった。

「なんとしても」自然と言葉がこぼれていた。「あの野郎に勝たなきゃならない。というか、なんとかして奴やつの鼻っ柱を折ってやらないことには、気が済まねえ。俺は、あの野郎をぶっつぶす方策を探す。今は思いつかねえが、絶対にどうにかしてやる」

　怒りにかられつつも、エルバの目はあくまで現状を見み据すえていた。二対一でやり合ったというのに、こちらは圧あつ倒とう的な不利を強いられた。奴がハイドラを召しよう喚かんした時点で、こっちの作戦負けだった。ハイドラ対策を立てなければ、再びまみえたところでまたもや敗北を喫きつすることになるだろう。

「気をつけて下さいよ、エルバ」テッキは注意を促うながした。「一つ言っておきましょう。キングスリーという一族は、バベルハイズと同じく、魔ま王おうの瞳ひとみの守護者の一族です」

「……なんと」

　エルバは驚おどろきを隠かくさなかった。

「道理で、八眼デイアボリツク争覇パーテイの開かい催さい年次を知っているはずです。キングスリー一族は守護者としての任務を遠い昔に捨てたと聞いていましたけれど、知識だけは伝わっているようですね」

「任務を捨てた？」

「ええ。魔王の瞳を守っていた八家のうち、三家は八眼争覇開始時に滅ほろび、残りの五家も、何度も八眼争覇を繰くり返すうちに滅んだり、任務を放ほう棄きしたりしていきました。今も任務遂すい行こうのために活動しているのはワタクシだけですよ。とはいえ、キングスリー家は優ゆう秀しゆうな召喚士、悪あく魔ま剣けん術じゆつ士しを輩はい出しゆつしてきたことで、一いつ般ぱん的にも有名な一族でした。家か督とくがことごとく薄はく命めいで、滅んだと聞いていましたけれど」

「滅んでいなかったようだな」

「倒たおすのは一ひと筋すじ縄なわではいかないでしょうね。強敵ですよ」

「守護者の一族だろうが何だろうが、知ったことか。あの野や郎ろうが喧けん嘩かを売った、だから俺が買ったんだ。ここまできたら八眼争覇も関係ねえ、俺はあの爆ばく発はつ頭をぶっつぶす！　それだけだ」

　あまりの語気の強さに、テッキですら目を丸くするほどだった。

「……そうですか。昨晩の敗北ごときであなたがヘコんでいたら、この万力でぶん殴なぐって活を入れてやるつもりでしたが、必要なかったようですね」

　テッキはにやりと笑い、右手を露あらわにした。黒く魁かい偉いな二つの鉄てつ塊かいによって構成された、巨きよ大だい万力を。

　これにはさすがに、エルバも顔色を青くした。

「もう、誰だれだよ。こいつの右手に、よりによって万力なんかをはめたのは」

「ワタクシ自身ですよ。ワタクシが望んで、この万力をはめたのです」

　エルバはますますげっそりした。

「マジか。何でまたそんな恐おそろしいことをする」

　問うと、テッキの表情はみるみる怒りに包まれていった。思わずエルバは一歩引く──が、その怒りはエルバに向けられたものではなかった。なにか、過去のことを思い出しているような──

「──昔の話ですよ」

　短くテッキは呟つぶやいた。顔つきをすぐに元に戻もどす。

「いずれあなたに教えてあげる時もあるかもしれません。でも今は、目の前の敵です」

「そうだぜ」ファルナが言った。「あたしもやるぜ、エルバ。具体的にどうする？　何でも手伝うぜ」

　申し出たが、テッキは素す早ばやくたしなめた。

「あなたは大学があるでしょう。そっちが優先です」

「……ちっ。こんな時までンなこと言うのかよ」

　ファルナは舌打ちした。

「いや、ファルナ」エルバはファルナを指さした。「おまえには重要なミッションを命じる。大学に行って、クルトの野郎をしっかり監かん視ししてこい。妙みような動きをしていないかどうか、観察してくれ」

　エルバに命じられると、ファルナは顔を明るくした。

「……めんどくせえけど、エルバの頼たのみってんなら、大学に行ってやらなきゃなんねえなあ」

　ファルナの扱あつかいはこうするんだよ、とばかりエルバはテッキにウィンクを投げた。

「やれやれ」

　テッキは肩かたをすくめた──が、その表情は厳しくはなかった。







　ブルティエールの十一区──総そう督とく府がすぐ鼻の先にあるという位置に、総督府にはやや劣おとるがそれでも立派な建築物が建っている。ドース連れん邦ぽう軍警察の本庁舎である。二百年の昔からブルティエールの中心に腰こしを下ろす、由ゆい緒しよある建物だ。もちろん、二百年の間何度も増改築を繰り返した結果、かなり奇き怪かいな構造になってしまってはいるが。

　悪魔犯罪対策部がある二階の長い廊ろう下かは、朝から幾いく人もの制服姿、あるいはスーツ姿の警察官が忙いそがしそうに行き来している。そんな中に、剣けん吞のんな気配を振ふりまきながら早足で歩く二人の警官がいる。

「君の捜そう査さに対する熱意はよくわかる。わかるが……」

　前を行くのはフェルデス警部。悪魔犯罪対策部に所属する、三十代後半の人物だ。つい先日、デーモンヘイターと呼ばれる通り魔を取り押さえようとして返り討うちに遭あい、数日間の入院から出てきたばかりである。入院といっても症しよう状じようは逆バツク流ワードによる数日分の記き憶おくの欠落であり、実際に受けた怪け我がといえば擦すり傷程度にすぎない。今は既すでにピンピンしている。

「冗じよう談だんではありませんよ！　一体どうなっているのか、納なつ得とくできる説明もなしに手を引けとは……！」

　フェルデスのすぐ背後に張り付いて声を荒あららげているのは直属の部下、フィールディング警部補だ。二十代後半の背の高い好青年であるが、今彼の顔は怒いかりに歪ゆがんでいる。場所柄がらをわきまえ、声量は極きわめて小さく絞しぼっているものの、今にもフェルデスに嚙かみつきそうな勢いだった。

　二人はたった今、上司マーシャル大たい佐さに呼ばれて指示を受けたばかりだった。君たちの捜査している連続殺人事件の犯人が捕つかまった。この件の窓口はブレイナン警部に一本化するので、彼に資料を引き渡わたした後、別件に取りかかるように──とのことだった。

「ばかばかしい。あの男が犯人だなんて、そんな馬ば鹿かな話がありますか。コ・スピアは何度か私が逮たい捕ほしたことがあります。窃せつ盗とうを繰くり返すだけのせこい泥どろ棒ぼうで、人を殺す度胸なんて持っちゃあいない。持っていたとかいう刃は物ものだって、どこかの家で盗ぬすんだのを、その帰り道たまたま捕まっただけですって」

「それはどうだろうな」

　しかし、フェルデスは懐かい疑ぎ的な態度を崩くずそうとしなかった。

「人間、そうせざるを得ないという環かん境きように放ほうり込まれると、そうしてしまうものだよ──それが自分にそぐわない行動であるとしても。君のその言葉だけでは、弱すぎる」

「しかし、……！」

　なおも強きよう硬こうな態度を見せるフィールディングに、フェルデスは鋭するどい視線を投げた。

「やめておきたまえ、上の方針に異を唱えるのは。にらまれるぞ」

「何を言うんですか。私は別に、──」

　言い返そうとして、フィールディングは言葉を切った。廊下の正面から、よく知っている二人の男が歩いて近づいてきたからだ。

「よおフィールディング！　朝から元気そうだな！」

　下品な大声でボンダーマンが言うと、隣となりに控ひかえるスパーキンがイヤミな声を出す。

「こんな早くから大きな声を出していると、一日持ちませんよ？」

　いつの間にか大きな声を出していたのか、と自省をしつつ、フィールディングは太りすぎ、瘦やせすぎの警官コンビをにらみ返した。こいつらはブレイナン警部の部下であり、すなわちこいつらが連続殺人事件の担当となるのだ。今まで共同でやっていたのが、フィールディング側だけが外される、というのが正確だが。

「不服そうなツラしてんなあ？　マーシャル大佐から話を聞いたのか？」

　ニヤニヤ笑いを浮うかべながら、ボンダーマンはフィールディングを挑ちよう発はつする。

「仕方ないでしょう。コ・スピアを逮捕したのは私たちですからねえ。上も、そこのところを評価してくれたのでしょうよ」

　くっくっくっ、とスパーキンは相手に聞かせるように嫌いやな含ふくみ笑いを立てた。

「どういうつもりだ……！」

　フィールディングは声を押し殺しつつ、しかし激しい調子で言い返す。

「コ・スピアが犯人であるわけがない！　貴様ら、どんな手を使った!?」

「おいおい。心外なことを言ってくれるじゃねえか。俺たちがコ・スピアをメリケンサックでぶん殴なぐって無理矢理吐はかせたってかあ？」

　ボンダーマンは大声でひとしきり笑った──が、不意に表情を険しくするとフィールディングの眼前に迫せまり、

「なめたことぬかしてんじゃねえぞこの野や郎ろう！」

　鼻先で怒ど鳴なりつけた。

　もちろん、その程度のことで引くフィールディングではない。廊下に一いつ触しよく即そく発はつの空気が流れる。

「ちょ、な……やめたまえ……！」

　フェルデスが制止の声を投げるが、二人とも聞きやしない。

「……すいませんが……」

　ところがその時、無関係な声が割り込んできた。さすがにフィールディングもボンダーマンも身を引き、その声の主を見やる。

　そこに立っていたのは、目の細いスーツ姿の青年だった。一いつ瞬しゆん私服の刑けい事じかとフィールディングは思ったが、顔立ちは柔にゆう和わで体つきは細く、どうも違ちがうようだ。髪かみは銀ぎん髪ぱつでわずかにカールしており、これも警察官の髪型とは言えない。

　青年の姿を見た途と端たん、ボンダーマンは満面の笑えみを浮かべた。

「おや！　パラドール様じゃねえですか。こんなところにいらっしゃったんですか」

　一瞬の転身に、フィールディングは驚おどろきの声を上げるところだった。もみ手をしながら年下の青年にすり寄り、へつらうような笑顔を見せる。肥満体のボンダーマンの尻しりに、激しく左右に振ふられる尻尾しつぽが見えるかのようだった。

　青年はボンダーマンを下がらせると、フィールディングと向かい合い、自己紹しよう介かいをした。

「どうも、こんにちは。僕はルシアン・パラドールという者です」

　ルシアン・パラドール！

　思わず、フィールディングは叫さけんでしまうところだった。

　パラドールといえば、ドース連れん邦ぽうの首長、総そう督とくの姓せいである。現総督のホアキン・パラドールには一人息子むすこがあると聞いていたが、よもやこんな場所でお目にかかるとは夢にも思っていなかった。

「パラドール様ですか！」

　フェルデスもまた驚きの声を上げ、ボンダーマン同様へつらいの笑みを浮かべた。

「これはこれは、本日はどちらにご用で？　どちらへなりと案内いたしますが……」

「ご丁てい寧ねいに、ありがとうございます」

　ルシアンは一礼した。意外にも腰こしは低く、その所作は丁寧極きわまりない。

「でも、結構です。本日はマーシャル大佐に話を伺うかがいに来ただけですので。用事はもう済んでいますよ」

　それから、フィールディングに視線を移す。

「フィールディング警部補ですね？」

「は……はい。その通りです」

　突とつ然ぜん話を振られたことにためらいを覚えつつ、フィールディングは直立した。

「マーシャル大たい佐さから話は聞いていますよ。将来が嘱しよく望ぼうされる優ゆう秀しゆうな若手警察官だとか。連続殺人の捜そう査さに当たっていた、ということも聞いています」

　当たっていた──という言葉にフィールディングは引っかかった。捜査から外されたことまで、総督の子息はご存じなのか。

　そして、ルシアンはさらに驚くべきことを口にした。

「あなたの能力が、他の事件に対する時にも発揮されるであろうことを期待していますよ。まだ幼い妹や弟たちを一人で養っているそうではないですか？　今は苦しくとも、地道な努力を重ねていれば、報むくわれる日はいつか来ます」

「…………！」

　フィールディングは口も利きけないくらいに驚いた。

「……さて」ルシアンはフィールディングから目を離はなし、「僕はおいとましますよ。お騒さわがせしたようで、失礼しました」

「お帰りでいらっしゃいますか！」フェルデスがしゃしゃり出た。「お送りいたします！　馬車はどちらに？」

「いえいえ、本日は散歩がてらに参りました。帰りも徒歩で帰りますよ」

「それはいけません！　パラドール様の身になにかあったら大変です……！」

「いえいえいえ、あなたの気にすることではありません……」

　フェルデスにまとわりつかれながら、ルシアンはその場を立ち去っていった。

「いいことを教えてやる」ボンダーマンは言った。「ルシアンさんから直接指示があったんだとよ。俺たちを連続殺人の担当にしろってな」

「地道な努力を重ねていれば報われる、とは良い言葉ですねえ。くっくっくっ。それでは」

　言いたいことだけ言うと、二人もそのまま歩き去ってしまった。

　フィールディングは──

「……なんだと……？」

　ボンダーマンたちの言葉など、上の空だった。今いま更さらながら、汗あせがドロドロと流れてくる。

　その原因は、ルシアンの言葉だ。表向きはフィールディングを気き遣づかう言葉にも思えたが、その真意は違うところにある。

　これ以上連続殺人の捜査に首を突つっ込んだら、おまえの弟、妹たちがどんな目に遭あうと思う？

　無言のうちに、ルシアンははっきりと語っていた。細い目をうっすらと開けて。

　気づかないうちに、得体の知れない力に迫せまられている──フィールディングはそう感じざるを得なかった。連続殺人はたしかに大事件ではあるが、そこに総督の息子がしゃしゃり出てくるとはどういうことなのか？

　わかることはただ一つ──自分には知り得ない何らかの事情が、どこか手の届かないところで働いているということだ。

　結局のところ、言われるがままに捜査から手を引くしかないのか──？

　フィールディングは両親を既すでに亡なくしており、まだ無力で幼い弟、妹たちを養う身だった。両親の形見であり、フィールディングにとっては大事な宝である。それは同時に、急所でもあるということだ。弟、妹たちのことを槍やり玉だまに挙げられると、俺はこうまで動けなくなるのか──その事実に、フィールディングは打ちのめされた。

　テッキの姿が脳のう裏りに浮うかぶ。逮たい捕ほ者しやが出たという話を聞けば、彼女は話を聞きに来るだろう。その時、どんな顔をして会えばいいのか？

　自問してみたが、答えはまったく思いつかなかった。




　フェルデスを振り切ったルシアンは、ただ一人で街路を歩いていた。特に護衛をつけるでもなく、単独で行動している。さほど目立つ格好ではなく、完全に群衆の中の一人として埋まい没ぼつしていた。

「……しかし、この辺は本当に人が多いですね」

　混み具合に嫌いや気けがさして、人気のない公園を横切るルートを選せん択たくし、住宅街方面へ抜ぬけようとする。はじめは単なる木立と休きゆう憩けい用のベンチがあるだけの光景が続いていたが、やがて住宅街よりになると遊具や砂場の類たぐいが増え、遊ぶ子供達の姿も散見されてくる。おそらくは近所の住人なのだろう。

「……どういうつもりだ」

　その時横手から、場にそぐわない男の声がした。

　ルシアンは立ち止まり、しかし視線は前方に向けたまま、答える。

「どういうつもりとは、どういうことでしょう」

「何故なぜ殺人犯をでっち上げたんだ、と聞いている！」

　ルシアンは身体からだごと向き直り、その男と相対した。

　詰つめ襟えりの服に、白い首巻き。長く垂らされた一いつ端たんには、「五十」の文字が描えがかれている。

　クルト・キングスリーが、ベル・ベムをすぐそばに従えて立っていた。

「やあ、こんにちは。お嬢じようさん。相変わらずかわいらしいですね」

　ベルの視線と高さを合わせるべく、ルシアンは膝ひざに手をつき軽くしゃがみ込んだ。

「こんにちは、ルシアン。お世辞でもうれしいワ」

　応じてベルも、スカートの裾すそをつまみ上げて一礼する。

「俺の質問に答えろ！」

　声を荒あららげるクルト。胸の前で腕うでをかっちりと組み、右手人差し指は凄すさまじい勢いで自分の肘ひじを連打している。見るからにいらついていた。ちょっとつつくだけで暴発しかねない雰ふん囲い気きを発している。

　しかし、ルシアンは非難の視線を投げ返した。

「無ぶ粋すいなことを言いますね。挨あい拶さつくらいさせてくれてもいいでしょう」

　軽く髪かみをかき上げてから、言葉を続ける。

「簡単に言うと、あなたがしくじったせいですよ」

「しくじっただと？　それは、あの腰こし抜ぬけ野や郎ろうが逃とう亡ぼうするなんて信じられんことをしたからだ。それを予見できなかったことを油断と言うのなら、まあ俺は油断していたんだろう。だが、そのわずかな油断さえなければ、俺は勝っていた！」

「逃にげられた、というのが最大の失敗ですよ。顔を見られたんですからね。向こうが君を警察に訴うつたえるという手に出たら、面めん倒どうなことになるでしょう。だから、いったん連続殺人を打ち切った方がよいと思ったんですよ」

　ルシアンの言葉に叱しつ責せきの色はまったくない。あくまで口調は柔やわらかく、教え諭さとすという調子だ。

「連続殺人の規則性も途と切ぎれてしまった！　これじゃ、他の魔ま神じんをおびき寄せることができないだろう」

「一応、身代わりは立てておきましたけれどもね。しかし既に魔神を二人発見したことだし、この手段で敵を捜さがすのはここらで打ち止めにすべきです。他の魔神については、さしあたりあの二人を倒たおしてから考えればいい」

「そうよネ？」ベルが言う。「でもこの人、やたらと自分のやり方にこだわるんだモノ。頭が固くて参っちゃうワ」

「黙だまれ」クルトはベルを見下ろす。「俺には俺のやり方がある。それだけのことだ」

　大きく息を吐はき出し、クルトは心を落ち着けた。肘をつつく指がピタリと止まる。

「まあ、いいだろう。こうなった以上はおまえの言う通り、目の前の敵から潰つぶしていくべきだな。まずはエルバ・ナイトロンド、憎にくんでも飽あき足りないあの野郎から血祭りだ。五十一人目にしてやる」

「そうそう、その調子です」ルシアンは笑った。「頑がん張ばって下さいよ。八眼デイアボリツク争覇パーテイはスムーズに執しつ行こうされなければなりませんからね。……もうよろしいですか？」
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　クルトは頷うなずいた。それを受け、ルシアンは公園出口の方へと去っていった。

　その後ろ姿を、友好的とは言えない視線でクルトは見送る。

　大学に行くか、と身を翻ひるがえそうとしたその時、出鼻をくじくような衝しよう撃げきがクルトの足あし下もとを襲おそった。

「ム？」

　子供だった。子供が、クルトの足に身体ごと激げき突とつしていた。走るのに夢中になって前を見ていなかったのだろう。土つちぼこりまみれの少年は、ものの見事にクルトにはねかえされ、その場に尻しり餅もちをついた。

　クルトは自分のズボンを見た。泥どろがべったりとついており、簡単には取れそうにない。

　無表情を保ったまま、クルトは少年を助け起こし、語りかけた。

「少年」クルトは少年に語りかけた。「誰だれかに連れられて公園に来たのかな」

　少年は目をぱちくりさせたが、すぐに首を横に振ふった。

「一人で遊んでいるのか」

　次の質問に、少年は縦に首を振った。

「なるほど。誰もいないわけだな──」

　満足そうに頷くと、クルトは少年の後頭部を左手で捕つかまえ、伸のばした右人差し指を少年の右目に突つっ込んだ。

「…………!?」

　少年は声を上げることもできなかった。

　クルトは眼がん窩かの中で指を折り曲げると、くりっとひねって引っこ抜いた。しかるのち左手を離はなすと拳こぶしを固めて、殴なぐり飛ばす。少年の身体は軽く宙を舞まい、地面に叩たたきつけられた。

　クルトは握にぎった右手を胸の高さに持ち上げ、開いた。

　そこには、血にまみれた眼球が鎮ちん座ざしていた。

　手の中の眼球をざっと一いち瞥べつすると──

　ニッと笑って、クルトは眼球を口の中に放ほうり込んだ。

「ふむ」

　じっくりと咀そ嚼しやくし、存分に嚙かみ砕くだいた上で飲み込む。

「子供の眼球はあまりうまくないな。……経験上わかっていたことだが。大学に行くか」

　つまらなそうに呟つぶやくと、特に浮うき足立つでもなく、ゆったりした足取りで歩き始めた。わずかに血に濡ぬれた唇くちびるを、舌を出してぺろりとなめる。

「アハハ。そういう容よう赦しやないところ、アタシ結構好きヨ」

　ベルはそう言って、クルトに身を寄せた。

　子供は、何をされたのかまだ理解していないのだろう、顔面をおさえて、低いうなり声を漏もらしながら地面をのたくっていた。







　昼前、博物館は一人の来客を迎むかえていた。

「……いえ、もう、あなた方の尽じん力りよくには感謝していますとも……」

　低姿勢を保ちつつ、嬉うれしくて嬉しくて仕方がないという顔をしてラウンジの一席に腰こしを下ろしているのは、ギルバート・ウォルターズ。数日前、兄殺しの真犯人捜しを依い頼らいしにやってきた男である。

　その様子は、初めて来館した時とは一変していた。以前は今にも川に身を投げて死にそうなくらいに憔しよう悴すいしていたのに、今は笑えみがこらえきれないとでも言いたげにニカニカとしている。陰いん気きな空気を振りまかれるよりはマシであるが、これはこれでなかなかうっとうしい雰ふん囲い気きである。

「それは、そうなんですけれどもねえ……」

　サクラはしどろもどろになりながら応対を続けていた。ふと背後に足音を聞きつけ、振り返る。そこにエルバの姿を見つけるや否いなや、

「あ、失礼ですけれども、ちょっとだけ席を外させて頂きますね」

　椅い子すから飛び出すとそそくさとその場を去り、

「エルバ君、ちょっといいですか」

　と言いつつエルバを強ごう引いんにラウンジの奥まで引っ張っていった。

「うわ。どうしたんだいきなり」

　クルトに勝つ方法を見いだすため、エルバは思し索さくにふけっている最中だった。下手の考え休むに似たりとも言うが。とにかく不意をつかれたため、エルバはかなり驚おどろいた。

　サクラが来た方を見やれば、見知らぬ中年男性が席に座っている。

「誰だ？　あのむかつくツラをしたおっさんは」

「シッ」サクラは唇に指を当てた。「聞こえたらどうするんですかあ。……そう言えば、エルバ君は会ってないんでしたっけ。ウォルターズさんですよ、あの人」

「ああ」エルバは納なつ得とくした。「で、何しに来たんだ？」

「あの……契けい約やくを打ち切りたいって言うんですよお」

「なんだと？」

　連続殺人犯が見つかったということは、自動的にウォルターズの容疑が晴れたということになる。ならばそれ以上、身の証あかしを立てるための調査行動は不要だ──ということなのだろう。

「冗じよう談だんじゃねえぞ。契約打ち切りなんてされたら、また博物館開館が遠のくじゃねえか。あと、毎日の満足な食事も」

「それに、捕まった人は真犯人じゃないですからねえ。どうやってウォルターズさんを説得すればいいのか、迷っているところなんですう」

「わかった。俺に任せろ」エルバは腕うでまくりした。「殴なぐって言うことを聞かせてやる」

「ダメですよ！」サクラはエルバを抱だき留めた。「大事な顧こ客きやくになんてことするんですか！」

「テーブルに頭叩きつけてやれば、すぐに言うこと聞くだろ。というかどうもあのツラ、むかついて仕方ねえ。妙みようにテカテカしやがって」

「いやだからダメですって。そんなことしたら、あとでテッキに万力で殴られますよ！」

「テッキだったら顧客を直接万力で殴るって」

「それはそうかも……って、とにかく、絶対ダメです！」

　サクラは徹てつ底てい抗こう戦せんの構えを見せた。さすがにエルバもあきらめて、

「……やれやれ。じゃあ穏おん当とうに説得するか」

　ラウンジに降りていった。

「本当に、穏当にお願いしますよ？」

　不安極きわまりないので、サクラはエルバにぴたりと寄り添そっていく。

「大だい丈じよう夫ぶだって。相手のツラがむかつくからって、すぐにキレはしない」

　小声で呟きつつ、ウォルターズの前に着席した。

「お話は伺うかがいました。単刀直入に言いましょう」と事務的に切り出す。「たしかにコ・スピアは逮たい捕ほされました。ところがどうも、さきの連続殺人に関してはアリバイがあるらしい、という可能性が出てきたようで……」

「なんですって!?」

　エルバの出任せに、ウォルターズは一挙に顔面蒼そう白はくになった。

「いえ、アリバイがある可能性がある、というだけで、まだはっきりしたことはわからないんですけれどね。だからとにかく、調査を継けい続ぞくする必要があるわけですよ。現在、うちの探たん偵てい局きよくの者を警察に行かせて、情報を探さぐっているところですし」

　と、その時。

「おーい、エルバー？」

　聞いたことのある声が、突とつ然ぜん割り込んできた。

　ルナだった。たまたま、ルナが姿を見せていた。

　すぐにエルバはアイデアを思いついた。咄とつ嗟さに声を投げかける。

「よお、ルナ！　コ・スピアのアリバイの件、どうだった？　警察はなんと言っている？」

「……え？」

　急に話をふられて、ルナは虚きよをつかれた。が、ウォルターズもルナに顔を向けているのをいいことに、エルバはウィンクを送った──「話を合わせろ」と。

　ルナはすぐに意図を理解した。

「あ……ああ、行ってきたよ？」口から出任せを語る。「ちょっと、警察まで」

　ウォルターズは振ふり返り、エルバを見た。

「彼、うちの捜そう査さ員いんでしてね」説明してから、エルバはルナに再度声を飛ばす。「コ・スピアのアリバイ、見つかったって言ってたか？」

「ああ、どうもアリバイ、出てきたらしいよ」

　喋しやべっているうちに、ルナの顔に理解の色が広がっていった。状じよう況きようをそれとなく飲み込んだのだろう。滑なめらかな口調で適当な出任せを次々と語り始める。

「具体的には教えてくれなかったけど、警察は裏付け捜査に動いているらしいね」

　当事者であるところのウォルターズは、ルナの表情の機き微びに気づくほどの余よ裕ゆうはなかった。真に受けて、ショックのあまり口が半開きになる。

　それを見て、エルバはルナに手を振った。

「了りよう解かいした。詳くわしい話はあとでいい」

「はいはい」

　そう言って、ルナはエルバのそばに歩み寄った。

「……そうでしたか」

　ウォルターズは、神妙な顔つきをエルバに向けた。来館当初の陽気な表情はいまや見る影かげもない。

「いやいや、どうやら私の勇み足のようでした。自分の身の証あかしを立てるための代価を値切ろうとは、私も愚おろかな真似まねをしたものです」

　エルバは内心ガッツポーズを取った。

「まあまあ。無む駄だな出費を抑おさえたいと考えるのは誰だれしも当たり前のことですよお」

　サクラがスマイルを浮うかべて応じる。

「ともかく、今後ともよろしくお願いしますよ」

　深々とウォルターズは頭を下げた。




「……やれやれ」

　ウォルターズが立ち去った後、エルバは深々と椅い子すにもたれた。

「ルナのおかげで助かった。おまえはこの博物館の救世主だ。なかなか悪くないアドリブだったぜ」

「それはどうも」ルナは礼を述べた。「えーと、実は用事があって来たんだよ」

「用事？」

　何の用事だ、と問おうとしたちょうどその時、ラウンジの入り口から声がした。

「ルナ！　まだかよー！」

　ファルナだった。

「ファルナちゃんが戻もどってきたんで、エルバを呼びに来たんだよ」

　とルナは説明した。

「……なんでファルナがいるんだよ？　大学の講義中じゃないのか」

　とまで言って、エルバはハッと息を吞のんだ。

「まさか、他ほかの学生とトラブルを起こして早さつ速そく退学処分を食らったのか」

「アホか！　このあたしがトラブルを起こすような問題児に見えるかよ」

　見える、とエルバは思ったが、口には出さなかった。

　ファルナはややためらいがちに言った。

「その……大学で、クルトの奴やつに伝言を頼たのまれたんだ」

「…………なんだと？　というか、もう監かん視しがばれたのかよ」

「仕方ねえだろ。……キャンパスにエルバを連れてこいって言われた。魔ま神じん同どう伴はんでも構わない、とりあえず話がしたい、って」

「意外な申し出だな……」

　真意を測りかね、エルバは考え込んだ。真っ昼間の大学キャンパス内でおおっぴらに戦せん闘とうでもやらかすつもりか？

「行ってみなければわからないと思うよ」

　エルバの心中を察したような言葉を、ルナは述べた。

「ま、向こうはこっちの居場所を知っているんだ。向こうに来られるよりは、こっちから出向いていってやった方がいいと思うけどね」

「それはたしかに。……って、この会話も向こうに筒つつ抜ぬけになっているんじゃないだろうな」

　ラウンジ中を見回して、エルバはジャノメチョウの姿を捜さがした。が、見たところジャノメどころか虫一匹ぴき見あたらない。

「それは大だい丈じよう夫ぶ。僕が博物館中に霧きりを張り巡めぐらせている。ベルの霧が混じれば、すぐに気づくはずさ」

　言われて目を細めてみる。するとたしかに、うっすらとながら赤い霧が空気の流れに混じり、尾おを引いているのが見えた。気をつけて観察しないとわからない、という程度だが。

「なら、いいだろう」

　エルバはファルナに向き直り、言った。

「連れて行ってくれ。どういうつもりかわからないが、出向いてやろうじゃないか」

「今から大学に行ったら、ちょうどお昼時間かな。行こうぜ」

　ファルナは頷うなずき返した。







「……それはそれは。興味深い話だねえ」

　カナティックはテッキの話を聞き終えると、いつもの穏おだやかな口調で語った。

　テッキはフィールディングを訪ねて話を聞いたあと、カナティックの探たん偵てい事務所に寄っていた。カナティックはテッキの探偵の師である。フィールディングの話をどう解かい釈しやくしたものか、師し匠しようの判断を仰あおぎに来たのだった。ついでに連続殺人事件に関する進しん捗ちよく状じよう況きようをすべてぶちまけた後、

「どう思われます？　先生」

　テッキはカナティックの姿を見上げて、問いかけた。

　本日、カナティックはフライングジェリーフィッシュを召しよう喚かんして、空中にふわふわと漂ただよっていた。端たん的てきに言うと、空に浮うくクラゲである。カナティックは常に水生生物系の悪あく魔まを召喚しており、実のところテッキですらカナティックの本当の姿を見たことはない。穏やかな渋しぶい声で、かろうじて当人と確かく認にんできるだけだ。

「どうもこうも、話は明白だね。すなわち、八眼デイアボリツク争覇パーテイに介かい入にゆうしようとする勢力が、権力の中ちゆう枢すうのどこかにある──と」

「やはり、そう捉とらえるしかないのでしょうか」

　指し摘てきされて、テッキはやっぱりか、という顔をした。

　カナティックは、八眼争覇の存在を知っている。オリオール・カナティックはかつて、テッキの父ベルトラン・バベルハイズ、エルバの父チェビアト・ナイトロンドとともに独立戦争に参加した男だ。独立戦争でベルトランが戦死したが故ゆえにチェビアトは赤い魔王の瞳ひとみを受け継つぎ、前回の八眼争覇に参加した。その辺の事情については、テッキ以上に詳くわしい。

「まあ、深く考えても仕方がない。そのような勢力が存在することをわきまえた上で、目の前の敵に対処していくしかないよ。それとも、私たちが悩なやんでみて、どうにかなるのかい」

「それは……そうですけれどもね」

「まずは、クルト・キングスリーとどう戦うか、だよ。戦いが避さけられない以上、君はエルバ君のサポートをしてあげるべきだ」

　無言のまま、テッキは頷いた。師匠に指摘してもらうことで、思考が整理できた。

「ありがとうございます」テッキは一礼した。「これで、落ち着いて事に当たることができそうです」

「それは良かった」

　カナティックはそのまま空中を漂っていたが、不意に別の話題を投げかけた。

「それにしても……その、ニカイドウさんだったか。オーラン虐ぎやく殺さつの生き残りとは」

「ええ。そうですが、何か……？」

「いや、妙みようなところで縁えんがつながるものだと思ってね」

「……そうですね」

　カエデとサクラのことかとテッキは思った。

　が、カナティックは意外なことを口にした。

「ベルトランが戦死したのはオーラン虐殺の時だったということ──教えてたっけね？」

「……なんですって？」

　突とつ然ぜんに父の名を呼ばれ、テッキは腰こしを浮かしかけた。

「言ってなかったか」

　ちょっと意外そうにカナティックは言った。

「初耳です」テッキは勢い込んだ。「詳しいこと、教えてくれませんか!?」

「詳しいことと言われても、実はよくわからないんだよ」カナティックは答える。「ベルトランは隊の斥せつ候こうとして、私たちから先行していたんだ。その行った先が、リの一族の居住区──例の地でね。私たちの隊が着いた時には、既すでに虐殺は終わっていて、ベルトランも死んでいたんだ」

「……そうだったのですか」

「ニカイドウさんの話を聞いて、少しそのことを思い出したんだよ。いやはや、過去というモノはいつまでたってもついて回るものだね」

　テッキとしては、頷くよりなかった。







　エルバたちがキャンパスにたどり着いたのは、昼休みが終しゆう了りようし、三限目が始まった直後だった。

　授業が始まると、たとえ真昼と言えどキャンパスは閑かん散さんとなる。その辺を歩いているのは二限で本日の授業が終了した者、四限の授業を待っている者、そして単に三限をサボっている者、といった調子である。

　クルトは、構内のオープンテラスの喫きつ茶さ店てんの一席にて待っていた。

「少々遅おそかったじゃないか」

　カッカッカッカッ、とクルトは神経質にテーブルを超ちよう高速でつついていた。

「おかげで、三限目をサボるハメになってしまっただろうが」

「悪いな」エルバはけんか腰に答えた。「大学入り口でちょっとトラブったんだよ」

「あれは君が悪いと思うよ」ルナが言う。「さすがに、キャンパス内に刃は物ものを持ち込むのは無理だって」

　人前で言うな、とエルバはルナを無言でにらんだ。

　クルトとの会見にあたり、エルバはサーベルを持参してきた。何事が起きても良いように──というか、クルトが何かを仕し掛かけてこないはずがない、と信じて。しかし刃物持ち込みなど、警備員に止められるのが当然である。まして、部外者とあればなおさらだ。エルバはさんざんにゴネたものの、あまりに粘ねばりすぎると警察を呼ばれる恐おそれがあったので、やむなく警備員にサーベルを捧ささげてきたのだった。

「当たり前だ」クルトは鼻で笑った。「刃物を持ち込もうとすれば、俺だって引っかかる。この通り、今日は何も持っていない。安心しろ」

　両手を広げ、丸腰であることをクルトはアピールした。

　しかし、その言葉をおいそれと信じるわけにはいかなかった。エルバとルナはやや遠巻きに、警けい戒かい心しんを丸出しにしながら、じっとクルトの挙動を観察している。もし妙な動きをしたらすぐに対応できるように。

「……二人とも、座らないノ？」

　クルトのすぐ横にベルが腰かけているとあれば、なおさら警戒せざるを得ない。

　ベルはティーカップを片手に、足をブラブラさせていた。大学キャンパス内に背の小さな少女の姿があるというのは、妙な光景だった。周囲をジャノメチョウが何匹びきも舞まっている、というのも珍めずらしい。

「ジャノメチョウを引っ込めろ」エルバは要求した。「俺にはこの世において、存在を許しがたいものが三つある。飛んでいるジャノメチョウと、止まっているジャノメチョウと、死んでいるジャノメチョウだ」

「……こんなにかわいらしいのニ？」

「あんたはかわいらしい。ジャノメはかわいらしくない」

　憮ぶ然ぜんとしてエルバは言った。

「あの目玉模様が大だい嫌きらいなんだよ。おいルナ、魔ま神じんってのは美的センスが狂くるってんのか」

「よくもまあそんなこと、僕に聞くね」

　ルナはあきれ顔で言い返した。

「今日は戦うためにおまえを呼んだわけじゃない。要求通りに引っ込めよう」

　クルトは言って、ベルに目配せした。

　応じて、空を飛ぶジャノメチョウが一いつ斉せいに消失した。まるで突然火がついたかのように、紫むらさき色いろの霧きりが立ち上り、あとには何も残らなくなる。

「これでいいだろう？」

　そこに座れ、とクルトはテーブルをつつく。

「ずいぶんあっさり引っ込めたな。罠わなでも仕掛けているんじゃないだろうな？」

　しかし、エルバの猜さい疑ぎ心しんは収まらなかった。

「エルバ」ルナはあきれ顔を見せた。「疑いだしたらきりがないよ。ここらで妥だ協きようしたら？」

　無言で、エルバはルナを見返した。

　ルナは言葉を重ねた。

「いざという時は、僕が君を守ってあげる。そうだろ？」

　椅い子すを引き、エルバに座るように促うながした。

「わかった。俺の命をおまえに預ける」

　エルバは慎しん重ちように着席した。尻しりの当たる場所に画が鋲びようは仕込まれていないか、力がかかった途と端たん椅子が崩ほう壊かいするようになっていないか、確かく認にんしながら。

「……で、話があるたあ、どういうことだ」

　不ふ審しんの眼まな差ざしを向けながら、エルバは質問した。

「ずいぶんビビっているじゃないか？　そんなに俺が怖こわいのか？」

　余よ裕ゆうの笑えみを、クルトは浮うかべる。手元に飲み物があったら、中身をその顔にぶちまけてやるところだ。

「ビビってるだと？　俺がおまえに？　馬ば鹿かなこと抜ぬかすんじゃないぜ」

「……まあ、いいだろう。今日、来てもらったのは他ほかでもない。おまえ、この俺に降こう伏ふくする気はないか？」

「まッッッッたくないな」エルバは力ちから一いつ杯ぱい答えた。「おまえ、本気で言っているのか？」

「待て。無下に否定することもないだろうが。よく考えてみろ──ここで俺に降伏しておけば、少なくとも命の保証はされることになるんだぞ」

「保証だと？　冗じよう談だんだろう。おまえのような殺さつ人じん鬼きが人の命の保証だあ？」

　指し摘てきされて、クルトはやや自じ嘲ちよう気味な笑みを浮かべた。

「なるほど、それもそうだ、一本取られたようだな。これまで五十人を殺した人間に命の保証をされても、それは信用できないだろうな」

「五十人殺しただと？　フカしてんじゃねえ」

「いやいや、これは噓うそでもなんでもない」

　クルトは、長く垂らしたマフラーの先を見せつけた。例の「五十」の文字が、そこには描えがかれている。

「キングスリー家にはこんなマフラーが九十九本ある。家か督とくを継つぐ人間は代々、これまでに殺した人間の数が描かれたマフラーを巻いているのさ」

「……ずいぶん趣しゆ味みの悪いことで」

　ルナが口を挟はさむ。

「それは俺の先祖に言ってくれ」クルトはルナの顔を見た。「グレン・ダール・キングスリーに。おまえ、六十年くらい前に会っているんじゃないのか？」

　そう言われて、ルナは口を閉とざした。

「知っているのか」

　エルバは問いかけた。ルナが知っている可能性があるということは、過去の八眼デイアボリツク争覇パーテイの参加者か？

「せっかくだ、少し俺の話を聞いてもらおう。何故なぜこの俺が八眼争覇に参加しているのか、興味はないか？」

　クルトはエルバに言った。正直言って、興味があった──が、そのことを素す直なおに口に出すのは極きわめて癪しやくだ。

「興味はないが、とりあえず聞いておこうか」

「噓をつくなよ」

　一つため息をついてから、エルバは質問した。

「おまえらの一族は、かつて魔王の瞳ひとみを守る一族だったと聞いている。一族の悲願を達成するつもりなのか？」

「悲願？　ハ！　魔王の封ふう印いんや遠い先祖の話なんぞ、俺の知ったことじゃあない。今の悲願は、別の所にある」

　口元を歪ゆがめて嘲ちよう笑しようを浮かべた後、クルトは語り始めた。

「俺は、一族最強の召しよう喚かん士しの名を得、一族を呪のろいから解放するために八眼争覇に参加している」

「……なんなんだ、その呪いってのは」

　よくぞ聞いてくれた、とばかりクルトはにやりと笑った。

「六十年だか七十年くらい前、俺の先祖にグレン・ダール・キングスリーという名の天才召喚士がいた。このグレン・ダールはキングスリー家史上最高の天才だ、と目されていた。戦っては九十九戦負け知らず、無敗の王だった。ところが、全ぜん盛せい期きのまっただ中にあって、グレン・ダールは突とつ然ぜん失しつ踪そうした」

　一いつ旦たん言葉を切り、紅茶を一口含ふくんでから、クルトは話を続けた。

「いきなりきれいさっぱり消えてしまったそうだ。キングスリー家の家督という地位までも放ほうり出して。その後、一族の人間は跡あと目め争いを繰くり広げることになった。当時は、キングスリー宗家を名乗ることはこの上ない名めい誉よだったからな。グレン・ダールの圧あつ倒とう的な才能に隠かくれてはいたが、誰だれもがキングスリー流を名乗るのに十分な能力は持っていた。そいつらは協議して、ある方法で跡目を決めることにした。すなわち、三年間の猶ゆう予よを置き、その間により多くの悪あく魔まを狩かった者がキングスリー流宗家を名乗る、と。腕うでに覚えのある者は、同じく人の喚よんだ悪魔との試合を重ね、あるいは野良悪魔狩りを行った。ところが、宗家争いが進むうちに、妙みようなことが起き始めた」

「倒たおした悪魔たちに祟たたられ始めたのか」

　エルバは茶々を入れた。

「そんなところだが、祟り始めたのは悪魔じゃない」

　そう答えて、クルトは話を続けた。

「跡目争いに参加している者が、不審死を遂とげ始めたんだ。はじめは、宗家争いの最さ中なかに事故死した不運な奴やつと思われていたが、二人三人と連続して犠ぎ牲せい者しやが出始めたあたりから、これはおかしいと誰かが言い始めた。そして四人目の犠牲者が──といっても、こいつは半はん身しん不ふ随ずいになっただけで一命は取り留めたんだが──『グレン・ダールにやられた』と言って、大おお騒さわぎになった。生き残っていた奴らは一旦休戦して、一体何が起きているのか突つき止めようとした。そして、殺された人間の共通点を発見した。悪魔を倒したカウントが百になった途と端たん、何かに襲おそわれて殺された──とな。誰かが『グレン・ダールの亡ぼう霊れいだ』と言い始めた」

「亡霊は、自分の記録を突破した奴に勝負を仕し掛かけていた──ということかな」

　ルナが言うと、クルトは頷うなずいた。

「そうだ。その事実が知れ渡わたると、跡目争いは変質してしまった。百の悪魔を殺せば、グレン・ダールの亡霊がやって来る──ある者は敢あえて百の悪魔を倒した後に亡霊に挑いどみ、殺された。ある者は跡目を継ぐことをあきらめた。結果、跡目は前の宗家の長男に押しつけられる形で受け継がれることになった。ここまでは昔の話で済むんだが、問題はここからだ──グレン・ダールの亡霊は、いまだに俺たちの一族を呪じゆ縛ばくし続けている」

「いまだに、だと？」

「そうだ。子供の頃ころから悪魔召喚術に携たずさわっていれば、百の悪魔を倒すということはそう難しい話じゃない。むしろ。ふと気づくと百体倒していた、と言う方が正しいか。時代が下っても、キングスリーの人間の悪魔撃げき破は数が百に達すると、必ずグレン・ダールの亡霊は現れて勝負を挑み、そのことごとくを葬ほうむってきた──」

　テッキの話をエルバは思い出していた。キングスリーの一族は早世する者が多い、とか。

「以来、キングスリーの跡目は、己おのれが倒した悪魔の数を記したマフラーを着用するようになったのさ。自分がこれまで何体の悪魔を倒したか、忘れないようにするためにな」
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「道理で、センスのかけらもないわけだ。実用性重視だったんだな」

　正直な感想をエルバは述べた。

　マフラーに描えがかれた数字は、猛もう烈れつに目立っていた。デザインという言葉で覆おおい隠せるものではない。クルトに殺された人間が、いまわの際きわに思わず目に入った数字を書き残してしまうのも不思議な話ではない。

「好きに言うがいいさ」

　と言いつつ、クルトの顔は怒いかりにやや紅潮していた。

「俺の親父おやじも、グレン・ダールに殺された。西部内乱への出しゆつ征せいから戻もどってきて、すぐのことだった──俺はグレン・ダールの亡霊をこの目で見た」

「亡霊を見た、だと？」

「そうだ。ある月夜の晩だった──道を行く俺たちの前に、突然亡霊が現れたのは。古びたコートを着て、首には百と描かれたマフラーを巻いていた。カウンターマフラーを最初に思いついた先祖から略りやく奪だつした物らしい。親父は強い人だったが、亡霊は親父の技量をはるかに上回っていた。亡霊は親父を討うち果たすと、またどこかへ消えていった」

　亡霊が人を殺す、とはにわかには信じがたい話だった。しかしそう語るクルトの顔は真しん剣けんそのもの、ウソッパチをぬかしているようには思えない。

　となると──

「俺の見た亡霊はなんだったのか──長いこと俺は悩なやみ続けていた。だが、八眼デイアボリツク争覇パーテイというものを知った時、答えがわかった。グレン・ダールとは過去の八眼争覇の参加者で、戦いに勝ち抜ぬいて永遠の若さを与あたえられたのだ、と」

「……そうなのか？」

　エルバはルナに問いかけた。

「なんとも言えないね」ルナは首をひねった。「恥はずかしながら、過去には早々に敗退したこともあるから。常に参加者全員と戦っているわけじゃない。……君はどうなの、ベル」

「アタシもよく知らないワ。グレン・ダールと戦ったことはあるけれド」

「戦ったことがある……？」

「ええ。契けい約やくしていた魔ま神じんは、アナタの大好きなあの子ヨ」

「……なんとまあ……」

　ルナは突とつ然ぜんげっそりした。「あの子」とは誰なのか、エルバは一いつ瞬しゆん気になったが、ルナの顔を見るとそれを聞くのはためらわれた。

「何故なぜグレン・ダールが俺たち一族を殺し続けるのか──」クルトは続ける。「理由はおおよそ想像がつく。奴はキングスリー流最強の座に固こ執しゆうし続けているんだ。己と同条件を達成した者に勝負を挑み、そして討ち果たす。そのためだけに生きながらえているんだろうよ。逆に言えば、そいつを倒せばキングスリー流最強の名を手に入れることができるってわけだ」

「その為ために、おまえは八眼争覇に参加しているってのか」

　エルバが言うと、クルトは大きく頷いた。

「その通りだ」

「八眼争覇で願いを叶かなえるようなことか？　百体の悪魔を倒たおすなんて、そう難しいことじゃないだろうが」

　ちっちっ、とクルトは指を立てて左右に振ふった。

「そこが、親父を始め、キングスリー家の先祖が間ま違ちがえていたところだ。百の悪魔を倒す、というのが亡霊召しよう喚かんの引き金にはなっている。だがその内容は、グレン・ダールとその他の人間とではまったく違う。グレン・ダールは九十九戦とも人間によって召喚された悪魔と戦い、そしてすべての相手を殺してきた」

「九十九人も殺した、だと？」

「そうだ。同一の悪魔を敵にする場合、野の良らであるより、人間に召喚された悪魔の方が概がいして強い。そんな悪魔を九十九体倒してきたからこそ、グレン・ダールは無む双そうの剣術を会得するに至った。先祖達は、そこのところがわかっていなかったんだ。だからこそ俺は、百人の召喚士を殺した上で、グレン・ダールと戦う」

「このご時世、どうやってそれだけの人を殺すんだよ」

「だからこそ八眼争覇に参加したんだよ！」

　何を馬ば鹿かなことを、と言いたげにクルトは凄せい惨さんな表情を閃ひらめかせた。

「俺に百人殺しの環かん境きようを与えて下さい、ってな！　うちの親父は西部内乱に参加してカウントを稼かせいだ。俺は魔王様にお願いして、もう一回内乱を起こして下さいって頼たのむつもりだ」

「なんだと……!?」

　エルバは絶句した。あまりに予想外な言葉だった。

「だから、俺に降こう伏ふくしろって言っているんだよ、西部人！」

　クルトは、エルバの姿を頭のてっぺんからつま先まで眺ながめ回す。その服装はわかりやすいくらいに西部風だ。ラフで、過度の装そう飾しよくは一いつ切さいない。実用性のみを考こう慮りよした衣い装しようであり、東部風のファッションとは一線を画している。

「今でも西部独立の志とやらを持っているんだろ、西部人は。この俺が独立戦争を起こさせてやるって言ってるんだよ。俺の目的のついでにな！」

「ふざけたことをぬかすなよ」

　怒いかりの声を、エルバはクルトにぶつけた。

「ふざけるもなにも。言っておくがな、俺が連続殺人以前に四十六人殺しているってのは噓うそでも何でもない。西部軍の残党狩がりでカウントを稼いだんだよ」

「残党狩りだと……？」

　西部独立の志をいまだに持ち続ける者達が、反政府の地下組織として活動している──という噂うわさは常に流れている。その存在自体は不思議ではない。

　──が。

「そうそう。おまえもやってみればびっくりするぜ。今時西部独立なんて時代遅おくれな事を抜かす人間がどれだけたくさんいるか、な！　政府の敵だから、片かたっ端ぱしからブチ殺しても黙もく認にんされるし、いいことづくめだぜ？　報道もされないし、お目々抉えぐり放題だ。ま、あらかた殺しちまったんで、みんなビビってより地下に潜もぐっちまったがなあ！　これ以上カウントを稼ぐのが難しくなってきたんで、魔王様に願いを叶えてもらおうってわけだ」

「おまえ、正気で言っているのか!?」

「ああ!?　そこは『クルトさん、ありがとうございます』って言うところだろうが！」

「ふざけんな、と言っている！」

　ドカン、とエルバはテーブルを拳こぶしで叩たたいた。

「ふざけてなどいるものか。魔王がその程度の願い、叶えられないとでも思っているのか？」

「ふざけんなって言ってるのはそっちじゃねえ」

　エルバは反論する。たしかに、魔王様なら戦争を起こすことも小指一本動かす程度の労力でやってのけるだろう。だからこそ、エルバの怒りは止まらない。

「おまえ、自分の目的のためにどれだけの人間を犠ぎ牲せいにすれば気が済むんだ!?　おまえが殺す百人だけじゃない、戦争が起きればとんでもない数の人間が死ぬ！」

「俺の知ったことじゃあないな！」クルトは断言した。「西部独立の志に殉じゆんじたいと考えている奴やつらは、まだゴマンといるだろう？　そいつらに死に場所を与あたえてやろうって言ってるんだよ！　感謝されこそすれ、恨うらまれる筋合いがどこにある!?」

　エルバはさらなる反論をしようとした──が、それより早く、ルナの鼻で笑う声が差し挟はさまれた。

「フッ。……どうやら、これ以上話し合っても埒らちが明かないようだね」

「……そうだな」

　エルバは言い捨て、席から勢いよく立ち上がった。

「呼び出してくれてありがとうよ。実に実り多い会見だった。てめえがどうしようもないクソ野や郎ろうだってことがわかったからな！　これでてめえを容よう赦しやなくぶちのめせるってもんだ」

「それは俺も同感だ。おまえが、一時の感情に身を任せて、勝ち目のない戦いに身を投げるようなアホだってことがよくわかった」

　怒りと笑いがいっしょくたになった顔で、クルトも応じる。

「三日後の夜九時だ。場所はブルティエールの東、番外地の北側の『死者の辻つじ』で決けつ闘とうを行う。それでどうだ」

「上等だ」すぐにエルバは応じた。「てめえは必ずぶっ倒す」

「三日間で、今までお世話になってきた人達への挨あい拶さつ回りをしてきた方がいいと思うがね。あと、葬そう式しきの手配もしておけよ」

　クルトは顎あごをもたげてエルバを見下した。







　博物館に戻もどると、頭から角を生やした少女が二人、ラウンジでお茶をすすっていた。

「あ。エルバ君」

　そのうちの一人、サクラは笑え顔がおを向けて手を振ふったが、カエデはエルバの姿を見つけると、刺さすような視線を投げてきた。

「彼女が噂のカエデ・ニカイドウかな」

　ルナが小声で尋たずねてきたので、エルバは小さく頷うなずいた。

「視線だけで刺し殺されそうだ。僕は引っ込む」

　エルバの肩かたをぽんと叩いた後、ルナはラウンジの奥へと去っていった。

　エルバはラウンジに進み、同席する。カエデは視線でルナの背中を追い続けていた。

「あの人は？」

「清せい掃そう員いんだ」

　エルバは真顔で言った。

　途と端たん、サクラが茶を気管に入れ、むせた。

「ちょ、エルバ君……なんてこと……！」

　どうやらエルバの咄とつ嗟さの一言がツボに入ってしまったらしい。笑いと苦しみの渾こん然ぜん一体となった奇き妙みような表情で、サクラは何度も咳せき込んだ。

「大だい丈じよう夫ぶか、サクラ」

　カエデはサクラの背をさすった。サクラが涙なみだを流しているのを見ると、すぐさまハンカチを取り出し、目元を拭ぬぐってやる。ついでに口元も。サクラは抵てい抗こうすることなく、素す直なおに顔を拭ふいてもらった。

　見れば見るほど姉し妹まいのようだ、とエルバは思った。二人のつながりには十年の空白があるはずなのに、二人の立ち振ふる舞まいはそれを感じさせない。絆きずなはそう簡単には揺ゆるがないということなのか。

「うー……大丈夫ですう……」

　やっと立ち直ったサクラはエルバの顔を見て、

「そうそう、あの人、清掃員なんですよお」

　話を合わせる。まさか、「あの人、魔ま神じんなんです」と説明するわけにもいかない。

「また、妙みような格好をした清掃員もいたものだな」

「それは認める」

　まったくもってその通り、とエルバは思った。ジャケットのようなコートのような黒い上着を羽織り、裸足はだしでその辺を闊かつ歩ぽする姿は、とても清掃をするようには見えない。

「昔……」カエデは呟つぶやいた。「あんな姿をした奴を、見かけたことがある」

「ほう」

　エルバは相あい槌づちを打った。

　が、カエデは次の言葉を口にしようとしない。

「……それで？」

　促うながしても、カエデはエルバの顔つきを凝ぎよう視ししたきり、何も言わない。何かを見いだそうとしているかのようだ──が、何も見つからなかったらしく、ついと目をそらした。

「別に。思い出しただけだ。オチはない」

「……それより、あんた何しに来たんだ。散歩のついでに寄ったのか」

「私が呼んだんですよお。エルバ君の剣けん術じゆつ指導をしてもらおうと思って」

　サクラが言うと、カエデは真剣な表情でエルバと向き合った。

「話は聞いた。どうやら、手て強ごわい相手につけ狙ねらわれているようだな」

「もちろん、八眼デイアボリツク争覇パーテイのことは言ってませんよお」

　エルバの腕うでをぐっとつかんで引き寄せ、サクラは耳打ちする。

「大学入試の時の因いん縁ねんとか、その辺で納なつ得とくしてもらえましたからあ」

　無言で頷き、エルバはカエデと相対する。

「正直、おまえが誰だれに殺されようと私の知ったことではないが、サクラの頼たのみとあれば断るわけにはいかない。サクラに感謝することだ」

　カエデの物言いは猛もう烈れつに冷たかった。こいつ、剣術指導にかこつけて俺を殺すつもりじゃないだろうな──エルバは真剣に訝いぶかった。

「ま、たしかにいい腕を持っていそうだな、あんたは」

「むろん。一週間もあれば、前に見せたのと同じ曲芸ができるようにしてやる」

　カエデはにやりと笑った。激げき烈れつなスパルタ教育で血を吐はくまで訓練してやる、とでも言いたそうに。

「林りん檎ご斬ぎりができたからって、敵に勝つとは思えないがな……」

　言いつつ、エルバは考え込んだ。サクラとカエデの好意（カエデのそれを好意と呼べるのかどうか怪あやしいところだが）はありがたいが、今からサーベルの訓練をして、レルネーハイドラに勝てるのか。

　あの晩の圧あつ倒とう的な絶望感を思い出す。あの時は、勝てるという気がまったくしなかった。向こうには悪魔の巨きよ体たいと四本の剣、こちらは二人の人間と二本の剣。

　なにか、考え方を大きく変えなければ、勝ち目はない。

「ありがとよ。でも、いい」エルバは小さく頭を下げた。「決けつ闘とうは三日後なんだ」

　その一言に、サクラもカエデも驚おどろきの表情を見せた。

「ほう。だったら、三日間の速成コースで林檎斬りをマスター──」

「好意だけ受け取っておく。サクラも悪いな。無理言ってカエデに来てもらったんだろうが……」

「いやいやいや、そんなことはないぞ」答えたのはカエデだった。「サクラの頼みとあれば、聞くのが当然だ。……それよりおまえ、サクラの好意を無む礙げにするつもりか」

「いや、いいんですよお、エルバ君がそう言うなら……ね」

　サクラは慌あわてて言いつくろった。ほっといたらカエデがエルバを刺さしかねない。

「……サクラがそう言うのなら、仕方ない」

　浮うかしかけていた腰こしを落とし、カエデは言った。

「でもエルバ君、だったらどうするんですう？　なにか勝つための方策を見つけたんですか？」

「いや、それが困ったことにまったくない」

　エルバは言い切った。

「そんなあ。それじゃ、どうするつもりなんですか」

「三日以内に、奴やつに対たい抗こうするための手段を見つける。それしかない」

「思いつかなかったら、どうするんですか」

「その時は……」

　エルバは少し間をおいてから、大きく息を吐き出した。

「死ぬしかないな」




　バベルハイズ自然史博物館の展示フロアをさまよいつつ、エルバはただ一人考え込んでいた。

　博物館展示フロアは、来きたるべき開館の日に向けて、展示物が着々と増えつつある。ドースの自然史とは切っても切れない悪魔たちがガラスの向こう側、ジオラマの中にあって、かつて地上を闊歩していた時の姿を見せつけている。ガラス玉による擬ぎ似じ的な召しよう喚かんをされているので、自律的に動くことはないが。

　エルバの目は悪あく魔またちに注がれているが、意識はまったく別の所にある。いかにしてクルトに勝つか、その一事しか考えていない。

「どうすりゃいいんだ……」

　というわけで、展示物のマネキンが不意に口を開いた時、エルバは心底びっくりした。

「一人で考えていても答えは出ないと思うよ」

「うわっ」
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　完全に不意をつかれ、エルバは飛び跳はねた。それはマネキンではなく、ルナだった。

「おどかすな。というか、展示物の内側に入るなよ」

「僕は悪魔だからね」ルナは笑え顔がおを見せた。「僕のいるべき場所は手すりのこっち側だと思って。……君が一人で悩なやんでいるの、見るに忍しのびなくてねえ」

　ひょいと手すりを飛び越こえて、エルバの隣となりに立つ。

「悪いかよ」

「別に。ただ、君と僕は一いち蓮れん托たく生しようである以上、そんな風に内にこもられるのは愉ゆ快かいじゃないね」

　エルバが死ねば、ルナもまた塵ちりとなって消え去ることとなる。次の八眼争覇が開かい催さいされる時──数年後か、十数年後か、あるいはもっと先か──まで、円盤レンズの形で眠ねむり続けるのだ。少しでも長く地上にいたい、と考えるのはごく当たり前の話だった。

「じゃあ、ちょっと相談に乗ってくれ。クルトに勝つために、俺は何をすればいいのか」

　そう聞いて、ルナはフッと笑った。

「何がおかしい」

「いやいや。君の顔を見ていると、遺書の文面は何にしようか考えているみたいだったからね」

「ふざけんな」エルバの顔に朱しゆが注さす。「俺は負けることなんか考えちゃいねえ」

「その調子、その調子」

　ルナははやし立てる。エルバは不満げな顔を見せつつ、黙だまり込んだ。

「ベルの幻げん影えいの力について説明しておこう」ルナは言った。「ベルは、過去に紋様クリプトパターンを読んでいる悪魔を喚よぶことができるんだ」

「一度に何体、とかいう制限はあるのか」

「悪魔のクラスによる。同時に喚べる悪魔の数と強さは反比例の関係にあるようだね。弱い悪魔なら何体でも喚べるけど、強い悪魔は少数しか喚べない。七段や八段級となったら、一度に一体しか喚べないようだ。ベルは、強力な悪魔を一体だけ喚ぶという傾けい向こうが強い」

「ただ、ベルだけじゃなくクルトも喚べるんだよな。でもあいつ、レルネーハイドラは正規の手順で喚んでいたぞ」

「基本的に、幻影の能力で喚んだ悪魔は、その悪魔の本能によって勝手に戦う。召喚主が自分でまとわないことには、自分の意思で操あやつることができないのさ。ベルは、喚んだ悪魔に触ふれるだけで操れるらしいけど」

「……参考にはなるが、対策は全然思いつかねえな」

「なにかないのかい。まったくなんの案もないってわけじゃあないだろう。とりあえず言ってごらん？　転がすうちに形になることもある」

「ないことはない。つまり……」

　一いつ拍ぱく間をおいてから、エルバは自分の意見を述べた。

「向こうが悪魔を喚んで戦うというんなら、こっちも悪魔を喚んで戦う」

「ふんふん。塵ストラ器イカーを使えない、というハンデを承知で被かぶる、と？」

「おまえが一人でハイドラを潰つぶせるってんなら別問題だが」

「そこまで過大な期待をされても困る。いやー、あんなに強い契けい約やく者しやは滅めつ多たに見ないね。さすがキングスリー一族だ」

「だったら、俺も悪魔を喚んで戦う。問題は、何を喚ぶか、ということだ。あのハイドラに対たい抗こうできる悪魔は何だ？」

　エルバはゆったりとした足取りで歩き始めた。ルナものんびりと後を追う。

「それで、展示室で悪魔見本市を眺ながめているのかい」

「まあな。だが、ピンと来る悪魔が見つからない」

　経費節減のため、展示室は作業時以外明かりを消している。薄うす闇やみの中にあっては、展示されている悪魔たちはどれもおどろおどろしく、いかにも強そうに見える。とはいえミノタウロスやらリザードマンといった二段、三段級の悪魔たちですらも頑がん強きようそうに見えるので、あてにはならないのだが。

　レルネーハイドラは八段級の悪魔である。当然こちらも八段級の悪魔をもって対抗すべきだろう。が、自分で操ってハイドラに勝てる悪魔は、なんだ？

　別に、博物館にいる悪魔でなくてもいい。自前で調達さえできれば。

「市場価格がクソ高い悪魔は論外だがな。できれば博物館内にある悪魔でどうにかしたいところだが」

「自分の命を救うのに、金を惜おしんではいられないと思うけど。テッキちゃんに死ぬほど土下座すれば、お金貸してくれるんじゃないの」

「ついこの間、喪も服ふく代を融ゆう通ずうしてもらったばっかりだってのにか。百歩どころか、三万歩くらい譲ゆずって、土下座してテッキの靴くつをなめるくらいまでは、いいだろう。良くないが」

「今のテッキちゃんなら『万力をなめてきれいにしろ』とか言いそうだよね」

「言いそうだな……って、んなことはいい。問題は、金を融通してもらったあと、俺は一生ビスク豆だけを食って生きていかなければならなくなるだろうってことだ。そんなことになったら、俺は人生に絶望して死ぬかもしれん」

「大げさだなあ」

「大げさなものか。自分の命を失うことと、一生ビスク豆を食って生きていくこと、天てん秤びんにかければ限りなく均きん衡こうする」

「いや、ビスク豆食いなよ」

「じゃあおまえはテッキの万力をなめるのを手伝ってくれるのか！」

「いいや。人間にみだりにコビを売るのは悪あく魔まの掟おきてで禁じられているし」

　エルバは何か言い返そうとした──が、会話の不毛さに気づいて、思わず重いため息をつく。

「とにかく、どうにかなりそうな悪魔を探してくれ。地上にいられる時間を四日以上に伸のばしたいなら」

「サクラちゃんからドリルケラトプスを借りるというのはどうかな」

「ドリルケラトプスねえ」

　二本の巨きよ大だいな回転衝しよう角かくを持つ四本足の巨きよ獣じゆう。それがドリルケラトプスである。サクラは重量級の悪魔召しよう喚かんを得意としている──その細身に似合わず。

「足回りが鈍にぶいのがネックだな。それに、角が狙ねらわれやすいという欠点がある」

「それもそうだね」

　ルナは認めた。角を折られることは、すなわち幻肢フアントム逆流ペインにつながる。サクラは角が生えているがゆえ、幻肢逆流を受けずに済むのだが。オーラン先住民が頭部から角を生やすようになったのは、幻肢逆流を受けずに悪魔を操るために進化したから、とも言われている。

「なんかないかねえ……」

　ブラブラと歩き続けるエルバは、自分が奇き妙みようなフロアにたどり着いたことに気がついた。

　そこは、ジオラマだけは完成していたものの、展示物が一いつ切さいなかった。天窓の光を受け、これまでの部屋よりもはるかに明るい。

「……なんだここは？」

　密集して生える木々やらツタ類に彩いろどられた、豊かな緑色の空間と、木どころか草の根一本まで完全に排はい除じよされた、不毛な土気色の空間。二色のコントラストが、フロアには満ちていた。このような場所、ドースにはない──正確には、ドース本土には。

「デスドレッド島のフロアか」

　気づいてエルバは呟つぶやいた。罪人の流される死の島、デスドレッド島。流る罪ざい人にんはここで、密林に潜ひそむ悪魔狩がりをさせられるのだという。ここで見つかる悪魔は「デスドレッドデーモン」と呼ばれ、本土のものとは一線を画した容姿をしている。八段級というカテゴリーからもはみ出る激げき烈れつな強さを誇ほこる悪魔が現れることもまれではないとか。

「いやー、一度くらい行ってみたいもんだね、デスドレッド島」

　ルナの言葉に、エルバは懐かい疑ぎの視線を送った。

「この展示を見て、よくそんな気になれるな」

「そうかなあ。一週間くらいのバカンス先として、なかなか楽しそうだと思うけど」

「……どうかしているのはファッションセンスだけじゃ無さそうだな」

　呆あきれてエルバは肩かたをすくめ、話題を変えた。

「なあ、ルナ。ここの博物館、デスドレッドデーモンを所蔵していると思うか？」

「あると思うよ。前に喚よばれた時にも、チェビアトが一枚仕入れていたような気がするし。倉庫を捜さがせば、二、三枚は出てくるんじゃないの」

「二、三枚か」

　エルバは首をひねった。

「お。クルトに対たい抗こうする悪魔が見つかるかも知れない、と考えてる？」

「少し希望はあるかも知れない。だが、デスドレッドデーモンなんて実際に自分で喚んだことはないからな」

「じゃあ、喚んでみるといい」

「どこにしまわれてるんだ」

「倉庫だと思うけど」ルナはあさっての方向を見やった。「テッキちゃんに聞けば、出してくれるんじゃないの」




「テッキ！　デスドレッドデーモンって、どこにしまっている？」

　突とつ然ぜんラウンジに飛び込んできたエルバに、テッキは目を丸くした。

「……いきなり、何の話ですか」

　既すでにカエデは姿を消しており、ラウンジのとあるテーブルにはテッキ、サクラ、ファルナの三人が膝ひざを寄せて座っていた。情報の同期を図はかっている最中だったのだが、エルバの乱入に会話は中断を余よ儀ぎなくされる。

「クルトに対抗する手段だ。デスドレッドデーモンならば、奴やつに勝てるかも知れないと思ったんだが」

「なるほど、それは……」

　いい考えだ、とテッキは答えかけたが、すぐに口ごもる。

「リスクが大きいですよ？　デスドレッドデーモンは強力な反面、扱あつかいが難しいんですから。油断していると幻肢フアントム逆流ペインをポンポン食くらって気絶する、ということも……」

「リスクなんて気にしてられるか」エルバは言い切った。「その程度のこと、乗り越こえられないようじゃクルトには勝てない。クルトに勝てないってことは、父さんの仇かたきを討うつことはできなくなるってことだぜ」

「ワタクシが割り込みます。二対一で戦えば、必ず勝機は見つかるはず」

「そうかもしれない。だがな、あのクソ野や郎ろうは、俺自身の手でぶっ飛ばしてやらないと気が済まないんだよ。まあ、テッキの力を頼たよることにはなるだろうが……あいつと戦うのは、俺だ」

　固い決意をもって、エルバはテッキを、そしてサクラとファルナを見つめた。

　サクラとファルナは、テッキの顔をうかがう。

　長いこと考え込んでいたが、テッキはついに口を開いた。

「──そうですね。他ほかに思いつく方策もなし、デスドレッドデーモンに賭かけてみるのもいいかもしれません。エルバ、なかなかいいことを思いつきましたね」

「こちとら自分の命が懸かかっているんだ。そりゃ死ぬ気で知ち恵えを絞しぼるさ」

「結構」テッキは席から立ち上がった。「じゃあ、倉庫に行きましょう。捜してあげます」

「よろしく頼たのむ」

　エルバは小さく頭を下げた。やっと、小さな光明が見えたのか？　すべては、発はつ掘くつされるデスドレッドデーモン次し第だいだが。頼むから俺に希望を見せてくれよ、とエルバは心の底から願った。




「デスドレッドデーモンをまだ展示していないのは、単に出すべきかどうか悩なやんでいるからなんですけれどね」

　十五分後、テッキの先導の下もと、エルバとルナは博物館地下倉庫の中を闊かつ歩ぽしていた。

　博物館の地下には、広大な空間が広がっていた──みっしりとラックが並べられているので、その広さを一望して体感することは難しかったが。

「すごい数の棚たなだな」

　棚は二メートルほどの高さがあり、八段に分割され、各段に箱が詰つめられている。箱ごとに一枚ずつ円盤レンズをしまっているのだろう、箱には悪あく魔まの名、入手した場所と日時が書かれたラベルが貼はり付けられている。そんなものが、部屋の奥までずらりと並んでいるのだ。こんなに円盤を所有しているのかよ、とエルバは驚きよう嘆たんせずにはいられなかった。

「この辺は、ごく普ふ通つうの悪魔しか置いていませんよ。重要な悪魔はさらに奥です」

　やがて、行く手に大きな両開き扉とびらが見えてきた。テッキは左手で鍵かぎを取り出して錠じようを開け、扉を左右に滑すべらせる。

「……へえ。ここに来るのは、僕も初めてのような気がするね」

　ルナがぽつりと呟つぶやいた。

　その部屋にもラックがずらりと並べられていた。天窓から地上の光が差し込んでいて、室内はそれほど暗くない。そしてラックが配置されていないスペースもあり、そこにはガラクタ類とおぼしき物が放置されていた。

「なんだ、こりゃ」

　ガラクタの中に一つだけ、妙みように立派なカバンが置かれている。博物館にそぐわない、軍用のカバンと見える。機密文書でも入れて運ぶものなのか、鍵がかけられていて、力を入れても開く気配はない。

「それは……」

　テッキはカバンに近づき、じっと表面を見つめた。それからはっと気づいて、

「これ、チェビアトからの預かり物ですね」

「父さんの？」

「ええ。詳くわしい経緯いきさつはよく知らないのですが……独立戦争から帰ってきた時に、ここで預かって欲しいとチェビアトがおじいさまに預けたらしいんです。いつかこれの鍵を持っている人間が博物館を訪れたら、カバンを渡わたすように……とかなんとか」

「鍵を持っている人間ねえ」

　エルバはカバンを揺ゆすってみたが、特に音はしなかった。重量はずっしりしているが、これはカバン自体の重みのような気がする。中に円盤が入っていても不思議ではないが──

「それはどうでもいいでしょう。今はデスドレッドデーモンですよ」

「それもそうだ」

　エルバはカバンを元の位置に置き、ラックの方に進むテッキについて行った。

「……これじゃなくて……」

　テッキはラックの中の箱を順番に取り出し、わきに積み上げていく。基本的に、他のラックに保管されているものと扱いは同じだ──ラベルにドクロマークが付いている、ということ以外は。

「これですね」

　と言うテッキの手の中には、箱が一個しかなかった。

「……なんで一個しかないんだよ。ルナは三個くらいあると言ってたぜ」

「残念ながら、すべての円盤を完全に管理しているわけではありませんのでね。ラベルが古くなりすぎて、文字が読めないのも多々あります。さしあたり、今すぐ手に入るのはこれ一個だけですよ」

「マジかよ。俺の命が懸かっているってのに」

「この円盤が命を懸けるに足る代しろ物ものであること、祈いのるしかないですね」

　冷たく突つき放すように、テッキは言った。




　さらに十五分後。

　サクラとファルナは、ラウンジと庭とを分かつガラスの向こう側に、空を飛ぶエルバの姿を見いだした。

「…………!?」

　気づいた途と端たん、二人は腰こしを浮うかしていた。エルバはそのまま放物線を描えがいて地面に落下、肩かた口ぐちから地面に激げき突とつしてさらに二回転。

「エルバ君!?」

「ちょ……なにしてんだよ、エルバ！」

　サクラとファルナが口々に言い、大窓から直接外へ飛び出していく。

　土つち煙けむりの中に、エルバはうつぶせに倒たおれていた。ファルナとサクラは左右につき、エルバを助け起こそうとしたが──

「すげえ！」

　一声叫さけぶと、エルバはぴょこんと起き上がった。痛い目に遭あったにもかかわらず、面おも白しろくて仕方ないという顔をしている。見た目にダメージはまったく無さそうだった。

「すっげえぞ！　いけるぜテッキ、これなら！」

　と言いつつ、あまりのうれしさにエルバはサクラとファルナの肩に手を回して左右とも抱だき寄せた。

「これならクルトの野や郎ろうにだって勝てる！　勝てるぞ！」

「……そ……そうなんですか？」

　エルバの異常な喜びように愛想あいそ笑いを浮かべつつ、サクラはエルバの視線を追った。

　テッキは放心していた。信じられないものを見てしまった、とでも言いたげな顔をしている。

「これは……ワタクシ自身も予想外でしたね。これだけのパワーがあるとは……」

「よーし、俺はやってやるぜ」エルバは決意表明した。「俺はこいつでクルトの野郎をぶっ倒す！　あいつにこれ以上でかいツラをさせてたまるかってんだ」

　それは、再び希望を見いだした者の笑え顔がおだった。それを見て、サクラもファルナも自然と顔がほころんだ──事情はよくわかっていなかったが。
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「特訓中なのか」

　カエデはそう言って、茶をすすった。

「正直言って、エルバ君には戦って欲しくないんですけれどねえ……」

　サクラもそう応じて、茶をすする。

　サクラはヤカナカ家を訪おとずれていた。十年ぶりの再会を果たしてからというもの、サクラは毎日のようにカエデと顔を合わせていた。主に、サクラの方がヤカナカ家を訪問するという形で。

　もちろん、カエデはサクラの訪問を大だい歓かん迎げいしていた。本日は緑茶を出し、生け垣がきに囲まれた庭の木の下のテーブルにてサクラを歓待している。

　鉢はち植うえのランは相変わらずきれいに咲さき誇ほこっていた──が、さんさんと降り注ぐ日の光の下もと、静かな声で語り合う二人の表情は暗く、沈ちん鬱うつだった。

「戦って欲しくない、か。サクラらしいな。……戦いを止めることはできないのか？」

「私には、できません」

　サクラは首を左右に振ふった。

　エルバが八眼デイアボリツク争覇パーテイに参加している以上、戦いは避さけて通れないことだ。もちろん、カエデに対して八眼争覇のことを語ることはできない。だが、サクラの深刻な態度は、言葉以上の重みをカエデに与あたえていた。

「そうか。サクラにできるのは、見守ってやることだけか」

「そうです。私にできることは、エルバ君に勝ち残ってもらえるよう、祈いのるだけです。エルバ君はもう、博物館の大事な職員の一人ですから」

「……彼らが来る前は、たった二人で博物館を整備していたそうだな？」

「はい。人を雇やとうような余よ裕ゆうもありませんでしたからねえ。でも、エルバ君とファルナが来てからは、館内がずいぶん賑にぎやかになって、楽しくなりましたよ。だから、エルバ君には怪け我がとかして欲しくないんですけれど……」

　カエデは、サクラの顔をじっと見つめた。

「しかし、なんだな。サクラが毎日ここに来てくれるのは嬉うれしいが、毎日エルバのことばかり語るのはいかがなものかな」

「……そうでしょうか？」

　サクラは聞き返した。その指し摘てきにはまったく自覚がなかったからである。

「自分で気づいていなかったのか」カエデは渋じゆう面めんを作った。「かなり聞かされたぞ。たまたま別の話題に飛んでも、ふと気がつくとまたエルバの話だ。さすがに聞いていて不ふ愉ゆ快かいになってきたぞ。なんで私があの男の嫌きらいな食い物から服装の趣しゆ味みに至るまで覚えなきゃならないんだ。多分このランの花も、奴やつのプロフィールを暗唱できるだろう」

　テーブル中央のランの花びらを指でつつく。

「あ……そうでしたか。申し訳ありません」

　と謝りつつ、サクラの笑みが絶えることはない。

「自覚がなかったとは、困った奴だな」

　ポンポンとカエデはサクラの頭を叩たたいた。あくまで優やさしく、撫なでるように。

　それからすっとまじめな表情を浮うかべると、

「サクラは、エルバのことが好きなのか？」

　ある意味決定的な質問を、カエデは投げた。

　しかしサクラは、

「ん～……」

　カエデの声に込こめられた重みには、特に気づかなかった。

「まあ、それはあ……好きですよ、もちろん」

「……なるほどな」

　脳天気な返答に、カエデは肩を落とした。

「テッキもファルナも、エルバ君も大好きです。一いつ緒しよに暮らしていて、毎日飽あきないですからねえ」

「……そうか」

　つい、とカエデは目をそらし、あさっての方向を見つめた。

「……？　どうしました」

　サクラは妙みような気配を感じた。カエデの目が、寂さびしげに揺ゆれているように見えたからだ。

「いや……別に、なんでもないさ」

　何かを隠かくそうとするように、カエデは薄うすく笑った。

「サクラが幸せな毎日を送っているんなら、何も言うことはない。博物館の中でいじめられている、とかいう話だったら、今すぐそいつらを斬きりに行こうと思っていたんだが」

「ちょっと、人の同居人を勝手に斬らないで下さいよお。そんなことありませんって。本当に」

「本当に？」

「ええ、本当にです」

「なら、いい」カエデは席を立ちかけた。「それより、お茶のお代わりを持って来ようか」

「あ、いいえ」サクラは手を振った。「もうそろそろ帰らなきゃならないし、もうおいとまします」

「そうか？　じゃあ、仕方ないな」

「それじゃ、お茶ごちそうさまでした。また来ますよお」

　椅い子すから立ち、サクラは頭を下げた。

「うん。いつでも大だい歓かん迎げいだ」

　カエデも起立して笑え顔がおで応じて、手を振った。サクラが門から出て行き、姿が見えなくなるまで見送り続ける。

　完全にサクラの姿が消えてから、カエデは着席した。茶の残りを飲み乾ほし、一息つく。

　それから、視線を家の大窓に送った。

「……盗ぬすみ聞きとは趣味の悪いことだな」

　声に応じて、閉とざされた大窓の向こう側に黒い影かげが現れた。

「……盗み聞きとは失礼な。マロはここにいただけで、たまたま話が聞こえてきただけでおじゃるよ？」

「それを盗み聞きだと言うんだ。……まあ、話が早い。どう思う、今の話？」

「どうもなにも。戦うというのなら、見守ってやるのが礼れい儀ぎでおじゃろ？」

「……そうだな」

　カエデはそう言って、天を仰あおいだ。

　不意に日が陰かげり、カエデの周囲に影が落ちる。見上げると西の空には黒雲がわき、徐じよ々じよに空を覆おおい尽つくそうとしていた。







　死者の辻つじ──

　ブルティエールは円を基調として設計された街であるが、二百年にわたる繁はん栄えいの結果、初期の想定をはるかに上回る人口増加を果たした。結果として、富ふ裕ゆう層は街の西へ、貧困層は街の東へと流れ出していった。これをそれぞれ西番外地、東番外地と呼んでいる。西側には高級住宅街が並ぶ一方で、東側にはスラム街が形成されているのだ。

　死者の辻は、東番外地の北側に位置する場所である。東番外地の位置にも変へん遷せんがあり、長年かけて徐々に南側にずれ込みつつある。死者の辻とは、かつては東番外地の住人が住んでいたが、いまや腰こしまでの高さの枯かれ草が生え放題の荒あれ野となっていた。往年の姿を忍しのばせるのは、地面に残った十字路の跡あとのみだ。

　何故なぜ死者の辻と呼ばれるかというと、かつてここにははりつけのための十じゆう字じ架かが立てられていたからだという。警察も踏ふみ込まないような東番外地にあっては、自治的な勢力が形成されている。うちいくつかの勢力は、ブルティエールの犯罪組織マーレボルジュの傘さん下かにあるともいわれている。

　特に昔は自治の力が強かったらしく、東番外地内部にあって発生した重大な犯罪は、彼ら自治勢力の手によって裁かれた。裁かれた犯罪者は、処しよ刑けい後、十字架にはりつけられ長い期間にわたって晒さらされたとか。いまや、十字架らしきものはどこにも見あたらないが。

　夜になると、吹ふきすさぶ風の音にのせ、死者達の怨おん念ねんが悲痛な声を上げる──そう噂うわさされる場所だった。

　決けつ闘とう当日の午後、まだ明るいうちに、エルバとルナ、テッキとボルは死者の辻にやって来ていた。決闘場の下見である。

「以前よりますます荒すさんでいるな」

　死者の辻を眺ながめ下ろしながら、エルバは呟つぶやいた。空を雲が覆い始め、地上に影を落とし始めているせいで、ただでさえ寂せき寥りよう感あふれる場所が輪をかけて寂しく見える。

　このあたりも、チェビアトに連れられてよく遊びに来たものだ。少し遠くを見やれば、これまた子供の頃ころによく連れて行ってもらった岸がん壁ぺきが見える。ついこの間、バガテルに追い立てられてあの崖がけから落ちたことを思い出し、エルバは身を震ふるわせた。

「ここ、本当に昔、人が住んでいた場所なのかよ？」

「だ、そうですよ」テッキが言う。「まあ、ワタクシが物心ついた時には、既すでに荒こう野やになっていましたけれどもね。どうなんですか？　ルナ」

　すぐ隣となりを歩く魔ま神じんに話を振ふり向ける。

「うん、昔はこの辺にも人が住んでいたよ」ルナは即そく答とうした。「時代が下るに連れて、ものすごい勢いで荒れていったけど」

「なんでなんだよ」

　エルバが問うと、テッキの袖そで口ぐちからボルが触しよく手しゆを伸のばした。

「はりつけにした死体の臭においに我が慢まんならなかったんじゃねえかあ？　ゲハハハ！」

　笑い声を立てて、ひょいと飛び出し、自分の足で地上に立つ。足をまっすぐに伸ばすと、ボルの体高は一メートルほどになった。

「で、今日はここに何しに来たんだよ？」

「ここはクルトが指定した場所だ。いざという段になってトラップにはめられても遅おそいからな」

「トラップ？　どんなんがあるんだ？」

「そりゃ、落とし穴とか、──」

　エルバは少し考えてから、

「落とし穴とか──」

　さらに考えてから、

「落とし穴とか」

「思いつかないなら言わなきゃいいのに」

　ルナが口を挟はさんだ。

「とにかく、怪あやしい物があったらのけておけってことだ。あの野や郎ろうだったら、なにかトラップを仕込んでいても不思議じゃないからな」

「むしろ、こっちが罠わなを仕し掛かけませんこと？」テッキが提案した。「踏んづけたら足が一本吹っ飛ぶような爆ばく弾だんを仕掛けておくとか」

「……いや、それはさすがに反対する。間ま違ちがって俺が踏んだらどうするんだ」

　エルバは首を振った。

「そうですか。……危険を排はい除じよしておくに越こしたことはないですね」応じて、テッキはボルに呼びかけた。「ボル、あなたはここ一帯を隅すみから隅まで歩きなさい。もし罠が仕掛けられていたら、ちゃんとひっかかって、全部無効にしておくんですよ」

「おいおい！　俺に死んでくれって言うのかよ！」

「あなただったら、トラバサミに挟まれても、竹たけ槍やりの生えた落とし穴にはまっても、死にやしないでしょう？　罠探しにはうってつけですよ」

「死ぬほど痛えだろうが！　この俺をなんだと思ってやがる」

「都合の良い使いっ走り、と」テッキは万力をむき出しにした。「……何か文句でも？」

　明らかに文句を言いたそうだったが、ボルはあきらめて歩き始めた。

「デリケート極きわまりないこの俺を捕つかまえて炭鉱のカナリア扱あつかいたあ、今回はろくでもねえ女と契けい約やくしちまったもんだぜ。てめえの右手で罠を潰つぶせってんだ」

　渋しぶ々しぶといった調子で、しゃかしゃかと前進する。二本の触手で背の高い草をかきわけながら六本の足で歩むという器用な真似まねをしながら。

　すると、ほどなくして──

「ギャアァァ──ッ！」

　悲鳴とともに、ボルの姿が消えた。

「どうした!?」

　エルバは駆かけ足でボルの後を追い、そしてすぐにその理由を悟さとった。

「ギャアァァ──ッ！」

　同じ悲鳴をエルバも上げる。背の高い雑草が途と切ぎれた途と端たん、その先の地面が消失していた。空を踏ふみかけて、なんとか重心を残す。

「どうなってやがるんだ！　これはよォ──ッ！」

　ボルの叫さけびは、崖の縁ふちから聞こえてきた。身体からだは完全に向こう側に落ちていて、触手二本でぎりぎりしがみついている状態だ。

「人の話は最後まで聞いて欲しいね」ルナは冷静に言った。「昔、ここのすぐ裏手でものすごい崖崩くずれが起きて死人がたくさん出たんで、人がいなくなったんだよ」

「そういうことは早く言え！」

　エルバは叫んだ。そこは地じ肌はだが露ろ出しゆつした切り立った崖になっていた。いくらか背の低い草木が生えてはいるが、運良く引っかかることを期待するのはやめておいた方が良さそうだ。崖の下には、広い湖が広がっている。

「湖の底には、崖崩れに巻き込まれた人達の骨が今も眠ねむっているという噂うわさだよ」

「エルバの言う通りだぜ。そういうことは早く言えってんだこの野郎」

　エルバが伸のばした手にしがみつき、ボルは崖がけから奇き跡せきの生せい還かんを果たした。

「君が一人で勝手に行ってしまったのが悪い。『人の話は最後まで聞きましょう』っていう悪あく魔まの掟おきて、忘れたの？」

「こんな間ま抜ぬけな死に方で八眼デイアボリツク争覇パーテイから脱だつ落らくしたら末代までの恥はじじゃねえか！　この、──」

　不意にボルは口を閉とざした。まだまだ文句を言いたげだったのに。

「どうしました」

　不ふ審しんに思ってテッキが尋たずねる。

「いやいや、こりゃ、珍めずらしい方の登場だぜ」

　ボルは触しよく手しゆを伸ばして、とある方向を示す。

　その場にいた全員が振り向く。

　ボルの指し示した方向から、二つの人ひと影かげが近づいてきた。

　そのうち一つ、白しろ装しよう束ぞくの少女の姿には、エルバもテッキも見覚えがあった。

「ありゃまあ。主しゆ催さい者しやのご登場かよ」

　白い奇き妙みような神官服らしきもの──ドースに存在する宗教とは異なるものだ──を着用し、白いフードで半ば顔を隠かくしている。その奥に見え隠れする目ま蓋ぶたは、両方とも閉ざされていた。

　彼女の名はブラナ・ラ・モート──魔王の意思の残ざん滓しにして、八眼争覇の主催者。

「久しぶりだね、諸君」

　エルバたちの視線に気がついて、ブラナは手を振ふった。

「……なにをしにいらっしゃったのですか」

　テッキが問いかける。その声は緊きん張ちようにややこわばっている。

「そう固くなることはないだろう」

　対照的に、ブラナの声は朗ほがらかで、緊張感のかけらもなかった。声の質は見た目の年ねん齢れい相応だが、口調は思し慮りよ深い老人のごとし。聞く者に違い和わ感を呼び起こす、奇妙な声だ。

「主催者として、八眼争覇の行方ゆくえが気になるのは当然のことだろう。今晩の決けつ闘とうについて、君たちの意気込みを聞きに来たのさ」

「……そんなことも知っているのか。魔王様はなんでも知っているんだな」

　と言いつつ、エルバはブラナの隣りん人じんに目をやった。

「こっちは誰だれだよ」

「そうそう」ブラナは手を打った。「今日は彼を紹しよう介かいしに来たのだよ」

　その男は、ブラナとは対照的に、黒い装束をまとっていた。地面にまで届きそうな長い外がい套とうを羽織り、その内側のシャツもズボンも黒。白いのはただ一点、精せい悍かんな細い顔の色のみ。

　どこか、クルト・キングスリーを想起させる出いで立ちではあったが、明らかに別人だ。

「彼は八眼争覇の監かん視し員いんだよ。自発的に監視員をやってもらっている」

　ブラナの紹介を受けても、監視員は何の反応も見せなかった。ただ、ぎろりと鋭するどい眼光を放ち、エルバたちをねめつける。

　眼光に晒さらされて、エルバは尋じん常じようならざるプレッシャーを感じた。いかにも曰いわくありげな人物だが──

「……監視員だと？」

「そう。円えん滑かつに八眼争覇を進めるための人手。八眼争覇のルールから著しく逸いつ脱だつした行こう為いがないよう目を配る役だよ。なにしろ、私には目がないんでね」

　閉ざされた自分の両目蓋を、ブラナは指さした。

「ルールなんて、あってないようなもんじゃないのか」

「そうでもない。君に重要なルールを言うのを忘れていてね。今日はそれを言いにきたのさ」

「ちょっと待て」エルバは焦あせった。「今いま更さら、重要なルールだと？」

「慌あわてることはない。おそらく、君にとっては意味のないルールだよ。でも、こういうことはきっちりしておかなければならないからね」

「……ほお」

　エルバはブラナをにらみつけた。

「だったら、教えてもらおうか。なんなんだよ、その言い忘れたルールってのは」

「ギブアップに関するルールさ」とブラナは説明した。「もし仮に、勝てそうもない相手に出くわして、これはどうしようもないと勝負をあきらめたとする。その時には、円盤レンズを返納することで八眼争覇から抜けることができるのさ。私か彼に言ってくれれば、それ以降、脱落者の命を保証する。それ以上魔神の力に脅おびやかされることはなくなる──というルールさ」

「なるほど」エルバは納なつ得とくした。「たしかに、俺とは縁えんの無さそうなルールだな」

「本当かい？」ブラナは問いかける。「クルト・キングスリーにつけ狙ねらわれて、かなり絶望的な気分になっているんじゃあないのか？」

「冗じよう談だん抜かせ」

　語気も荒あらく、エルバは反論した。

「降参といえば、ついこの間クルトの野や郎ろうに勧すすめられたばっかりだ。当然断ったがな。俺はクルトには負けねえよ」

　真意を確かめるかのように、ブラナはエルバの瞳ひとみをじっとのぞき込んだ。

「……ふむ。本気で勝つつもりのようだね」

　満足そうな笑えみを浮うかべて、ブラナは身を引いた。

「ちなみに言うと、さっき言ったルールが適用されたためしは、今もってないのさ。もし君が申し出てくれたら、最初に降参ルールが適用された人物として歴史に残れたのだがね」

「誰が降参なんかするか。そんなもん、名めい誉よでもなんでもねえ」

　ある意味当たり前だろうな、とエルバは気づいた。悪あく魔まに魂たましいを売ってでも願いを叶かなえたいという人間だけが、八眼デイアボリツク争覇パーテイに参加できるのだ。自分の魂を賭かけ金として差し出す度胸があってこそ、はじめて参加資格を得られる。そのような人間が望みをあきらめて八眼争覇から抜ぬけ出すなど、考えられるはずがない。

「あるだけ無意味なルールだと思うぜ、それは」

「そうかもしれないね」ブラナは認めた。「しかし、人間の心とはうつろうものだ。セーフティーネットを広げておいて悪いことはない」

「そのルールの適用は、誰か俺以外の参加者に勧めてやってくれ」

　エルバが言うと、ブラナは失しつ笑しようした。

「……なにがおかしい」

「いや、悪い」ブラナは謝った。「この件を教えると、全員が全員君と同じ事を言うのでね」

「……そうかい」

「用事はそれだけだ。君たちの健けん闘とうを祈いのりつつ、私たちは去ることとする──が」

　ブラナはテッキに目をやった。

「なにか、言いたいことでもあるのかな」

「…………」

　テッキは、監視員にじっと視線を据すえていた。エルバとブラナが会話を続けている間も、ずっとだ。一方で監視員もテッキを見返してはいるが、何一つ口は利きかない。奇き妙みような空気が、二人の間に醸じよう成せいされている。

　思い切って、テッキは口を開いた。

「あの……以前、お会いしたことはありませんか……？」

　監視員は長らく無言のままにテッキを見下ろしていたが、

「さあな」

　一言だけ述べると、監視員は身を翻ひるがえし、ブラナに声をかけた。

「もういいだろう」

　ブラナは頷うなずいた。

「それでは、今夜の決けつ闘とう、頑がん張ばってくれたまえ。私は遠くから見守っているよ。あ、あと、君たちはすぐ帰ってくれて構わないよ。仮にこの場所に罠わなが仕し掛かけられているとすれば、監視員がすべて撤てつ去きよしてくれる。……もちろん、そこの崖がけはどうしようもないがね」

　思い出したように、崖を指さす。

「さすがに、崖に落ちて死ぬようなアホは救いようがないからね」

「俺が、戦闘の最中に足を踏ふみ外して死ぬようなアホに見えるのか？」

　エルバは敵意も露あらわにブラナをにらみつけた。

　と、この時、監かん視し員いんが背を向けたままに口を開いた。

「罠などというくだらないもので、勝負を決めさせるわけにはいかない」

　それは、この日の会見で監視員が口にした、最も長い言葉だった。妙な重みを感じて、エルバたちは黙だまり込んでしまう。

　それだけ言い残すと、監視員は立ち去っていった。

「再会できることを祈っているよ」

　ブラナは手を振ふり、監視員のあとを追っていく。

「やれやれ」エルバは呟つぶやいた。「魔王様の期待に背そむくわけにはいかないな」

「そうだね」ルナが応じる。「とりあえず、おうちに帰って決闘の時を待とうか」

「それがいい。裏手に崖があると知っただけでも、十分収しゆう穫かくだ」

　エルバは改めて湖を見下ろした。湖面は上空を流れる風を受け、わずかに波立っている。なにやら自分の心の内を映し出しているかのようだった。







　大学構内の喫きつ茶さ店てん、テラスの一席に座るクルトは、少し離はなれたところに立っている柱に向かって声をかけた。

「こそこそ隠かくれていないで、一いつ緒しよにお茶でもどうだ。一いつ杯ぱいくらいおごってやる」

　柱の陰かげから、一人の少女の姿がわずかにはみ出していた。が、少女は動く気配を見せない。

「出てこないと」クルトは付け加えた。「警備員に、『ストーカーにつけ狙われて困ってる』って言いつけるぞ」

　そう言われて、恐おそる恐るといった調子で、やっとファルナは姿を見せた。そそくさと歩み寄ると、

「あたしの尾び行こう、わかってたのかよ」

「わからいでか。まあ、座れ。決闘を晩に控ひかえて、いざこざを起こす気はない」

　ファルナは少しためらった。テーブルには、三人の人間がいた。うち一人は人間とは呼びがたい存在だったが。

「それとも、ビビっているのカシラ？」

　ベルは目を細めて言った。ファルナの戸と惑まどう様子を面おも白しろがっているようだった。

　もう一人は──名前は知らないが、見たことはある人物だった。銀ぎん髪ぱつで目が細く、白いスーツを着用している。最初にクルトからエルバのことについて持ちかけられた時、クルトについていた人物だ──ファルナを見つけた瞬しゆん間かん、どこかに行ってしまったが。今も特にファルナを気にかけるでもなく、あさっての方向を向いて茶をすすっている。

　三人の敵が、そこにはいた。が、キャンパスにはまばらながらも人の通りがあり、これは夜遅おそくになるまで途と切ぎれることはない。クルトの言葉を信用してもいいだろう、とファルナはテーブルに着いた。

「晩から決闘だってのに、ずいぶん余よ裕ゆうじゃねえか」

　ウェイトレスに紅茶を一杯注文した後、ファルナはクルトに言葉を投げた。

「今いま頃ごろ、俺が死者の辻つじに行って、罠をせっせと仕掛けているとでも思ったか？」

　そう切り返されて、ファルナは言葉に詰つまった。そんなことをするんじゃないか、という懸け念ねんから、ファルナはクルトの尾行を続けていたのである。

　しかし、クルトはごく普ふ通つうに朝から授業に出てくると、ごくまじめに授業に出続けていた。特に怪あやしいことをする様子もなく、ファルナとしてはやや拍ひよう子し抜ぬけな思いだった。どうやらまったく実りのない行こう為いだったらしい、とファルナはわずかな後こう悔かいを感じた。

「俺は、そんな卑ひ劣れつな真似まねをする人間じゃあない」クルトは押し殺した怒いかりをファルナに向ける。「俺はあくまで自分の能力で戦っている。正確には、自分の能力と能力逆流スピンオフ──魔ま神じんに与あたえられた能力とで、だが。俺は自分の能力に自信を持っている。卑劣な手段に訴うつたえたがるのは、自分に自信のないアホだけだ」

「……なるほど、大した自信じゃねえか」

　その点、ファルナも認めるしかなかった。

「それにな、フェアプレイからあまりに逸いつ脱だつする真似をして勝利した奴やつには、魔王様からすごいペナルティが与えられるんだとよ」

「ペナルティ？」

「そう。聞いた話じゃ、前回の八眼デイアボリツク争覇パーテイでそんなことがあったらしい。最後の二人になったところで、一方が一方の身内を人ひと質じちに取って、強ごう引いんに勝利を収めたとか。だが、その勝ち方はまったくもって気に入らない、とかで魔王様がその回の八眼争覇そのものをノーカウントにしたんだとよ」

「ふーん……」

　何の気なしにファルナは返事した。しかし──

　前回の八眼争覇は、チェビアトおじさんが参加した戦いだ。

　チェビアトは最後の二人まで残ったらしいが、テッキを人質に取られて敗れた、とテッキ自身が言っていた──

　そこまで考えが至った途と端たん、ファルナは席から飛び上がった。

「なんだって!?　ちょ……その話、詳くわしく聞かせてくれよ！」

　突とつ然ぜんのファルナの動作に、全員が驚おどろいた。銀髪の青年ですら、線のような目を見開いてファルナを見つめている。

「詳しく、と言われても困る。魔王様からの又また聞ぎきだ。俺が実際に見たわけじゃない」

「……そうか」

　ファルナは力無く席に座り直した。ともすると、チェビアトを殺した相手に迫せまれる、とも思ったのだが。

「さて、と」今度はクルトが立ち上がった。「もういい時間だ。俺は、決けつ闘とうの準備のために家に戻もどる。もうついてくるなよ」

「はいはい」

　エルバたちが決闘場の下見をしているはずだし、なんからのアンフェアな攻こう撃げきを仕し掛かけられることはないだろう──とファルナは判断する。

「それじゃ、戦場でお会いしましょうネ」

　ベルは手を振ふり、銀髪の青年は軽く会え釈しやくをして、テーブルから立ち去っていく。

　一人ぽつんと取り残されたファルナ。ぼんやりしてる場合じゃない、博物館に帰らなきゃ、と席を立ちかけたが──

「──こちら、ストレートティーです」

　今いま更さらになって、ウェイトレスが紅茶を持ってきた。

「あ、こりゃどうも」

　ファルナは慌あわてて座り直し、たった一人で紅茶をすすり続けたのだった。







　エルバたち一行は、夜九時きっかりに死者の辻へと到とう着ちやくした。

　昼間とは雰ふん囲い気きが一変していることに、エルバは驚いた。雲の隙すき間まから時折現れる月の光に照らし出された空間には、昼間とは比べものにならない荒こう涼りよう感が漂ただよっていた。死者の国というのが存在するのならば、きっとこのような場所なのだろう。動くものといえば風に揺ゆれる草木のみ、その草木の合間を吹ふき抜けていく風がうらさびしい音を立てる。死者の怨えん嗟さの声とも思えるような。

「決闘にふさわしいことこの上ない場所だ」

　馬上から荒野を見下ろして、エルバは呟つぶやいた。

「ほんと、恐おそろしいくらい静かだな」

　エルバを背に乗せたユニコーンが、応じて答える。悪魔を召しよう喚かんしたファルナである。ユニコーンが一歩を進むたび、じゃらんじゃらんと金属的な音がする。

　馬上にあって、エルバはマントを着用していた。マントは奇き妙みような具合に盛り上がり、音はこの下から漏もれだしている。

「もし負けたら、あなたの屍しかばねはこの荒野に放置していきますからね。それがイヤなら絶対に勝ちなさい、エルバ」

　ユニコーンに付き従って歩くテッキが、エルバをにらみ上げる。と、テッキの袖そでから一本ボルの触しよく手しゆがはみ出した。

「いや、そこは『骨は拾ってやるから死ぬ気で戦え』っていうもんじゃねのかあ？　テッキさんよお」

「そうですよお。テッキも冷たいこと言いますねえ。エルバ君、……死なないで下さいね」

　サクラが心配そうな目でエルバを見上げる。

　エルバは余よ裕ゆうの笑えみをもって答えた。

「大だい丈じよう夫ぶ。俺は、目的を果たすまでは死ねない」

　やがて一行は、死者の辻つじにたどりつく。十字路の跡あとが残っている、西側の端はしに。

　東側の端には、二つの人ひと影かげが月明かりの中に浮うかんでいる。一つは高く、一つは低い。

「逃にげずによく来たな……！」

　クルトの声が、風に乗って届いた。

　エルバは顔を歪ゆがめた。もはや、奴やつの声を聞くだけで怒いかりがわく。しかし怒りにかられて冷静さを失ってはならない、と気づいて無表情を保とうとする。

「おまえこそ、逃げ出すんじゃないかと思ってたぜ」

「おいおい。百パーセント勝てる戦いからどうして逃げる必要があるんだ？」

　クルトは肩かたをすくめ、目の前に置いた背負しよい子こに手をかけた。既すでに背中から下ろしており、以前の時のように四本の剣けんがそこには立てられている。

「百パーセントだと？　おまえの判断力はとことん腐くさっているんだな」

　ム、と一いつ瞬しゆんクルトは黙だまり込んだ。が、エルバの身体からだを指さすと、

「……じゃあ、なにか？　その面おも白しろいマントの下に秘密兵器でも隠かくし持っているってのか？」

　嘲あざけりの表情を浮かべた。

「ファルナ、下ろしてくれ」

　エルバはユニコーンの首を叩たたく。応じて、ユニコーンはその場にしゃがみ込んだ。

　すると、じゃらんと金属的な鈍にぶい音が響ひびいた。

「…………何を隠し持っているノ？」

　ベルの質問を無視して、エルバはゆっくりとユニコーンの背から降りた。きわめてゆっくり。まるで全身筋肉痛にでもなっているか、厚い鎧よろいでも装着しているか──

「ハ！」クルトは笑った。「俺の剣が避よけられないと悟さとって、分厚い鎧でも着てきたか？」

　そう聞いて、エルバも笑いかえした。

「フン！　だから、おまえは判断力が腐っているんだよ」

　言って、エルバはマントをはねとばした。

　マントの下にあったのは──鎖くさりだった。

　長く太い鎖を、エルバは全身に巻き付けていた。その一いつ端たんには、錨いかりがつけられている。エルバは肩を大きく動かして、鎖から抜け出した。重い鎖はその場に落ちて、またもじゃらんと音を立てた。

「やれやれ」エルバは両肩を回し、凝こりをほぐした。「こんだけの重い物を運ぶのは骨だったぜ」

「判断力が腐っているのはおまえの方だな。それでどうやって俺と戦うって言うんだ？」

　挑ちよう発はつ的なクルトの言辞に、エルバはふてぶてしい笑顔で応こたえるのみだった。

「……いいだろう」

　クルトは三本の指を立てた。その指先に、三匹びきのジャノメチョウが現れる。無の中から取りだしたみたいに、突とつ然ぜんに。

「そんなに俺にお目々を抉えぐられたいって言うんなら、お望み通りにしてやる。てめえの目玉をソース漬づけにして食ってやるよ！」

　ジャノメチョウがクルトの指を離はなれ、ひらひらと舞まい出てくる。蝶ちようは辻の中央まで進み出ると、不意にピタリと止まった。途と端たん、紫むらさき色いろの霧きりが現れて、蝶を中心に集合、収束していく。

　一秒後、そこには三体の巨きよ獣じゆうが出現していた。

　二本の手と足、鋭するどい爪つめ、鋭いくちばしを持ち、背中には翼つばさが生えている。ガーゴイルだ──が、普ふ通つうのガーゴイルではなかった。全身には亀き裂れつが走り、その亀裂からは赤い輝かがやきが脈動している。身体表面も黒く、まるで溶よう岩がんのようだ。

「マグマガーゴイルか……！」

　ルナが悪魔の名を呼ぶ。四段級の悪魔ではあるが、三体も集まるとなるとかなりの強敵となる。

「てめえ！」エルバが叫さけぶ。「一対一の決けつ闘とうじゃないのかよ！」

「一対一だろう!?」クルトは叫び返す。「俺は能力逆流スピンオフを使っているだけだ！　おまえも能力逆流で対たい抗こうしてみせろ！」

　ちっ、とエルバは舌打ちした。もちろん、ガーゴイルたちの体表には紫色のまだら模様が刻み込まれている。敵の能力逆流の影えい響きようを遮しや断だんする、紋様クリプト防御ウオールというやつだ。エルバの能力逆流を直接及およぼすことはできない。エルバの能力逆流は物体を空中に固定することであり、紋様防御さえなければガーゴイルも直接空中固定できるのだが。

　死者の辻には、雑草以外なんにもない。固定するオブジェクトがなければ、エルバの能力逆流を発揮する余地がない。それであの野や郎ろうはこんな何もない場所を決闘場に指定したんだろうな、と昼間の段階で気づいてはいたが。

「エルバ……！」

　テッキが単身、決闘の場へ突つっ込んでいく。手を出すなとは言われていたが、クルトがこのような手に出てくるとあれば話は別だ。

　しかし──

「……邪じや魔まはさせないわヨ？」

　テッキの行く手に、ベルが横から割り込んできた。左目の蝶がすっと離れると、一瞬後には同じくマグマガーゴイルが召しよう喚かんされる。ベルはひらりと宙に身を躍おどらせ、ガーゴイルの背に飛び乗った。

「ウフフ……男の戦いに口を出すのは野暮ってものヨ？」

　ガーゴイルの角を両手でつかみ、ベルはテッキを見下ろした。

「……どうやら、こっちはこっちでケリをつける必要がありそうですね……。サクラ、ファルナ、下がっていなさい！」

　テッキは叫んで、右みぎ袖そでをまくり上げた。右手首の先に装着された万力が、月の光を受けて輝いた。

「お任せします！」

　サクラはユニコーンを解放したファルナとともに、戦いの場から身を引く。その足音を聞いてから、テッキは突とつ撃げきした。




「始まったようだな」

　遠くの岸がん壁ぺきから、ブラナは決闘の様子を見下ろしていた。

　しばらく前に、エルバがバガテルに追い落とされた、あの岸壁である。あの時のエルバのように、ブラナは張り出した岩の先端に腰こしを下ろしていた。ブラナの両目は閉とざされているから、「見下ろしていた」と表現するには少々語ご弊へいがあるが。

　一方、彼女のそばに控ひかえる監かん視し員いんは、双そう眼がん鏡きようで決闘を観察していた。

「賭かけてみないか？」ブラナは監視員に声をかける。「どっちが勝つか当てたら、ビスク豆一年分をプレゼントしようじゃないか」

「……どうでもいい」

　監視員は低い声で言い返した。

「やれやれ」

　ブラナは肩かたをすくめた。

「どちらが勝つか、君の意見を聞いてみたいと思ったんだが」

「強い方が勝つ。ただそれだけのことだ。それで十分だろう、おまえにとっては」

「それは、そうだがね」

　認めて、ブラナは顔を前方に向けた。

「エルバ・ナイトロンド側が不利と見えるが、どんな手段で対抗してくれるだろうね……？」




「そうかよ」

　エルバは開き直って、凄すごみの利きいた笑いを浮うかべた。

「だったら、俺は全力でおまえをブッ倒たおす……！」

　左ひだり腕うでの円盤レンズホルダーから、エルバは一枚円盤を取り出した。

　それを受けて、ルナは腰に下げていたサーベルを取り出し、構えた。エルバが使用していたもので、塵ストラ器イカーではない。

「はあん？」意図を悟さとって、クルトは言った。「おまえも、悪魔を喚よんで戦うつもりか？」

「目には目をってヤツだ。……召喚コンタクト！」

　かけ声とともに、エルバの手の中の円盤が目の中に潜もぐり込んだ。

　まずは無色の霧きりがエルバを包み込み、さらに外側には赤い霧が発生する。二層の霧は順番にエルバを包み込み、そしてエルバの姿を悪魔へと変えた。

「な……なんだ……!?」

　その姿に、クルトは驚おどろきの声を上げた。見たこともないような姿の悪魔だったからだ。

　光り輝かがやく甲かつ冑ちゆう──誰だれの頭にも、そのような言葉が浮かんだ。甲こう殻かくで全身を包み隠かくしているかのようだ──昆こん虫ちゆう系の悪魔に見られるような。しかしよく見ると、それは単なる甲殻とは異なる。より人工物的なデザインのパーツをいくつも寄せ集めて組み上げたような姿をしている。直立二足歩行で腕二本、と人間的な姿はしているが、やや猫ねこ背ぜ気味で、両目は炎ほのおのごとく爛らん々らんと輝き、口は大きく裂さけて鋭するどい牙きばがのぞいている。

　見かけることのない悪魔だった──少なくとも、連れん邦ぽう本土においては。

「デスドレッドデーモンか……！」

　すぐにクルトも気づく。個々に容姿は違ちがうものの、研究が進んでいないために、そのような名でひとくくりに呼ばれる異形の悪魔たち。その一体が、クルトの目の前に現れていた。

「そう。名めい称しよう未定五六八号ってやつだ……！」

　そう言って、エルバは胸を張った。

　死者の辻つじを流れる風が、強くなったように感じられた。冷たい、どころではない。痛い。

　急に風が強くなったわけではない。名称未定五六八号の体表が、敏びん感かんに大気の流れを感じ取っているのだ。たとえるならば、全身の神経が身体からだの外にまで出てしまっているような感覚である。今、エルバは自分の頭のてっぺんから手の指先まで、その存在を完全に感じ取っていた。完全に思いのままに全身を動かせる、という自信があった。

　それは逆に言うと、外部からの刺し激げきが過か剰じような逆バツク流ワードとなってエルバを襲おそうということでもあるのだが。風を受けただけで痛みを感じるのだから、かなりの鋭えい敏びんさである。高位の悪魔につきものの代だい償しようというやつだ。だが今は、危険を冒おかしてでも強力な悪魔に頼たよる必要があった。

　エルバは足あし下もとの鎖くさりを拾い上げて、胸の前でクロスさせて身体に巻き付けた。垂れた両りよう端はしをそれぞれ手でつかみ、胸の前へと持ち上げる。手に胸に逆流の痛みが走る──が、泣き言など言っていられない。

「ルナ！　ちょっと下がってろ！」

「はいはい」

　護身用のサーベルを構えながら、ルナが身を引く。と同時にエルバは鎖を振ふり回し、錨いかりの付いた側を右手のガーゴイルにぶん投げた。

「…………！」

　投とう擲てきされた錨はものすごい速さで飛び、ガーゴイルの顔面に命中した。鈍にぶい音がして、ガーゴイルはのけぞる。

「止まれ！」

　錨には、赤い霧をまとわりつかせている。エルバは凍とう結けつ能力を発揮し、ガーゴイルの眼前に浮いた錨を空中に固定した。すぐさま鎖をひねり、輪っか状にして二つ滑すべらせる。輪っかはあっという間にガーゴイルのもとに到とう達たつし、悪あく魔まの身体を二重に締しめ上げた。

「そりゃッ」

　気合い一いつ閃せん、エルバは鎖を思い切り引っ張った。凍結能力を解除してガーゴイルを身体ごと引っ張り上げ、左へとぶん投げる。ガーゴイルはいいように投げられて、エルバの左手のガーゴイルに激げき突とつした。自分と同じ固さの物体とぶつかり合い、マグマガーゴイルの全身の亀き裂れつがますます大きくひび割れる。二体のガーゴイルは砕くだけ散り、塵ちりと化した。

「……どうだこの野や郎ろう！」

　クルトを光り輝く双そう眸ぼうで見つめ、エルバは叫さけんだ。常人の力を凌りよう駕がし、悪魔と対たい抗こうしうるだけのパワーを、この円盤はエルバに与あたえてくれていた。

「なるほど……ただ殺されに来たわけではないようだな！」

　険しい表情をしつつ、クルトも円盤を取り出した。

「召喚！」

　かけ声と同時に、クルトの身体も無色の霧、紫むらさき色いろの霧の二層に包まれる。次の瞬しゆん間かんには、紫のまだら模様をした九頭の蛇へびへとなりかわっていた。

「だが、一牙四刀流から逃のがれられると思うなよ……！」

　背負しよい子こから四本の剣けんを抜ぬき、それぞれを大上段に構える。放射状に伸のびる四本の剣は、ハイドラの姿を実際以上に巨きよ大だいに見せた。

「俺は逃にげない！」

　鎖を構えて、エルバは突進する。しかしエルバはクルトに気を取られ、ついうっかり失念していた──もう一体のガーゴイルの存在を。

「ケェェ──ッ！」

　突然奇き怪かいな雄お叫たけびを上げて、ガーゴイルはエルバの行く手に割り込み、その顔面をかぎ爪づめで切り裂こうとした──




「無む駄だです！」

　ガーゴイルの鋭い蹴けりを、テッキは万力で受け止めた。はじき返したところで万力を振り抜き、逆にガーゴイルの足へと叩たたきつける。

「グギャッ!?」

　足が砕け、塵と化す。しかしテッキが前ぜん傾けい姿勢となったところに、ガーゴイルは右の足を突つっ込んできた。

「……くうッ」

　これを迎げい撃げきするには、体勢が悪すぎる。テッキは退き、かぎ爪に空を切らせた。

「ふうん？　重い物をぶら下げている割に、なかなかすばしこいのネ」

　ガーゴイルの背に乗るベルは、余よ裕ゆう綽しやく々しやくの体ていでテッキを見下ろしている。左足を失ったガーゴイルがバランスを崩くずし、空中で倒たおれかけているにもかかわらず。

「のんきに構えている場合ですか!?」

　その隙すきを見み逃のがさず、テッキは地面を蹴り、ガーゴイルに飛びかかった。このままガーゴイルを粉ふん砕さいし、ベルを地上に引きずり落とすつもりで。

「話になんないワ！」

　ところがベルは、ガーゴイルを蹴飛ばし、一人で空へと飛んだ。

「なッ!?」

　瞬時にテッキとガーゴイルの間合いが詰つまった。咄とつ嗟さにテッキは万力を胸むな元もとに構え、直撃を回かい避ひする。それでも衝しよう撃げきから完全に逃れることはできず、テッキは押し戻もどされた。

「次！　マーブルガーゴイル！」

　閉とざされていたベルの左目が開かれる。顔の真ん中に現れた空くう洞どうの中から、一羽のジャノメチョウが飛び出した。蝶ちようはその身から紫色の霧きりを吹ふき出させると、名を呼ばれた通りの悪魔へと変化した。月光に白く輝かがやく、大理石のボディを持ったガーゴイルに。

　ベルは空中で一回転すると、マーブルガーゴイルに乗り換かえた。

「死んで頂ちよう戴だい！」

　テッキの面前では、マグマガーゴイルは塵となって音もなく炸さく裂れつしていた。マーブルガーゴイルは紫色の霧が晴れないうちに突撃し、視界のふさがれたテッキを狙ねらった。大理石の爪がきらめいて──

「ぐううッ!?」

　テッキは押し殺した悲鳴を上げた。右みぎ腕うで下か腕わん部ぶに爪がめり込み、肉までを傷つけている。反応が遅おくれ、攻こう撃げきを万力で受け止めることができなかった。

「顔面を狙ったつもりでしたけど──運のいいコト！」

　ベルは角を握にぎる手に力を込こめ、ガーゴイルにテッキの肉を抉えぐらせようとする。

　しかし、今度はテッキの方が一いつ拍ぱく早く動いていた。

「そう──運がいいみたいね……！」

　テッキは素す早ばやく左手を伸ばすと、ガーゴイルの上のベルの服をわしづかみにした。

「……なッ!?」

　今度はベルが悲鳴を上げる番だった。彼女の小さな身体からだは簡単に引っ張られ、ガーゴイルの上から転げ落ちる。

「逃がしませんッ！　ボルッ！」

　テッキは右腕を振ふり抜いてガーゴイルを無理矢理離はなすと、万力をベルに伸ばした。

　万力はわずかに口が開いていて、なおかつハンドルにはボルの触しよく手しゆが何重にも巻き付けられていた。地面に叩きつけられたベルの足を挟はさみ込むように万力を差し込むと、

「任された！　ゲハハ！」

　ハンドルに巻いた触手を、ボルは一瞬で引き抜いた。ハンドルは高速回転して、万力の口がほぼ一瞬で閉ざされる。

「ぐッ!?」

　足に痛撃を感じて、ベルが悲鳴を上げた。

　テッキの視界に一瞬だけ、エルバがガーゴイルに襲おそわれようとしている姿が映る。即そく断だんしてテッキは万力を持ち上げ、ベルを逆さ吊づりにすると、ガーゴイルめがけて少女の身体をブン投げた。




「きゃあああッ!?」

　突とつ然ぜんの少女の悲鳴に、エルバは反応する間もない。悲鳴はエルバの眼前を通り抜け、ガーゴイルを道連れにしていった。

「…………!?」

　そのあとを視線で追う。そこに見えたのは、ガーゴイルと抱だき合いながら地上をゴロゴロと転がっていくベルの姿。

　逆に飛んできた方向を見やると、テッキが万力をマーブルガーゴイルに万力を叩たたきつけ、粉砕しているところだった。

「助かった！」

　咄嗟に判断してエルバはテッキに声をかけ、ハイドラに向かって改めて突っ込んでいく。

「運にいつまでも頼たよれると思うな！」

　エルバの走り込んでくる軌き道どうを先読みし、ハイドラは剣けんを振り下ろす。

　しかしエルバはくるりと身体を回転させて軌道を修正、その勢いのままに錨いかりを一直線に放ほうり投げる。地面を叩く剣をくわえる二本の首に、鎖くさりはぐるぐると巻き付いた。

「止まれ！」

　そして、エルバは凍とう結けつ能力を発現させた。途と端たん、鎖を振り捨てようとうごめいていた二本の首の動きが収まり、完全に固定される。

「この程度で俺の動きを封ふうじたつもりか!?」

　首周りから、ハイドラは紫むらさき色いろの霧を発生させた。錨と鎖をとりまく赤い霧の紋様クリプトを読み、凍結能力を解除しようという試みだ。たしかにわずかな間で紋様は読まれてしまうだろう。

　だがそれより早く、エルバは動いていた。

　五六八号の身体が軽く飛び上がる──と、空中に浮ういた。

「……なんだと!?」

　クルトは驚おどろきの声を上げる──が、すぐにその実体に気づく。空中に固定させた鎖の上に、エルバは飛び乗ったのだ。そのまま、驚きよう異い的なバランス感覚で鉄の鎖の上を走り抜ぬけると、

「そいやッ」

　二本の首を踏ふみ台にして高く飛び上がり、ハイドラの中央の首──唯ゆい一いつ、武装していない首の裏側へとかじりついた。締しめ上げつつ、肘ひじ打ちを何発も脳天に食くらわせる。

「この野や郎ろうッ」

　ハイドラは首を激しく動かし、エルバを振り落とそうとした。しかしエルバはがっちりとハイドラの首をつかんで離れない。

「だったら、これでどうだッ」

　ハイドラの強みは、九つの首で三百六十度を見み渡わたせるということだ。すぐ背後に立ち並ぶ木立を見いだしたクルトは、首を思い切りのけぞらせてエルバを木の幹に叩きつけようとした。

「危ない！」

　ルナが叫さけんだ。

　激突する寸前、エルバは真上に飛んだ。片手で枝をつかみ、すんでのところで挟み込まれるのを回かい避ひする。ついでに鎖を投げて、真ん中の首にも鎖を巻き付けた。

「そうくると思ったぜッ！」

　エルバは木立の反対側に飛び、凍結能力を解除して、鎖を全力で引っ張った。

「うぬおおッ!?」

　ハイドラは、木立に押さえつけられ、首を締め上げられた。エルバは木立の向こう側にいる──が、ハイドラの身体からだは大きすぎ、木立に引っかかってしまった。錨と鎖とが首筋にぎりぎりと食い込んでいく。

「身体がでかいのがアダになったな！」

　ハイドラは三本の首を絞しめられている。幻肢フアントム逆流ペインが発生し、クルトは凄すさまじい痛みと苦しみとで悶もん絶ぜつした──が、気道が締め付つけられている（という逆バツク流ワードが発生している）ため、まともに悲鳴を上げることもできない。自由な残り六本の首を伸のばし、どうにかしてエルバを攻こう撃げきしようとするが、明らかにリーチの外だ。届きそうもない。

「さっさと気絶しやがれ……!!」

　エルバは勢い込んで、鎖を握にぎる手に力を込こめる──

「……クルト！」

　その時、ベルが駆かけ込んできた。

　エルバは一瞬身構えた──が、ベルの目的はエルバではなく、ハイドラだった。身体を反らして大きく跳ちよう躍やくすると、ハイドラの背中に両手を叩きつける。

　直後、ハイドラが爆ばく発はつを起こした。




「……なんだ……!?」

　紫色の霧きりが、爆風となって飛散する。エルバの感じていた手て応ごたえが一いつ瞬しゆんで消失し、鎖が音を立てて地面に落ちた。

　霧は静かに風に流され、薄うすらいでいく。その中から聞こえてくるのは──クルトが猛もう烈れつな勢いで咳せき込む音。

「……貴様…………よくも……やってくれたな……」

　絶え絶えに言っては咳き込むクルト。その姿は元に戻もどっている──ハイドラを解放したらしい。ハイドラが嚙かみついていた剣は四本とも、クルトの周囲に切っ先を下に地面に突つき刺ささっている。

　あのままではクルトが絞め殺される、とベルが強制的にハイドラを解放させたらしい。そのベルはというと──

「どうやら、こちらも塵ストラ器イカーで戦う時がきたようネ」

　声が聞こえると同時に、ヒュンと風を切る音が走る。

　咄とつ嗟さに身を引くエルバ──と同時に、何かがすっ飛んできた。エルバの視力では見切ることのできない、何かが。頰ほおを打たれたような感覚が走る──が、それはデスドレッドデーモンにより感覚が鋭えい敏びんになっているせいだ。実際は直撃しておらず、衝しよう撃げき波はを感じたにすぎない。

「さっきから、なかなか反射神経はいいみたいネ」

　ベルはそれを手元に引き戻し、今度は自分を中心に左右へと振ふった。スパンスパパンと鋭するどい音が連続的に響ひびき、紫むらさき色いろの霧の散る速度が増していく。

　視界が晴れたところで、ベルはそれを胸の前に構え、パシーンと音を立てた。

「鞭むちか……！」

　ベルの塵器──それは、身の丈たけにそぐわないほどに長い鞭だった。

　無言のままに、ベルは手首を閃ひらめかせた。

　本能的にエルバはもう一歩退ひく──が、動くまでもなく、鞭は空を切った。そもそもエルバを狙ねらって放たれたものではなかったからだ。鞭の先せん端たんの錘おもりはエルバの横手の木の枝に当たり、くるくると巻き付く。

「それッ！」

　ベルがぐいっと鞭を引っ張り、地面を蹴けって宙に舞まう。軽々と、まるでベル自身が蝶ちようであるかのように空を駆けていった。空中で回転しながら鞭を引き戻すと、自分の着地点めがけて鞭を打ち込む。

　その飛んだ先にいるのは──テッキだ。

「な……!?」

　テッキが驚おどろきの声を上げる。

　身を引こうとしたが、一瞬遅おそかった。テッキの足に鞭の先端の重りが絡からみ、巻き付く。

　着地すると同時に、ベルは鞭を両手でつかみ、全力で引っ張った。

「な──」

　ものすごい力で引きずられたかと思うと、テッキの両足が地面から浮ういた。

「あああッ!?」

　そして一瞬の後には、五メートルくらい離はなれていた大木の幹と激げき突とつしていた。背中からぶつかって、真下にずるりと滑すべり落ちる。

「これは、さっきブン投げられたののお返しヨ！」
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　続けざまに、ベルはもう一度テッキの身体を引っ張り上げた。自分の頭上を飛ばせ、今度は地面に叩たたきつける。再びテッキは悲鳴を漏もらした。

「おいテッキ！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　テッキの身体に張り付いたボルが、触しよく手しゆをうねらせてテッキの足に絡む鞭をほどいた。やっとのことでテッキは解放される──が、テッキは半ば意識を失いかけていた。ボルの大声にもほとんど反応しない。

「さすが魔ま神じんは魔神、一ひと筋すじ縄なわではいかないようだな……！」

　エルバはテッキのもとに駆け寄りたかった──が、ベルが二人の間に立ちはだかっている。その上、クルトからにらまれていては、動きようがない。

「……まずは貴様を殺す！」

　地面に立っている剣けんを一本引き抜ぬくと、クルトはエルバめがけて突進した。

「そいつは困るね！」

　しかし、クルトの前にルナが割り込んだ。クルトが振り下ろす剣を、サーベルで受け止めてしのぐ。

「どけ、貴様あ！」

　クルトはぎりぎりと剣に力を込こめていく──が、ルナとてそう簡単には押し込まれない。

「エルバ！」

　クルトの剣の動きを目で追いつつ、ルナは声をかける。横手から割り込み、エルバはクルトを殴なぐり飛ばそうとするが──

「そんなことはさせないワ！」

　ベルの鞭が飛んできた。エルバはこれを避さける──が、今度は頰をナイフでざっくりとやられたような逆バツク流ワードを感じた。指先でなぞると、デスドレッドデーモンの頰に切り傷が刻まれ、そこから塵ちりが吹ふき出していた。

「なに!?」

　エルバは驚きの声を上げた。塵の吹き出し方が予想外に大量だったからだ。

　大量に塵が吹き出したということは、ベルに紋様クリプトを読まれたということを意味する。

　それはエルバにとって致ち命めい的なことだった。

　果たして、ベルは鞭を頭上に構え、例の文句を呟つぶやき始めた。

「塵より生まれしもの、塵へと還かえれ……」

　不意に風が吹き始め、ベルを中心とした竜たつ巻まきとなっていく。塵がベルに集まりつつあるのだ。

　紋様アンチクリプト破壊ストライクを放つつもりか！

　エルバはすぐさまデスドレッドデーモンを解放した。紋様破壊を食くらえば、全身に逆流ダメージを受けてエルバは気絶する。それはすなわちゲームセットを意味する──たとえルナが動けるとしても、だ。

　エルバの姿が塵の中から現れ出ると、ベルは構えを解いた。それに従い、風もやんでいく。

「ふふ……素す早ばやい判断ネ。でも、これでゲームは終しゆう了りようヨ」

「……なんだと？」

　エルバが問い返すと、ベルはさも愉ゆ快かいそうに笑った。

「アタシの幻げん影えいの力……ルナから聞いていないノ？　紋様パターンを知っている悪魔なら、どんなものでも喚よべるのヨ？」

　エルバはその言葉の意味をじっくり考えたのち、ぽつりと漏らした。

「……それって、まさか……」

「そういうコト。飲み込みが早いのネ……！」

　ベルの眼帯が再び羽ばたいた。が、今度はさほどベルから離れることなく、その場で塵を集め始める。

「……召喚コンタクト……！」

　塵の上から霧きりが被かぶさり、そして悪魔の姿があらわとなる。

　全身を包む光り輝かがやく甲こう殻かく。

　二本の腕うでと二本の足。

　大きく裂さけた口と大きな牙きば。

　爛らん々らんと輝く赤い双そう眸ぼう。

　ベルは、デスドレッドデーモン、名めい称しよう未定五六八号の姿へと成り変わっていた。




「自分で悪魔をまとうのは好みじゃないんだケド……」

　五六八号の裂けた口の中から、ベルの声が漏れだしてきた。

「この悪魔は身体からだがあまり大きくないから、首根っこにつかまるのは無理ネ」

　禍まが々まがしい容姿になりつつも、その所作は小さな少女のまんまである。首を傾かしげたりその場でくるりと一回転してみたり、とかわいらしい動作をしてみせるのはやや不気味だったが──

「うん、こいつはかなり動けそうネ」

　右手に持つ塵ストラ器イカーを、口にくわえる。

　そして、不意に頭から突つっ込んできた。

「…………！」

　速い！

　ベルは身体をひねり、右ストレートを走らせる。エルバはすんでの所でパンチを回かい避ひした。大きく飛んで逃のがれようとするが、足がもつれて倒たおれ込んでしまう。

「アハハ！　スタミナ不足じゃないノ!?」

　ベルは半回転し、畳たたみかけようとする。

「エルバ！」

　それを見て、ルナが動いた。クルトを強く押して突き飛ばすと同時にエルバのもとへ飛び、サーベルを薙なぎ払はらう。鋭するどい刃ははデスドレッドデーモンの足を捉とらえる──と思われたが、

「フン！」

　寸前でベルは踏ふん張り、真横へと飛んだ。サーベルは空を切り、ベルはあさっての方向へ逃にげていく。

　その間に、ルナはエルバの眼前の地面にサーベルを突き刺さした。

「これ使って！」

　すぐさまエルバは理解する──ルナに塵器を渡わたすタイミングだ、と。

「オーケー！　持ってけ！」

　エルバはサーベルを杖つえ代わりに跳はね起きると、ルナに対して胸を広げ、受け入れ体勢を取った。

　間かん髪はつを入れず、ルナはエルバの胸むな板いたに腕を突っ込んだ。

「逃さないワヨ！」

「させるかッ！」

　左右から、ベルは拳こぶしを、クルトは剣けんをもたげて迫せまり来る。

　ルナはエルバの胸から塵器を引き抜ぬき、サーベルで拳を受け止めた。

　エルバは地面に突き刺さったサーベルを引き抜いて、剣を受け止める。

　ルナとエルバは背中合わせの体勢で、クルトとベルの同時攻こう撃げきを防いだ。

「いいタイミングだね！」背中越ごしにルナが声を投げる。「少しでもずれてたら一発食らってた！」

「当たり前だろ!?」エルバも応じる。「こっちは斬きられるところだったしな！」

「なかなか……忌いま々いましいコンビネーションですコト！」

　ベルは拳を引っ込めると同時に足を出した。サーベルに前まえ蹴げりを放ち、ルナを身体ごと突き飛ばす。

　エネルギーは背中越しにエルバへと伝わり、そしてしのぎを削けずるクルトへと伝わる。支えるもののないクルトはそのエネルギーをまともに食くらって、後方に押しやられた。

　ここぞとばかり、エルバはクルトの肩かた口ぐちへ剣先を突きこんだ。

「チッ！」

　しかしクルトは体勢を崩くずしながらも、エルバの追い打ちを的確な剣さばきで弾はじいた。着地すると同時に左へ走り、エルバとの間合いを取り直そうとする。

「逃がすかよ！」

　ルナの背から離はなれ、エルバはクルトを追いかける。

「逃がすなよ！」

　一方でルナはベルとその場で対たい峙じした。契けい約やく者しや対契約者、魔ま神じん対魔神という格好となる。

「向こうの心配をしている暇ひまなんてあるのカシラ!?」

　デスドレッドデーモンは地面を蹴り、その場で高く浮うき上がると、ルナに飛び蹴りを放った。

　ルナは剣を持ち上げ、握にぎりの部分でデスドレッドデーモンの足の裏を受け止める。巨きよ大だいな岩を投げつけられたような衝しよう撃げきに、ルナは軽く吹ふき飛ばされた。

「まだまだヨ！」

　ベルは着地するともう一度地を蹴り、今度は前方へと飛んだ。吹き飛ばされるルナに追いつき、両手を組んでのハンマーパンチを叩たたきつける。

「くおっ!?」

　胴どう体たいに重い衝撃を食らって、ルナは背中から地面に衝しよう突とつした。バウンドして、勢いのままに転がっていく。

「アハハ！　いいざまネ！」

　くわえていた鞭むちを手に取り、閃ひらめかせる。鞭の先せん端たんは、転がり去っていくルナの足を捕つかまえて絡からまった。

「……グッ!?」

　突然逆方向のベクトルに足を引っ張られ、ルナは思わず声を漏もらした。

「月まで吹っ飛んデ！」

　ベルは逆方向へとルナを投げ飛ばした。デスドレッドデーモンのパワーはベルの腕わん力りよくをはるかに凌りよう駕がしており、ルナは遠くへと放ほうり投げられた。

「ぬああーッ!!」

　悲鳴を上げつつ、ルナはそれでも空中で体勢を整える。すぐさまデスドレッドデーモンの姿を捜さがすが、

「ここヨ！」

　その時には、ベルはルナの鼻先にまで迫っていた。身体からだを回転させながら飛び、膝ひざ蹴げりをルナの側頭部に叩き込もうとする。

「くそッ……！」

　なんとか反応して、ルナは剣で膝蹴りを受け止めた。

「そんなに調子に乗っていていいのか!?」ルナは叫さけんだ。「その悪魔、僕は既すでに紋様クリプト解析アナライズを済ませているんだよ？　紋様アンチクリプト破壊ストライクを放てば一発で吹き飛ぶ！」

「ならばやってみればいいじゃないノ!?」が、ベルの強気は変わらない。「紋様解析を放てば塵ストラ器イカーは消えるのよ!?　言っておくけど、悪魔を解放されたからといってアタシは痛くもかゆくもないからネ！」

　デスドレッドデーモンは、幻げん影えいの魔神の力によって喚よびだされたものだ。紋様破壊で強制解放したところで、逆バツク流ワードがベルに届くわけではない。そして、紋様破壊を放てば塵器は消しよう滅めつする。改めてエルバから塵器を取り出さなければならなくなる。今のベルが、その余よ裕ゆうをルナに与あたえてくれるとは思えない。

「……ということは……」ルナは冷静に言った。「手て詰づまりかな？」

「そういうコト！」

　ベルは身体を波打たせて鞭を放ち、ルナの腕うでを切り裂さいた。




「エルバ・ナイトロンドッ！」

　クルトは一歩大きく踏ふみ込むと、上から下へ剣けんを振ふり下ろした。

　エルバはこれを半身になってかわした。剣に地面を打たせ、逆にサーベルでクルトの伸のばした腕を狙ねらう。しかしその時にはクルトは腕を引っ込めており、とても届かない位置にまで後退している。

「なるほど、サーベルの腕前はそこそこというところだな」

　一いつ旦たん構えを解いて、クルトは評価を下した。しかしその口調にも表情にも、「俺には及およばないがね」という余裕がある。

「だが、その程度で俺に勝てると本気で思っているのか？」

　エルバは返答に詰まった。剣術の腕前は、明らかにクルトの方が上だ──実際に生身で手合わせしても、そう感じざるを得ない。たしかに向こうは剣術で食ってきた一族の末まつ裔えい、そしてこっちはついこの間からサーベルの訓練を始めた素人しろうと。腕前に格段の差があるのは否いなめないところだ。

　だが──、とエルバはサーベルを握り直す。

「勝負はやってみなきゃわかんねえだろ！」

　地を蹴り、サーベルをクルトの脳天に叩きつけんものと振り上げる。

「それが浅せん慮りよというんだよ！」

　渾こん身しんの一いち撃げきは、しかしクルトの剣によって受け流された。サーベルの切っ先をあさっての方向に流すと同時に、クルトは素す早ばやい反撃を突つき出す。

「ぬおっ」

　エルバは身体をねじってこれを回かい避ひした──が、そのせいで体勢がやや崩くずれる。

「そこッ！」

　見み逃のがさず、クルトは追い打ちにかかった。上段下段中段と三連撃を放ってエルバを切り刻もうとする。

「…………ッ！」

　体勢を崩しながらも、エルバは驚きよう異い的な反射神経を発揮し、上、下と攻こう撃げきを弾はじいた。最後の中段攻撃はもう一度身体をひねって直ちよく撃げきをかわすが──

「ぐッ!?」

　わずかに、脇わき腹ばらに熱いものが閃く。

　エルバは大きく横に飛んでクルトと間合いを取った。視線を合わせつつ指先で脇腹を撫なでる。

　またもや痛みが走った。手を見やると、わずかながら赤い液体に濡ぬれている。

「……クソッ」

　エルバは毒づいた。

「そろそろ限界のようだな！　これが俺とおまえの違ちがいなんだよ！」

　ここに来て、クルトの剣を振るう速度が徐じよ々じよに速くなってきた。剣先はエルバを抉えぐらんものと的確に急所を突いてくる。どうにかサーベルを操あやつり、急所直撃を避さけはするものの、エルバは身体からだのあちこちが浅く裂かれていく。そのたびに血が流れ、衣服は濡れて重くなっていった。

　これが、所しよ詮せん付け焼き刃ばの悲しさか──エルバはそう悟さとらざるを得なかった。これ以上一対一で戦っても、到とう底てい勝てる気がしない。結局の所、ルナの力に頼たよるしかないのか──

　戦うルナの姿を捜さがすエルバ。と、ちょうどルナが空中を吹ふき飛ばされているところが目に入る。

「ルナ!?」

　エルバはつい叫んだが、

「よそ見する暇ひまがあるのか!?」

　クルトのさらなる連撃に、意識を引き戻もどされた。

「……このままのたれ死ぬなんて冗じよう談だんじゃねえぞ！」

　テッキの言葉を思い出して叫びつつ、エルバはクルトの連撃を受け止めた──が、刃は滑すべり、エルバの左上じよう腕わん部ぶの皮ひ膚ふを切り裂いた。




　鞭むちの鋭するどい動きに、ルナは対応できなくなりつつあった。

　攻撃を食くらうのは腕の先、足の先と致ち命めい傷しよう──核コア紋クリ様プトにはほど遠い場所ばかりだったが、周囲の紋様クリプトが読まれれば、やがてその奥に隠かくされた核紋様にまで届くようになる。核紋様が読まれれば、もはやおしまいだ。

「くぅぅ……ッ！」

　ついに力ちから尽つき、ルナはあたりの雑草を薙なぎ倒たおしながら地面に倒れ込んだ。間を置かずデスドレッドデーモンがすぐそばに着地して、鞭を構える。

　ベルの鞭は、紫むらさき色いろの強きよう烈れつな光を放っていた。ルナの紋様をたくさん読んでいる証あかしである。鞭を一撫ですると、それは一本の固い棒へと成り代わった。ステッキのようなレイピアのようなそれを、ルナの胸むな板いたへと向ける。胸の内に潜ひそむ核紋様に。

「さ……、今回は、どうやらアタシの勝ちみたいネ」

　ルナは左目でベルを見上げながら、じりじりと横へ横へ移動する。

「往おう生じよう際ぎわが悪いワヨ？」

　対応して、ベルもじりじりと横へ移動する。鞭の先せん端たんでルナの胸を捉とらえたまま、ベルの左目はルナの右手を注視している。情けない表情をしつつも、隙すきができたらすぐさま反撃に移るべく、しっかり塵ストラ器イカーを握にぎりしめている。

　もっともデスドレッドデーモンの虚きよ体たいがある以上、意味ないけど──そう思いつつ、ベルは哀あわれみの視線をルナに投げかける。

「あの子に残す遺ゆい言ごんはナイ？　聞いてあげるワヨ……もっとも、彼もすぐにこの世からバイバイすることになりそうだケド」

　軽く顎あごを動かして、横手を示す。離はなれたところで、エルバとクルトは打ち合っていた。遠目にも、クルトの優勢は明らかだった。

「…………」

　ルナは黙だまり込んで、何も言わなかった。

「アラ」ベルは首を傾かしげた。「アナタともあろう者が、怖こわくてなにもものが言えないノ？　かわいらしいコト」

「そうじゃない」

　この状じよう況きようにあって、妙みように落ち着いた声をルナは漏もらした。

「それは僕のセリフだね」

「それ？　……どういうコト？」

「『あの子に残す遺言はナイ？　聞いてあげるワヨ』だ。この場合、あの子とはクルトのことだけど」

　デスドレッドデーモンの表情は動かない──が、ベルが素顔を晒さらしていれば、不思議な顔をしたことだろう。

「どうしたノ？　アナタがトチ狂くるったことを言い出すなんて、ちょっと幻げん滅めつヨ」

「そうじゃない」ルナは繰くり返した。「君は一つだけ大事なことを忘れている。一応ヒントも出したんだけどね」

「…………」

　妙な気配を、ベルは感じ始めた。ルナのこの落ち着き振ぶりは、勝利を確信した者のそれだった。

「……妙なことを言ってアタシを油断させようったって、そうはいかないワヨ……？」

「いや、君は既すでに油断しているね。サヨナラだ」

　ルナは手を小さく上げ、振った。

　次の瞬しゆん間かん。

　ベルの背中で何かが炸さく裂れつした。

「…………え……」

　それと同時に、五六八号の虚体が爆ばく裂れつした。

　五六八号の装そう甲こうは一瞬で消し飛んで散り、ベルの姿が露あらわとなった。

「……ええ……ッ!?」

　自分の意思ではない。他者による強制的な解放だった。

　驚おどろきに、ベルは右目を大きく見開く。

　その右目に映るのは、素す早ばやく起き上がり、サーベルを突つき込んできるルナの姿。

　塵ちりをかき分けつつ、ルナは刃はを閃せん光こうのように伸のばし、無防備なベルの胸に貫かん通つうさせた。




「な……」

　胸の真ん中を、ルナの塵器に貫つらぬかれている。そんな現実を目まの当たりにしながらも、まだベルは事態が飲み込めていなかった。

「なにが起きたノ……？」

「自分の背中を見るといい」

　ルナが助言する。

　力無く、ゆっくりとベルは首こうべを巡めぐらせ、自分の背中を見た。

　背中に、サーベルの切っ先が突き出ている。ベルの核紋様を読み、それまではくすんだ赤だった刀身の色が、急速に輝かがやきを増し始めていた。

　そしてもう一つ、ありえざるものを見いだした。

「…………!?」

　矢だった。

　緑色に輝く矢が、ベルの背中に突き刺ささっていた。

「ま……さか……？」

　首をもたげて、遠くを見やる。

　そこにはテッキが立っていた。サクラとファルナに左右から抱だきかかえられながら仁に王おう立ちしている。その右手には、弓の形となったボルの姿。

「塵ストラ器イカー……！」ここに来て、ベルはやっと悟さとった。「ボルの塵器ね……!?」

「その通り」ルナは答えた。「五六八号の紋様クリプトは解析アナライズ済みだ、って言っただろ。その情報を僕一人で独どく占せんして、ボルには教えないなんて真似まねをするわけがない」

「しま……った……ワネ……」

　息も絶え絶え、という調子で、ベルは後こう悔かいの言葉を口にした。

「デスドレッドデーモンを無策で投入すると思った？　百年の間、お互たがい何度も戦って、手の内はよくわかってるってのにさ。君かクルトのいずれかが、デスドレッドデーモンの紋様を読んで召しよう喚かんする、と僕たちは踏ふんでいた。その時の対処法を、僕たちはあらかじめ打ち合わせておいたってわけさ」

「フ……そこまで織り込み済みだったのネ……」

　ルナがサーベルをひょいと引き抜ぬく。ベルは力無くその場にひざまずいた。背に刺さったボルの矢が塵に巻かれて消しよう滅めつする。

　胸を貫かれる傷自体は、魔ま神じんにとっては致ち命めい傷しようではない──核コア紋クリ様プトを読まれたことが致命傷なのだ。

　ベルは胸に穴をあけられた痛みに耐たえているように身体からだを震ふるわせていたが、頭をもたげると息を吸い込み、叫さけんだ。

「クルトぉぉ──ッ！　核紋様を読まれたワ！」




「……なんだと!?」

　ベルの叫びを聞いた瞬間、クルトは初めて動どう揺ようを見せた。

「そこかッ！」

　エルバは思い切り突っ込んで、クルトに斜ななめに斬きりつけた。

「つうッ」

　胴どう体たいを狙ねらった一いち撃げきは、しかしクルトの腕うでをかすめるに留とどまった。動揺しつつも、クルトは最小限のダメージに押さえ、うまくエルバの追撃から逃にげる。

　しかし、ひざまずくベルの姿を視界の隅すみに見いだして、クルトの顔に浮うかぶ焦しよう燥そうの色は急激に濃こさを増した。

「さあどうするよ、クルト！」

　かかってこい、と空いている手で挑ちよう発はつするエルバ。魔神が倒たおされかけている今、最後のチャンスはベルが紋様アンチクリプト破壊ストライクを食くらう前に、エルバを殺すことだ。おそらくは渾こん身しんの力を振り絞しぼった攻こう撃げきが来るものと踏んで、エルバは集中力を高めた。

　ところが、クルトは予想外の行動に出た。

「……このクソ野や郎ろうがッ!!」

　一声叫ぶと、握にぎっていた剣けんをエルバめがけて投げつけたのだ。

「うおッ!?」

　反射的にエルバは身を翻ひるがえす。一いつ拍ぱく遅おくれて、エルバがいたところを剣は飛び抜けていった。当たればかなりの大ダメージを食らっていたところだが、避よけるのはそれほど難しくなかった。

　その隙すきに、クルトは新たな円盤レンズを取り出していた。

「召喚コンタクト！」

　いつの間にかハイドラの円盤はしまっていたのだろう、新たなる円盤はすぐにクルトの目に吸い付くと、塵と反応した。数秒後、クルトの姿は地を這はう大だい蛇じやとなっていた。

「アペプか!?」

　エルバが叫ぶ。クルトは、コブラにも似た巨きよ大だいな蛇へび型の悪魔へと変身していた。

　その虚きよ体たいが固着するが早いか、クルトはエルバに背を向け、ベルめがけて地を這い始めた。

「ちょ……おまえ、逃げるつもりか!?」

　アペプの地を這う速度は尋じん常じようでなく速かった。あっという間にベルのもとまですっ飛んでいき、その背に魔神を乗せる。

「なに!?」

　紋様破壊を放つべく構えを取っていたルナも、これには意表をつかれた。反応が一いつ瞬しゆん遅おくれ、ふと気づいた時にははるか遠くまで行ってしまっている。慌あわててルナはそのあとを追い始めた。

「待て！　待てよコラ！」

　エルバもルナと並んで走り、前を行く蛇を追いかける。

　通常の悪魔と違ちがい、魔神は紋様クリプト組替チエンジというものを行う。一度解析した紋様も、翌日には別物になり果てているということだ。すなわち、ここでベルを逃のがせば、倒すチャンスは失われ、また一からやり直しということになる。

　二人は全力で走った──けれども這いうねる蛇はさらに速度を上げ、徐じよ々じよに二人を離はなしていく。

「おまえらも一度逃げただろうが！　俺たちも逃げて何が悪い!?」

　逃げながらクルトは言い返し、三匹びきのジャノメチョウを後方に放った。ジャノメチョウは三匹のミノタウロスに変化して、エルバとルナの前に立ちふさがる。

「邪じや魔まだッ！」

　今のエルバにとって、ミノタウロスなど物の数でもなかった。すれ違いざまに斬りつけ、倒す。ルナも流れるようにサーベルを扱あつかい、ミノタウロスの脳天を割る。二体のミノタウロスはすぐさまジャノメチョウに戻もどったが、しかし三体目のミノタウロスはエルバに体当たりを仕し掛かけた。

「むぐッ……！」

　衝しよう撃げきに声を漏もらすエルバ。強い力にぶつかられて身体からだが浮く──浮きながらサーベルを振ふり、ミノタウロスの顔面を下から切り上げる。深く刻まれた一撃によって、最後のミノタウロスも蝶ちように戻る──

　が、エルバはバランスを取り戻すことができなかった。

「ぐあッ！　クソッ」

　地面に叩たたきつけられたエルバは、身体を一回転させて勢いのままに立ち上がる。すぐさまクルトたちを追おうとしたが、

「あの野郎……！」

　蛇ははるか先にまで行ってしまっていた。

「クソッタレ！」エルバは思わずサーベルを地面に叩きつけた。「最後の最後で逃げやがって……！」

「いや待った」

　一方、ルナは去りゆく蛇のさらに先に目をやりながら、冷静に言った。

「……あそこに立っているのは誰だれだい？」




　ミノタウロスにぶつかられて盛せい大だいにバランスを崩くずしたエルバを尻しり目めに、クルトは逆ぎやく襲しゆうの算段を巡めぐらせていた。

「とりあえず東番外地に隠かくれて奴やつらを完全に撒まく！　逆襲に転じるのはそのあとだ……ベル、紋様組替は明日までに済むだろうな!?」

　この場をやり過ごせば、まだ勝ち目はある──クルトには確信があった。もちろん、クルトも既すでに死者の辻つじの下見は済ませている。自分の走っている方向の先に崖がけがあることを思い出し、縁ふちまで出た後真横に進路を変えよう、と思い立つ。うまくすれば、後続の奴らを崖から落とすことができるかも知れない。

　しかし──

「クルト！　前！」

　ベルの言葉に、クルトは前方に改めて視線を投げる。

　行く手に、二つの人ひと影かげがあった。

　誰だ？　クルトは疑問を抱いだいた。テッキたちはエルバのさらに後方だ。こっち側に先回りしているはずがない。偶ぐう然ぜんこの荒こう野やに迷い込んだ不幸な奴か──

「どけ！　どかないと殺す！」

　クルトは怒ど鳴なりつけ、そのまま直進した。

　しかし人影はどくどころか、クルトめがけて突とつ進しんしてきた。二つの人影が一つとなり──縦列になったのだろう──まっすぐ駆かけ込んでくる。

「ちょ……何者なノ!?」

　何者かは知らないが、むこうに害意があることは明白だった。ベルも動どう揺ようを口に出しつつ、鞭むちを構え、容よう赦しやなく打ち放つ。鋭するどい一撃は、前を走る人影を捉とらえる──

　はずだったが。

「フホホ！」

　奇き怪かいな笑い声を上げると、人影は真上に跳ちよう躍やくした。

　己おのれの身長を越こえる高みにまで、一瞬で到とう達たつし、余よ裕ゆうで鞭をかわす。

　そして、その後方に隠れていた人影がダッシュで突つっ込み、手元の得物を一いつ閃せんさせた。

「んぐッ!?」

　カウンターで胴どうを薙ながれ、ベルの身体は軽く吹ふき飛ばされた。




　ベルの小さな身体が吹き飛ばされるのを、エルバは遠巻きに見ていた。

「なに……!?」

　驚おどろきのあまり、声も出なかった。ベルが吹き飛んだのも驚きだが、真に驚きよう愕がくしたのは、ベルを吹き飛ばしたのが見覚えのある人物だったからだ。

　腰こしにカタナを構えた人物。独特な衣服を着用し、頭部には二本の角が生えている。

　そんな姿の女性が、鞘さやに収めたままのカタナを振り抜ぬいた格好で、その場に静止していた。

　カエデ・ニカイドウだ。

「なんでおまえが……!?」

　やっとの事でエルバは声を絞しぼり出す。

　以前に会った時とは、唯ゆい一いつ異なる点がある。

　カエデは、眼鏡めがねを外していた。

　オーラン先住民にとって、眼鏡を外すという行こう為いは、重大な意思表示である──全力をもって敵を殲せん滅めつする、という。

　目の奥底から光が放たれているような、凄すさまじい眼光だった。以前に林りん檎ご斬ぎりを見せてくれた時とは全然違ちがう。見る者の心しん胆たんを寒からしめる、死の輝かがやきだ。

　カエデはエルバをちらりと見ただけで、すぐにベルのあとを追いかける。

　エルバも駆け出そうとしたが、

「待った！」

　ルナにがっしと腕うでを捕つかまれた。

「どういうつもりだ!?」

　振り返り、エルバはルナをにらむ。

　ルナの視線は別方向──もう一つの人影の方に注がれていた。

「もう一人いる──あいつも魔ま神じんだ！」

「なに……!?」

　エルバはすぐさま振ふり向いた。

　もう一つの人影は、カエデと二人でベルを挟はさみ込むように地を駆けていた。

　オレンジ色の、奇き妙みような装しよう束ぞくだった──オーラン先住民の衣装のようではあるが、サクラやカエデの着衣とは明らかに異なる。頭には一本棒状のものが突き出た黒い帽ぼう子し、対照的に顔は異常なまでに白い。顔色が悪いというレベルではなく、なにか塗ぬっているかのようだ。

　背中にも妙な物体を背負っている。大きなリングに小さな太たい鼓こをいくつもくっつけたような、としか形容のしようがない、よくわからない代しろ物ものだ。

　しかし──見た目の奇き矯きようさに反し、その動きは素す早ばやく、鋭かった。障害物を避よけてジグザグに走るその姿は、さながら稲いな妻ずまが地を切きり裂いているかのようだ。

「フホホホ！　敗者には死あるのみでおじゃるよォォ──ッ！」

　ベルの着地地点に回り込むと、橙だいだいの魔神は両腕を振りかざした。両手ともに、長さ一メートル程度の棒状のものを握にぎっている。

　バウンドしたベルに対して、橙の魔神は両手の棒を容赦なく叩たたきつけた。

「がはっ……!?」

　不気味な悲鳴が、ベルの口から漏もれた。今度は地面をゴロゴロゴローッと転がされるハメになる。

「……冗じよう談だんじゃないワ……！」

　転がりながら、ベルは鞭を放った。鞭の先せん端たんは近くの立木に絡からまって、それ以上身体からだが流れるのを食い止める。

「クルト！」

　助けを求め、魔神は契けい約やく者しやの名を呼ぶ。が、凄まじい速度でカエデはベルに迫せまる。

「やめろ！　貴様……！」

　アペプの姿のままクルトは地を這はい、カエデの進路に回り込む。そのままカエデに巻き付こうとするが──

　カエデの手元で、一瞬の光が閃ひらめいた。

「せェェ──ッ！」

　それは、月の光を反射する刃はの輝きだった。

　光が放たれた、と思った瞬間には、カタナは既すでに鞘の中にしまい込まれていた。

　カエデとアペプ、二つの影かげがぴたりと止まる。

　そして、三拍ぱくの後──

「がああッ!?」

　アペプの身体が、ずるりとずれた。

　斜ななめに切り上げられて、アペプの身体に直線が走っていた。直後、アペプの身体は塵ちりへと還かえり、中からクルトの姿が現れる。その表情は、己おのれの身体を裂かれたかのような苦く悶もんにねじ曲がっていた。

「これで決める！　マロ！」
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　カエデはくるりと身を翻ひるがえしてクルトの後背に回り込むと、半身になって肩かた口ぐちから体当たりし、クルトを突つき飛ばした。その進路上にいたベルも巻き込み、二人はもみ合いながら宙を飛ばされる。

　その先にいる橙の魔神は、既に二本の棒を高く構えて待っていた。

「塵より生まれしもの、塵へと還れ──!!」

　橙の魔神を中心に、竜たつ巻まきが立ち上る。その竜巻に吸い寄せられるように、クルトとベルは飛んでいった──

「紋様アンチクリプト破壊ストライク!!」

　風が逆巻いた。

　絶ぜつ叫きようとともに、橙の魔神は棒を振り抜ぬく。

「あああ──ッ!!」

　吹ふき飛ばされて、絶叫するベル。凄まじい暴風の中で、ベルの身体は塵となり、消しよう滅めつしていった。

　クルトもまた吹き飛ばされていた──塵と化すことはなかったが。ベルを消されて、彼に抗あらがう術すべはない。そのまま断だん崖がいの向こうまで流されると、底へと吸い込まれていった。




　風がやむ。

　枯かれ草がいまだざわめく中、エルバとルナは、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

　ベルの姿も、クルトの姿も消えていた。決着がついたのだ、という事実がじわじわと心に染しみ込んでくる。これまでとは打って変わった静せい寂じやくが、死者の辻つじを包んでいた。

「フホホ！」

　その静寂のうちに、奇妙な笑い声が響ひびき渡わたる。橙の魔神が、ルナの姿を認めて妙な笑い声を立てた。

「久しぶりでおじゃるな……氷結の魔神殿どの！」

「……久しぶりだね、電光の魔神」

　険しい表情で、ルナは挨あい拶さつを返した。

「電光の魔神……」

　エルバの声に、ルナは解説する。

「そう。奴やつは電光の魔神、マロ・マロ。見ての通りの変な奴さ」

　紹しよう介かいされて、マロは笑った。顔面をすべて白塗りにしている中、唇くちびるだけは異様なまでに赤い。

「六年ぶりの再会だというのに、変な奴とは異な事を言うでおじゃるな。マロはいつだって時代のファッションリーダーなのじゃよ？」

　これまで会ってきた魔神達とは比ひ較かくにならないような、異い貌ぼうだった。

　目があるべきところに、なにもない。閉ざされた目ま蓋ぶたすらない。完全に、のっぺらぼうだった。代わりに眉まゆらしいものはあったが。黒い丸の模様が、眉の位置に塗ぬられている。

　グロテスク、としか言いようがなかった──エルバの感性からすれば。

「もっとも」ルナが釘くぎを刺さす「見た目が変だからといって、油断しちゃいけないよ」

「わかっている」

　頷うなずいて、エルバはオーラン先住民の少女に目を転じた。

「──ということは、おまえも八眼デイアボリツク争覇パーテイの参加者だったのか──カエデ！」

　カエデは目を閉じると、一つ息を吐はき出した。

「……まあ、そういうことだ」

　答えを受けて、エルバは咄とつ嗟さに身構える。が、切り刻まれた全身がずきんと痛み、つい表情が歪ゆがむ。

　カエデはエルバを制するように手を挙げ、首を振ふった。

「今日は、おまえたちの戦いを観戦しに来ただけだ。一戦やらかして疲つかれているところを討うつのは、私の主義にそぐわない」

　そう言って、カエデは懐ふところから眼鏡めがねを取り出すと、かけ直した。いささかながら眼光が穏おだやかになったように見える──が、エルバに向ける視線は、敵に対する時のそれだ。

「たった今、クルトを討っただろ」

　エルバの指し摘てきに、カエデはわずかに眼光を鋭するどくした。

「勝負がついていた。核コア紋クリ様プトを読まれていながら、あの男は逃にげようとした。往おう生じよう際ぎわの悪さが、私の癇かんに障さわったのだ」

「……そうかよ」

「……カエデ！」

　サクラの声。エルバが振り向くと、テッキたちが追いついてきていた。

「大だい丈じよう夫ぶなのか、テッキ」

　打ち付けられた背中が痛むのだろう、テッキはしかめっ面つらをしていた。しかしエルバが声をかけると、不敵に笑ってみせた。

「この程度、物の数ではありませんよ。……それより、──」

　と言って顔を陰かげらせ、サクラを見やる。

　サクラの顔は青ざめていた。ショックを隠かくしきれず、わずかに唇が震ふるえている。

「カエデ……あなたも契けい約やく者しやだったんですか……？」

　サクラの問いを受けると、悲しげな表情がカエデの顔を覆おおった。

「……そうだ。彼が」とエルバを指さし、「魔ま神じんの契約者であることは、薄うす々うす感づいていた。だから言えなかった──すまない」

　八眼争覇の参加者は、殺し合う運命にある──それは、想像するだけでサクラの心を千々に乱した。

「なんのためですか！」サクラは激しく訴うつたえる。「なにが望みで、八眼争覇に参加したんですか!?」

「決まっているだろう！」

　今度は、カエデは鋭く言い返した。あまりの気き魄はくに、逆にサクラが言葉に詰つまる。

「私は、虐ぎやく殺さつされた一族の怨おん念ねんを背負って生きてきた。この怨念を解放しなければならない。それが、今私が生きている理由だ……！」

「つまり」テッキが問う。「オーラン虐殺の復ふく讐しゆうのために八眼争覇に参加した、と？　誰だれに対して復讐を果たそうとしているのですか」

「その答えを、探している」

　カエデは遠い目をした。十年前の過去に思いを馳はせているのか──

「……あの日、一族を殺し、そしてやって来ていた中隊を全ぜん滅めつさせたのは、ただ一体の悪魔だった──」

　その瞳ひとみに、怒いかりの色がこもる。

「一体の悪魔……？」

　問い返すサクラに、カエデはわずかに黙だまり込む。

「サクラは、見ていないんだったな。そう、あの虐殺はただ一体の悪魔によって行われた。白く輝かがやく悪魔の竜りゆう──しろがねの悪竜によってな──！」

　しろがねの悪竜。

　その名は、エルバもテッキもファルナにも、聞き覚えがあった。かつて魔王が騎き乗じようしていたという魔王の玉座、白い竜。その名をしろがねの悪竜といったはず──

「あの悪魔を召しよう喚かんしたのは誰だったのか？　私はその正体を求めるために、ドース中を旅した。そして、白しろ装しよう束ぞくの少女に出会った。ブラナ・ラ・モートに。彼女は言ったんだ──『八眼争覇に参加すれば、いずれ一族を滅ほろぼした者に出会える』とな。だから私は、魔王の瞳を受け取った」

　カエデはエルバとテッキの目を見つめ、はっきりと言葉を紡つむいだ。

「復讐を成し遂とげるため、私は戦う。そしておまえたちを打ち倒たおす」

「…………！」

　エルバとテッキは、無言のままにカエデとにらみ合う。緊きん迫ぱく感が急速に醸かもし出されたが、

「だが、それはいずれの話だ」

　さきにカエデが視線を外した。

「また会おう──あんたもだ、赤い天使」

　立ち去ると見せかけて踏ふみとどまり、ルナを見つめる。

「赤い天使？」妙みような呼び名に、ルナは意外そうな顔をした。「僕は魔神だよ」

「天使というのは、私が勝手につけた名前だ──昔見たおまえの姿が、天使に見えたから」

「……昔？」

　一言ルナは漏もらした──が、それに対する答えをカエデは返さなかった。

「それでは、失礼する」

　くるりと身を翻ひるがえし、カエデは一同に背を向け、歩き始めた。

「……というわけで、また会いに来るでおじゃるよ。その時、改めて雌し雄ゆうを決するでおじゃる」

　マロも別れの挨あい拶さつを投げて、カエデの後について行く。

「楽しみにして待ってるぜ、マロよぉ──ッ」

　ヤケクソ気味にボルが言い、触しよく手しゆを振ふる。

「カエデ……！」

　サクラは同どう朋ほうに呼びかけた──が、カエデは振りむくことなく、そのまま荒こう野やから去っていった。
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　冷たい風に頰ほおを打たれ、クルトは目を覚ました。

「…………」

　目に入ってきたのは地面だった。自分が地面に寝ね転ころがっていることを、クルトは悟さとった。

　起き上がろうと地面に手をつこうとすると──手は空を切った。

「な……!?」

　目をやると、たしかに地面がなかった。地面が突とつ然ぜん途と切ぎれていて、その向こうには何もない空間が広がっているばかり。そこから身を乗り出すと、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきが見えた。

　ひるがえって空を見上げると、またしても断崖絶壁。クルトの現在位置は、断崖絶壁の途中の狭せまい岩場だった。

「……そうか……！」

　ここに来て初めて、記き憶おくが一気に蘇よみがえる。突然乱入してきたオーラン先住民の女と、そいつが連れていた謎なぞの装束の男との攻こう撃げきを食くらい、崖がけ下したに叩たたき落とされたのだ。

　ところがたまたま、途中の岩いわ棚だなに引っかかった。

　改めて下を見やる。暗くら闇やみは深く、底は見えない。まともに落下していれば、命はなかったことだろう。

　クルトは思わず呟つぶやいた。

「これは……まだ運があるということか……？」

「……それは、どうだかな……」

　自分以外の声に、クルトはハッとして振り返った。

　そこには、黒いコートを着た男が立っていた。

「誰だれだ貴様!?」

　心底驚おどろいて、クルトは叫さけんだ。その男は、ふと気がつくとそこにいた。暗闇の中からするりと抜ぬけ出てきたみたいに。

「監かん視し員いんだ」黒コートの男は答えた。「円盤レンズを回収しに来た」

「回収……」

　と言われて、はじめてベルのことを思い出す。

「ベル！　ベルはどこに行った!?」

「消えた」監視員は言った。「消されたと言った方が正確だろうな。忘れたのか？　紋様アンチクリプト破壊ストライクを正面から食らったことを」

「噓うそだ！　ベルが……俺が負けただと!?」

「ならばその目にはめた円盤を確かめてみればいい。光が失われているはずだ。──その円盤、返してもらおうか。敗者に円盤は必要ない」

「冗じよう談だんではない！　俺には叶かなえるべき望みがある！　誰にも邪じや魔まなどさせるものかッ!!」

　クルトは服の内側から短たん剣けんを取り出した。短く小さな刃はだが、剣は剣。クルトの手にかかれば、それは死を生産する道具となる。

「円盤が欲しければ力ずくで取ってみろ！」

　その時。

　無表情だった監視員の顔に、変化が起きた。

「叶えるべき望みだと……？」

　両頰が引きつり、口元がつり上がった。

　笑ったのだ。

「おまえごときが俺に勝てると思っているのか……!?」

　コートの内側から、監視員は剣を閃ひらめかせた。

「…………ッ！」

　奇き襲しゆうだった──が、クルトの目にはその剣の軌き道どうが見えていた。目の高さを狙ねらってきた横よこ薙なぎを、クルトはわずかに身を反らせてかわす。

　監視員は、剣を振ふり抜いた格好で静止した。二撃目を繰くり出す気配はない。

「……フン！」クルトは鼻で笑った。「大口を叩いたわりに、ずいぶん見かけ倒だおしな振りだったな！」

「違ちがう。貴様の目は節穴だな」

　監視員は姿勢を戻もどし、切っ先に手をかけると、そこから何かを剝はがすような仕草をした。そしてクルトに見せつけるように掲かかげる。そこにあったのは──

「…………なにィ!?」

　紫むらさき色いろの円盤だった。

　クルトは自分の右目に手をやった。たしかにない。右目にはめていた紫色の魔王の瞳ひとみ、ベルの円盤がなくなっている。

　しかし何より驚いたのは──円盤が消えた以外、右目に何の変化もないということだ。眼球どころか、まつげ一本すら失われてはいなかった。

「馬ば鹿かな！　目に傷を付けずに円盤だけ取り出したというのか!?」

　クルトは監視員を驚きよう愕がくの眼まな差ざしで見つめた。

「いや、それだけじゃあない」

　監視員はつまらなそうに言って、片足を高く掲げて振り下ろし、地面をかかとで蹴けった。

　次の瞬しゆん間かん、クルトの足あし下もとがずるりと滑すべった。

　地面そのものがスライドしていた。クルトの眼前に、断面が露あらわになる──というのも、地面が滑かつ落らくし、クルトの視線の位置が下がったため、自然と断面が目の前の高さになったのだ。

　断面はきれいに真っ平らだった。まるでナイフでチーズをカットした時のように。

「…………！」

　クルトの目に止まらぬうちに、監視員は二度剣を振っていた。剣で地じ盤ばんごと叩たたき斬きっていたのだ。

　もはや、驚きの声さえ上げることはできなかった。自分の立つ地面が突とつ然ぜんに支えを失い、クルトの身体からだは重力にとらわれる。本能で、クルトは両りよう腕うでを空に伸のばす。しかしその手は空をつかむばかり、確かなものは何もとらえられない。

　崖がけの下から風が吹ふき上げる。クルトの衣服がめくれ、そして監視員のコートがはためいた。その勢いで、監視員の背後に何か白いものが立ち上る。

　白いマフラーだった。背中側に垂らしていたのが、風に煽あおられ広がった。

　その白いマフラーには、百という文字が描えがかれていた。

　それが、この晩最後のクルトの驚愕だった。

「それは……グレン・ダァァァァ────ッ……!!」

　クルトは絶ぜつ叫きようした。もはや、絶叫することしかできなかった。

　絶叫はみるみるうちに遠くなっていき、やがて崖下の闇の中に吸い込まれていった。

「……フン。敗北の罪は死をもってあがなうべし」

　絶叫が完全に消えてから、監かん視し員いん──グレン・ダール・キングスリーは鼻を鳴らした。







「いやはや、ありがとうございました、ええ」

　バベルハイズ自然史博物館の正面玄げん関かんにて、ウォルターズは満面の笑えみを浮うかべて、テッキに頭を下げた。

「いえいえ。正義は必ず悪あしき者に鉄てつ槌ついを振り下ろすと言います。ワタクシどもは、その手伝いをしたにすぎませんよ」

　事務的な笑顔を浮かべて、テッキは控ひかえめに語った。

「これで枕まくらを高くして眠ねむれるというものですよ。いやまったく。お世話になりました」

「今後、またなにかあったらウチに相談してくれよ？」

　ファルナが言うと、ウォルターズは苦笑いを見せた。

「できればこのようなことは、二度と体験したくありませんな。心配で心配で、この通りげっそりと瘦やせてしまいまして」

　頰を撫なでつつ、ウォルターズは主張する。もっとも、テッキとファルナの目には、初対面時とまったく変わっていないようにしか見えなかったが。

「それは大変でしたね」

　もちろん、内心を正直にばらすようなテッキではない。あくまで客に話を合わせる。

「そうなんですよ」ウォルターズはさらに言った。「ここしばらくというもの、あまりに胃が痛むので、一日三食しか食べられなくなりましたからねえ。一日九時間しか眠れなくなりましたし、私の健康はボロボロですよ」

「それはそれは……」テッキの笑顔は引きつった。「ご自愛下さいな」

「ありがとうございます」

　最後に深々と一礼すると、ウォルターズはその場を去っていった。

　ウォルターズの背中が見えている間、二人は笑顔を浮かべ続けていたが、彼の姿が陰かげに隠かくれた途と端たん、表情がすっと消えた。

「さあて、報ほう酬しゆうは手に入ったけど、一体何がどうなってやがるんだよ。これで任務完かん了りようって言っていいのか？」

　ファルナがテッキを見上げる。

「さあて。一体何がどうなっているのでしょうね……？」

　やや投げやりにテッキは言い捨てた。

「ま、とりあえずいいじゃねえの」テッキの袖そでからボルの触しよく手しゆがはみ出した。「金は金だぜ？　しかも顧こ客きやくに満足してもらって受け取った金なんだからよおーっ、普ふ通つうに喜んでいいんじゃねえのか？　ゲハハハ！」

「まあ、そりゃそうなんだけどさあ」

　ボルの言葉の正しさを認めつつ、まだ納なつ得とくいかないという調子でファルナは呟つぶやく。

「とにかく、話の続きを聞きに行きましょうか。ボル、引っ込んでいて下さいよ」

「へいへい」

　言われて素す直なおにボルは触手を引っ込めた。

　博物館のラウンジでは、私服姿のフィールディングが待っていた。警官らしく、こざっぱりした身なりである。悪く言えば地味極きわまりなくもあるが。

「案外短かったですね」

　フィールディングの言葉を聞きながら、テッキとファルナはフィールディングの対面に座る。

「ええ。報酬の受け取りだけでしたので。……で、結局の所、何が起きたのですか？」

「脱だつ獄ごくですよ」

　フィールディングは忌いま々いましげに語り始めた。

「逮たい捕ほされたコ・スピアは、留置場に放ほうり込まれていたんです。特に凶きよう悪あく犯はんが一時拘こう留りゆうされる留置場に、ですが。そこであの晩、一ひと騒そう動どうが起きて、凶悪犯が十一名ほど脱走したんですよ」

「脱走って、そんなに簡単にできるもんかよ。西部ならともかく、東部じゃそんなことねえと思ってたけど」

　ファルナが驚おどろく。

「ああ──滅めつ多たにない。だが、そこは順を追って説明しよう」

　と答えてから、フィールディングは話を続ける。

「脱獄犯一同は円盤レンズ店を襲おそい、悪あく魔まの円盤を略りやく奪だつしました。被ひ害がいが一いつ般ぱん市民に及およぶことを恐おそれ、警察は捕ほ縛ばく命令を出しました──状じよう況きようによっては殺すこともやむなし、という。結果、翌朝までに、脱獄犯十一名が全員殺されたのです」

「全員が──殺されたですって？」

　テッキは息を吞のんだ。

「ええ。で、ここからはあくまで噂うわさというレベルなので、口外はしないでもらいたいのですが──」

　フィールディングは声を潜ひそめた。

「彼らは計画的に殺された可能性があります」

「計画的!?」

　ファルナが思わず声を上げた。

「脱獄犯は店を襲って円盤を奪うばった、ということになっています。実際に店は襲われていました──が、店を襲う前、留置場を出た時点で既すでに悪魔を喚よんでいる奴やつがいた──そのような目もく撃げき情報もあるのですよ」

「そんな馬ば鹿かな。留置場に悪魔の円盤を持ち込むことなんて不可能でしょう──」

　と言いかけて、テッキはその目撃情報の意味を悟さとった。

「──ということは、まさか」

「そのまさかですよ。警官が留置場に円盤を持ち込んだに違ちがいない」

　同どう輩はいを糾きゆう弾だんするフィールディングの声には、怒いかりが混じっていた。

「実はね、その留置場に入れられていた十一人のうち三人は、ラリー・ヘラー殺しの実行犯だったんですよ。ご存じですよね？　あの事件は」

「むろんです」

　テッキは答えた。

「知らねえ。誰だれ？」

　ファルナは首をひねった。

「ラリー・ヘラーというのは、ドース連れん邦ぽう議会議員で、与よ党とうドース国民連合の大物です。次期総そう督とく候補の一人と目されています」テッキは説明する。「……いました、というのが正確でしょうね」

「簡単に言うと、暗殺ですよ」フィールディングが続ける。「実行犯は三人のチンピラでした。金欲しさに裕ゆう福ふくそうな家を襲って、居合わせたヘラーを殺した──などと主張していたが、そんな偶ぐう然ぜんがあるはずがない。暗殺ですよ、どう考えても」

「色々な方面から憎にくまれている方でしたからね」

「あの三人に暗殺実行を命じたのは何者か、明らかにするつもりだったのですが──その機会は永遠に失われたようです」

「つまり──」テッキがあとを引き取る。「警察が、都合の悪い犯罪者を、脱獄にかこつけてまとめて始末した──と？」

「噂がありましてね」フィールディングは答えをぼやけさせた。「警察内に暗殺部隊があるという。──あくまで噂ですが」

　その言葉に、ファルナはある警官の姿を思い出した。エルバを迎むかえに行った時、剣けん術じゆつ道場で遭そう遇ぐうした二人の警官の姿を。

「それって、まさか」

　ファルナは二人の名を言いかけた──が、機先を制してフィールディングは人差し指を唇くちびるに当てた。

「……今日語った話は、他言無用に願いますよ。あくまで噂ですのでね……」

　重苦しい雰ふん囲い気きが、その場を包み込む。

　最初にいたたまれなくなったのはフィールディングだった。視線をテーブルに落とし、話題を変える。

「ところで、この鉢はち植うえ、なかなか綺き麗れいですね。テッキさんが育てているんですか？」

　言われて、テッキもファルナも初めて気づいた──テーブルの上に、咲さき乱みだれるランの鉢植えが置かれていることに。

「いいえ。……ファルナ、あなたですか？」

「違うって」ファルナは即そく答とうする。「知らないよ、あたし」

「それもそうですね。あなたが食べられないものに興味を示すとは思えないですし」

「なんだとこの！……って、じゃあこの鉢植え持ってきたの、誰？」

「……さあ」

　テッキが首をひねり、ファルナもそれに倣ならった。







　決けつ闘とう翌日の昼下がり、死者の辻つじそばの崖がけの上に立ち、下を見下ろす男がいた。

「ふうむ。これは、落ちたら間違いなく死にますね。どれだけひどい死体になっていることやら」

　崖下をのぞき込むと、風が吹ふき上げてきて、男の銀ぎん髪ぱつを軽く乱した。男──ルシアン・パラドールは髪かみを直して、数歩退いた。湖面は遥はるかに遠く、これ以上下を眺ながめていたら吸い込まれそうな気がしてきたからだ。

「しかし、クルトも存外使えない奴でしたねえ。こうもあっけなく敗退してしまうとは。……まあしかし、契けい約やく者しやを三人引きずり出してくれたから、よしとしましょうか。墓を建てる金くらい融ゆう通ずうしてあげますかね」

　ルシアンは自分の目の前に左手の指を三本立てた。

「今回見つかった三人に、退場済みのバガテルとクルト……」

　さらに指を二本立てる。

「で、あの人とあの人……」

　指が足りなくなったので、右手を掲かかげて指を立てる。

「……そして、『先生』か」

　最後に一本指を立て、全部で指は八本となった。

「あ、これで全員勢せい揃ぞろいということになりますか？　訂てい正せいしましょう、クルトは十分役に立ってくれましたよ。……これから、面おも白しろい戦いになりそうですね」

　わずかにルシアンはさも楽しそうな笑え顔がおを見せたが、すぐに引き締しめた。

「とにかく、先生に報告してきましょうか。首を長くして結果を待っていることだろうし……」

　そう言って、ルシアンは来た道を引き返し始めた。







　バベルハイズ博物館の裏手には、家庭菜園が広がっている。

　ここで生産される野菜類は、博物館職員の重要な食料だった。金欠極きわまりないテッキたちは、必死に野菜を育てては食しよく卓たくに彩いろどりを添そえるという努力を続けているのだった。エルバとファルナが増えたことで、つい最近耕地は拡大され、そこだけは今のところ何も生えていない。つい最近種を蒔まいたばかりなので、ここから野菜が収しゆう穫かくされるのはしばらくさきの話になるだろう。

　その畑の隅すみの方に、サクラはぼんやりと立ち尽つくしていた。

「……はあ……」

　ため息をついて、肩かたを落とす。考え込んでいるのは、カエデのことだった。

「よお、サクラ……！」

　そんなサクラの姿を見かけ、エルバは声をかけた。

「テッキに薪まき割わりの仕事を申しつけられたんだが、でかい斧おのを振ふり回すのがめんどくさいんだよ。この博物館、鉈なたとかないのか？」

　サクラは眉まゆをひそめた。

「エルバ君、まだそんなことしちゃだめですよ」

　決闘で、エルバは体中のあちこちに切り傷をつくっていた。どれも深刻なダメージではないというのが不幸中の幸いだが、浅手だからといって一晩寝ねれば治るというものでもない。エルバの歩調はひょこひょことした慎しん重ちようなものだった。痛みが響ひびかないよう恐おそる恐る歩いている、ということが見て取れる。

「大だい丈じよう夫ぶ」しかしエルバは気丈に振る舞まった。「この程度の怪け我がなら大丈夫だって。さすがに道場に行くのは無理だろうが、身体からだを動かさないとなまっちまうんだ」

「……そうですか」

　エルバの強い意思を感じ取り、サクラは説得をあきらめた。たとえベッドにロープでくくりつけたところで、エルバは歯でロープを嚙かみ裂さいて逃にげるだろう。

「鉈、ですか。実はないんですよねえ」

「そうか。斧で薪を割れってか。仕方ない、斧でやるか」

　と言いつつ、エルバはサクラの横に立ち、去ろうとはしなかった。

「カエデのこと、考えてるのか」

　エルバの問いかけに、

「……ええ」

　サクラは静かに頷うなずいた。

　決闘の夜の翌日、サクラはエルバを伴ともなってヤカナカ家に行った。改めてカエデと話をするためだったが、カエデと会うことはできなかった。門もん扉ぴは固く閉とざされており、中に人のいる気配はなかった。

　唯ゆい一いつ残されていたのは、ランの鉢はち植うえだった。庭のテーブルの上に置かれており、その下には一枚の紙切れが挟はさみ込まれていた。そこにはカエデの手書き文字で、以下の文句が書かれていた。

「サクラへ　この鉢植えを育てて欲しい。せっかく育てた花を枯からすのは忍しのびないので」

　実質、カエデからサクラに訣けつ別べつ宣言を叩たたきつけられたようなものだった。

「カエデとエルバ君──戦わなくちゃならないんですか？」

　エルバは何も答えられなかった。

「エルバ君とテッキみたいに、手を取り合うことはできないんでしょうか？」

「それは──無理じゃないのか」

　やっとのことでエルバは声を絞しぼり出す。

「俺とテッキが手を組めたのは、父さんの仇かたきを討うつという目的で一いつ致ちできたからだ。でも、カエデの望みはそうじゃない。ぶつかるしかないと思う」

「…………」

　サクラはうつむいた。

「……サクラ」

　ややためらいながら、エルバは思い切って尋たずねた。

「君はどう思うんだ？　カエデの──『一族の復ふく讐しゆうを果たす』という望みについて」

　静かに首を左右に振り、サクラは答えた。
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「復讐だなんて──今いま更さら、意味のあることだとは思えません。正直言って、──」

　今度はサクラがためらった。しかし意を決し、言葉を紡つむぐ。

「チェビアトの仇を討つということも、少しピンと来ないんですよねえ……」

　意外な言葉に、エルバは目を丸くした。エルバの生きる目的を否定するような言葉をサクラが吐はくとは、まったく思っていなかった。一いつ瞬しゆん、本能的な怒いかりがわく──しかし同時に、サクラはエルバの癇かんに障さわらないよう慎重に言葉を選んでいた。それはエルバにも理解できた。すぐに怒りの火を消して、

「いや、まあまあ」フォローするように言う。「無む駄だな争いを好まないってのは、サクラのいいところだと思うよ」

　サクラは少しだけほっとした顔になった。けれどもすぐに表情を陰かげらせ、

「せっかく、十年ぶりにカエデに会えたというのに……」

　無言のまま、エルバは畑を見み渡わたした。

　もちろん、このような事態は想定して然しかるべきだったのだ。ブラナは、八眼デイアボリツク争覇パーテイ参加者の意思を試ためし続けるといった意味のことを言っていたではないか。襲おそいかかる敵を倒たおす以外の試練がやってきたというわけだ。

　もちろん、同種のジレンマをカエデの方も感じているはずだ──おそらくは。このジレンマを乗り越こえられなければ、八眼争覇に勝つことはかなわない──父の仇を討つことはできない、ということだ。

「厳しいことを言うようだけれど──俺は、カエデを倒すことをためらわない」

　エルバは断言した。

「それは、カエデだって同じつもりのはずだ」

「……そうでしょうねえ……」

　ためらいつつ、サクラも認めざるを得なかった。

　ためらいがあるのは、エルバも同様だった。断言はしてみたものの、サクラの心中を考えれば決意は揺ゆらぐ。しかしその揺らぎは、戦いの場にあっては致ち命めい的だ。八眼争覇に勝ちたければ、情などというものを持ってはいけない──しかし、情というものを捨てきれるほど、非人間的になるのは非常に難しいことだ。

「これが八眼争覇の真の試練ということか……」

　そもそも、戦ってカエデに勝てるのかどうか。そこもかなり怪あやしい問題だ。たとえクルトが戦意喪そう失しつしていたとは言え、ほぼ一瞬でクルトとベルを始末して見せたあの腕うで前まえは尋じん常じようではない。空中林りん檎ご斬りなどは余技にすぎなかったのだ。

　大問題だ。

　大問題といえば、クルトの連続殺人をもみ消した謎なぞの力も気になるところである。

　八人の人間が、それぞれ魔ま神じんと契けい約やくして殺し合う。八眼争覇とはそれだけがルールのシンプルなバトルであるはずなのだが、その全ぜん貌ぼうはいまだにその片へん鱗りんしか見えていない──エルバにはそう思えてならなかった。

「やれやれ、問題山積だな」

「そうですね……」

　それだけ言って、二人は黙だまり込んだ。

「……お二人さん、深刻な顔をしてどうしたのかな」

　と、背後から声が投げられた。

　振ふり向くと、そこには魔神ルナ・ルガが立っていた。

「ルナ」エルバは問いかけた。「おまえは、過去に何度も八眼争覇を戦っているんだよな」

「もちろん。魔神だからね」

「例えば……過去の八眼争覇で、親しい者同士が殺し合うなんてケースはあったのか」

「山ほどあるね」ルナはあっさり答えた。「親子で殺し合う者あり、友人同士で殺し合う者あり、恋こい人びと同士で殺し合う者あり。ま、言わせてもらえば、今の君が直面しているジレンマなんて、過去のケースに比べれば幼よう稚ち園えん児じのお遊ゆう戯ぎにすぎないね」

「…………」

　エルバもサクラも絶句した。

「僕から言えることはただ一つ。相手には情けをかけるな、ということさ」

「悪魔の掟おきてってやつか」

「そういうこと。たとえ何者が相手だろうと、敵は敵だ。それを克こく服ふくした者だけが、望みを叶かなえられる。……八眼争覇に参加したということは、条件付きながら悪魔に魂たましいを売ったということだ。それを忘れちゃいけないよ」

「……すっかり忘れていたが、おまえは悪魔だったっけな。人間じゃなく」

「その通り。ま、そう悲観するほどのことではないと思うよ。八眼争覇は、他の七人を殺さなければ勝者になれない、というわけじゃない。それは悪魔の掟には定められていないよ。試合場の上では全力で争うけど、試合が終われば握あく手しゆ握手、という風にもできるはずさ。……争う両者がそう思っていれば、の話だけど」

「そううまくいけばいいんだけどな」

　エルバは弱気な言葉を呟つぶやいた──が、すぐにサクラの視線に気がついて、言い直す。

「ま、カエデに関しては、間にサクラが立てば、なんとかなると思うけど」

「……エルバ君……」

　その言葉を聞いても、サクラの表情が和やわらぐことはなかった。

　なにか言ってあげなくちゃ──エルバは痛切に思った。サクラのこんな顔など見ていたくない。

　しばし悩なやんだ後、エルバはぽつりと言った。

「そう言えば──サクラにはお兄さんがいるんだよな？」

　突とつ然ぜんの話題に、サクラは放心したような表情を浮うかべた。

「ええ……そうです、けど」

「俺も、サクラのお兄さん捜さがし、手伝うよ。俺の仇かたき討うちを一方的に手伝ってもらってるだけじゃ悪いしな」

　無言で、サクラはエルバをじっと見つめる。

　エルバはさらに言葉を重ねた。

「いつか、サクラとカエデとお兄さんとで一いつ緒しよに笑い合える日が来るさ。それがサクラの望みだろ？　その望み、俺が叶えてやるよ」

「……エルバ君……」

　わずかながら、サクラの顔つきが明るくなった──ように、エルバには見えた。

「まあとにかく」ルナが言葉を挟はさむ。「頑がん張ばって欲しいね。僕としては、君に勝ち残ってもらわないと、また長年の眠ねむりに入るハメになるわけだし。よろしく頼たのむよ」

「おまえは本当に自分のことしか考えてないんだな」

「なにしろ悪魔なんでね。まあ、少なくとも君を売るようなマネだけはしない。そこだけは安心してよ」

「それだけで安心できるか」

　エルバはルナを軽く蹴け飛とばした。

　風が吹ふき、畑に生えている野菜の葉を、周囲を囲む木立をざわめかせた。人を不安にさせる不ふ吉きつな音だ──とエルバは感じた。まるで、近い将来に潜ひそむ波乱の気配を、エルバたちに伝えようとしているかのようだった。
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　こんばんは六塚です。




『レンズと悪魔』の二巻をお届けします。

　幸い一巻は好評だったようで、作者としても一安心です。今回初めてゼロからシリーズを立ち上げるという作業を行ったわけですが（『タマラセ』の時にはスニーカー大賞応おう募ぼ原げん稿こうがありましたので）、これはこれでプレッシャーがあるもんですな。新しいことができるのはいいけれど、既き存そんのファンの方々にそっぽ向かれたら意味がないわけで。フリーハンドで進められる分すべて自己責任なので、色々勉強になりました。ま、読者に受けるのかどうか悩なやみ倒たおしたところで、最終的にはどこかで割り切るしかないんですがね。その作品が歓かん迎げいされるか否いなかを知る方法は唯ゆい一いつ、出版して世に問うしかないので。考えているだけではどうにもならない。




　おかげで、「レンズと悪魔」というシリーズを続けることができそうです。少なくとも「タマラセ」程度には。そこから先を続けられるかどうかは今後の評判次し第だいということになるので、引き続き応おう援えんの程ほどをよろしくお願いいたしたくあります。

　加えて今後、雑誌「ザ・スニーカー」にちょくちょくと短編が載のるようになるかと思います。連れん載さいという頻ひん度どでもないのですが。そのへんは「ザ・スニーカー」を毎号チェックして頂きたく。




　これ以上特に告知することもないのですが、今回あとがきを六～八ページくらい書いてよいとのお達しを受けているので、どうでもいい話でも。




　ブログ始めました。




　どうでもいい日常の話ばかりを書き連ねている日記ですが。アドレスをここに書いてもよいのですが、おそらく僕の名前で検けん索さくをかけてくれた方が手っ取り早いと思うので、興味のある方はどうぞ。




　実はホームページ自体は学生時代からずーっと続けており、しばらく作家としての仕事のことは伏ふせてサイト運営していたのですが、このたび作者公式サイトとしてリニューアルしてみました。過去の駄だ文ぶんなどもあらかた残してあるので、少々恥はずかしいのですが。




　一応公式サイトと銘めい打うっているのですが、「公式」ってなんなんですかね。僕が勝手に「公式」と名乗れば公式サイトになるという不思議。ウィキペディアにも公式サイトとか紹しよう介かいされてびっくりですわい。




　ダイエットを続けております。




　作家稼か業ぎようの素す晴ばらしいところは通勤時間が不要で済むということで、やろうと思えば一歩たりと外に出ないままに一冊書き上げるということもできるわけです。僕の場合一人暮らしなので、やろうと思ったら飢うえて死ぬ可能性がありますが。




　つまり運動不足に陥おちいりがちなわけで、油断すると太ってしまうというわけです。加えて三十歳にもなると代謝能力が落ちまして、十年前と同じ調子で食物を摂せつ取しゆしているとそれはもうすごい勢いで体重が増加していくのです。十年前だったらびくともしなかったのに。




　こらアカン、ということでダイエット方法を模も索さくしている最さ中なかに出会ったのがサイクルトレーナー。いとこの結けつ婚こん式に出席するため一時帰省したら、何故なぜか親がサイクルトレーナーを導入しておりまして。とりあえずためしにと乗ってみたら、これがなかなか具合がいい。一時間もペダルをこぎ続ければ汗あせがドバドバ出て結構な運動になる。実家にいるとたいてい二キロか三キロ太るのですが、この帰省時には体重が増えずに済みました。




　これは効果があるぞ、とさっそく大阪でサイクルトレーナーを購こう入にゆうしました。それが二〇〇六年の六月頃ごろで、それ以降半年間ひたすらこぎ続けております。

　現在、体重は微び減げんというところなのですが、運動効果はてきめんに現れています。まあ足の筋肉が盛り上がること盛り上がること。加えてベルトの穴が二つほど狭せばまり、ウェストも細くなりました。どうやら脂し肪ぼうが筋肉に置き換かわったせいで、重量自体はさほど変化していないものの体積と表面積が減り、実質的に瘦やせているようです。こりゃ効きますな。さらに続けていき、体重自体をさらに減らしていきたいところですが。




　しかし油断するとすぐリバウンドするのが恐おそろしいところです。ちょっと菓か子しを食い過ぎたりすると速そつ攻こうで太るから困る。結論として、瘦せたかったらまず食物摂取量を減らすことですな。本当に一ヶ月間外に出ずに一冊書くとかやってみるべきなのか？　ダイエットに命を賭かける人々の気持ちがわかってきた今日この頃です。




　髭ひげを生やしました。




　作家稼業の素晴らしいところは髭を生やすのに人の目を気にせずに済むということで、なんとなく伸のばし始めてみました。当初は左右のもみあげを顎あごを経由してつなぐように生やすという遠大な計画を思い描えがいていたのですが、いざ生やしてみたら右と左で髭の密度が異なるという衝しよう撃げきの事実が発覚しまして。微び妙みようにかっこわるい。端はたから見る限りならばわかりにくいにせよ、左右非対たい称しようという事実はどうにも気持ちが悪い。というわけで、顎の髭のみを残し、もみあげ部分は涙なみだを吞のんでざっくり刈かり取ったのでした。




　残念だ。アイザック・アシモフばりの超ちようすごいもみあげになることを夢見ていたのに。俺はアシモフには勝てんのか。というか外国人はなんであんなにもみあげが生えるんですかね？　仕方ないので次は関かん羽うを目指そうかと思います。




　気まぐれで伸ばしてみたのですが、意外なメリットがありまして。「年ねん齢れい相そう応おうの面つら構がまえに見える」と言われるようになったのです。やったネ！　今まではたいてい実じつ年ねん齢れいプラス八歳くらいに見られていたので、こいつはかなりの進歩だぜ。普ふ通つう、髭を生やしたら実年齢より上に見られるようになるものだと思うんですけどねえ。




　次巻もできるだけ早く皆みな様さまのもとにお届けしたいのですが──初夏くらいになるのではなかろうかと思います。多分。予定は未定であり、あまり確たることは言えませんが。とにかく極力頑がん張ばります。仕事せんとアホみたいにぼーっとしてたら飢えて死にますし。なんでお金って使うとなくなるんだろうね？




　ちょっとだけ次回予告を。次巻では八眼デイアボリツク争覇パーテイの参加者六人目と七人目が登場、戦いはより烈はげしさを増していくこととなります。そしてテッキの万力の由来の秘密が明らかになるとかならないとか。予定は未定で（以下略）。




　ともかく次巻でお会いしましょう。お楽しみに！





六　塚　　光　　


















カバー・口絵・本文イラスト／カズアキ

カバー・口絵・本文デザイン／中デザイン事務所











レンズと悪あく魔ま




Ⅱ魔ま神じん跳ちよう梁りよう








六むつ塚づか　光あきら
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